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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　黎明の子、明けの明星よ。

　どうしておまえは天から落ちたのか。

　国々を打ち破った者よ。

　どうしておまえは地に切り倒されたのか。




　おまえは心の中で言った。




『私は天に上ろう。神の星々のはるか上に私の王座を上げ、北の果てにある会合の山で座に着こう。密雲の頂に上り、いと高き方のようになろう』




　だが、おまえは陰府に落とされ、穴の底に落とされる。
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　　　　０




　──その少女は、割れた後頭部から深しん紅くの脳のう髄ずいを咲かせていた。




　まるで彼ひ岸がん花ばなのように赤々と、恨うらみがましく。

　きっと自らの身に起こったことにも気づかなかったに違いない。

　そのうつ伏せられた顔にどのような表情が浮かべられているのか。

　苦く悶もんか、あるいは何も知らず、ただ穏おだやかな寝顔を浮かべているだけなのか。

　いずれにせよ、刹せつ那なの出来事だったのは、ある意味で幸いだったのかもしれない。

　ほかにも周囲には、枯かれ朽くちた老木のように四し肢しを乱雑に投げ出したたくさんの人々が折り重なって倒たおれていた。

　人々──否、人々だったもの、だ。

　数秒前まで当然のように生命活動を行っていたそれは、いまやただの肉にく塊かいでしかない。




　上半身と下半身を分かたれ、臓物と汚お物ぶつを撒まき散ちらすもの。

　無数のガラスと金属片に全身を刺さし貫つらぬかれ、さながら前衛芸術のようになっているもの。

　猛もう炎えんにより一瞬でウェルダンまで焼かれ、小さく縮こまってしまったもの。

　そも頭部も四し肢しも喪そう失しつし、原形すら残していないもの。




　見渡す限り、そこにはありとあらゆる『死』が偏へん在ざいしていた。

　わかることはただ一つ。

　その世界で──当然のように『生きて』いるのは、自分だけなのだと。

　薄うす布ふで覆おおったような意識の中、幼いながらに俺はぼんやりとその事実を理解する。

　大好きだった母も。よく内緒でお菓子をくれたお姉さんも。一緒に遊んでくれたお兄さんも。少し怖かった嫌なことばかり言うおじさんも。いつも笑っていたおばさんも。

　みんなみんな、死んでしまった。ことのほか冷静に状況を分析する。




　視覚は無造作な死と鮮せん紅こうの炎ほのおの揺らめきを。

　聴覚は遠くの悲鳴と豊富な燃料の誘ゆう爆ばく音を。

　嗅覚は毛もう髪はつと皮ひ膚ふと臓物が焼かれる臭しゆう気きを。

　触覚は燃もえ盛さかる熱と生命に関わる外傷痛を。

　味覚はただ鉄さびのように生なま臭ぐさい血の味を。




　五感すべてを駆く使しして認識した世界を──俺はただ、地獄のようだ、と思った。

　幼く拙つたない想像力。

　しかしてその光景は、それ以外に形容のしようがないのもまた事実だった。




　紺こん碧ぺきに染まりながらも不自然なほどに明るい深緋こきひの空。茫ぼう洋ようと浮かぶ月は、紅ぐ蓮れんのように朱あかく燃えている。

　目に見える限りの地表は軒のき並なみ紅こう炎えんに侵しん蝕しよくされ、焦しよう熱ねつの風は容よう赦しやなく皮ひ膚ふを灼やいていく。

　誇らしげにそびえ立っていたビル群は、まるで濡れたボール紙のように拉ひしやげ折れ曲がり、かつて栄えい華がを誇っていた世界有数の繁はん華か街は見る影もなく崩壊してしまった。




　そこでふと、何気なく左腕に触れてみる。

　しかし、本来当然あるべきそれは無く、伸ばした右腕はただ空くうを切る。

　ぼやけた意識を左腕に向ける。

　すると肘ひじから先が千切れ、歪いびつな断面から夥おびただしい鮮せん血けつが流れ出ているのが見えた。

　それから、ああ、と思い出す。

　左腕は、アレに喰われたのだ、と──。

　靄もや掛がかった思考で空を仰あおぐ。

　非ひ想そうの天には、あまりにも巨大な、異形の怪物が漂ただよっていた。

　骨格標本じみた六対十二枚の羽が、禍まが々まがしいシルエットを形成している。

　それは最愛の母を殺し、俺の腕を食い散らかした、忌いむべき存在。

　だというのに──。

　俺は何な故ぜ、異形の怪物の咆ほう吼こうに、亡き母の慟どう哭こくを重ね合わせてしまったのだろうか。

　薄れゆく意識の中で、その想いだけが鮮明に色を持ち。




　──そうしていつもそこで、終わる。




　　　　１




　──……ィン……ゴーン……。




　遠くで、鐘の音が聞こえる。

　覚かく醒せいはいつだって、不快で唐突だ。

　長い刹せつ那なの夢から覚めた俺は、突っ伏していた机からむくりと身体からだを起こす。

　冷や汗と動どう悸きが酷い。

　ああ、くそっ……またあの夢か……。

　夢見の悪さに内心で悪態を吐く。

　早く忘れてしまいたい思い出なのに、なかなか忘れられない。

　それだけ鮮せん烈れつな印象の出来事だったのか、あるいは決して忘れるなという記憶の楔くさびなのか。

　いずれにせよ──最悪の気分であることに変わりはない。

　救いを求めるように、俺は左腕に目を向ける。そこにはちゃんと、白い包帯のような布を巻かれたいつもの左腕があった。軽く握ってすぐに開く。感覚はわずかに鈍にぶいがちゃんと動く。

　少しだけ安あん堵どすると同時に、また別の意味でそれが悩みの種であることを思い出して、気持ちが沈む。

　一度深く息を吸い、それから、はあ、と身体からだの裡うちに溜まった色々なものを吐き出す。

　それにしても──久々にあの夢を見た気がする。最近は全然見なくなってきていたのに……。

　言いしれぬ不安のようなものを感じたので、気分転換に周囲へ意識を向ける。

　見慣れた学院の教室。クラスメイトたちは、そこかしこで楽しげに会話をしながら荷物をまとめて教室を出て行く。右腕の時計を確認すると時刻は午後三時過ぎ。どうやら午後の講義を眠って過ごし、そのまま放課後になってしまったらしい。

　一瞬の状況判断。それだけで、まるで自分がこの当たり前の世界の一員であるかのように錯さつ覚かくして、少しだけ気分が良くなる。

　変な姿勢で眠っていたせいか身体からだが痛い。凝こりをほぐすため、大きく伸びをする。

「──おはよう、四しノの森もりくん。よく眠れたかしら？」

「…………あ？」

　不意に横合いから聞こえてきた、どこか非難じみた言葉。伸しん長ちよう運動を停止して顔を向ける。するとそこには、呆あきれたような表情を浮かべたクラス委員長の少女、雨あま宮みやシズクが立っていた。

　何な故ぜ声を掛けられたのかもわからず、しかし、無視するのも悪いので最低限の態度で応じる。

「…………何？」

「何、じゃないでしょう」

　俺の返答に、シズクは腰に手を当てこれ見よがしにため息を吐く。

「あのね、四しノの森もりくん。午後の講義が眠たくなるのはよくわかるわ。でもね、私たちには将来人々を救うという崇すう高こうな使命があるんだから、眠いのくらい我慢してもう少し真面目に」

「……わかったわかった、俺が悪かった」

　諸もろ手てを挙げて無条件降伏を示しながらシズクの話を遮さえぎる。

「委員長が全面的に正しい。俺は心を入れ替えたよ。明日からは真面目に講義も受ける」

「そうやって心にもないことを──って、酷い汗ね。大丈夫？　具合悪いの？」

　シズクは急に心配そうな顔で、ブレザのポケットから白いハンカチを取り出し、有う無むを言わさず俺の額に当てる。

　さすがに恥ずかしいので、俺は身をよじる。

「──ただの寝汗だから大丈夫だよ。こんなもん袖そでで拭ぬぐっとけばいいから」

「子供みたいなこと言わないの……ほら、これで良し」

　満足そうに頷いて、シズクはハンカチをしまう。そのどこか洗練された所作に一瞬見とれる。

　背中に届く艶つややかな髪は濡れたように黒く。几き帳ちよう面めんに切きり揃そろえられた前髪の間かん隙げきから覗く眉は穏やかで、その顔は上品に整っている。

　雨あま宮みやシズクは、そんな日本人形のような少女だった。

　そのくせ世話焼きな上にとてつもないお節介で、何かにつけ落ちこぼれの俺に絡んでくるのだからやりにくいったらない。

　シズクは両手を腰に当てながら、説教をするようにこちらへ身を乗り出す。

「……キミね。そもそもただでさえ実技が苦手なんだから、座学までそんな調子だと本当に落第になるわよ。お願いだから、私のクラスから落第者を出すなんて不ふ名めい誉よなことは勘かん弁べんして」

「──まあ、そのときはそのときだろ」

　内心の動揺を隠すように、俺は苦笑を浮かべて肩を竦すくめる。

「それに、もしそうなったとしても、委員長の責任じゃないだろ。そもそも俺がここにいること自体が間違ってるんだから」

「──そいつの言うとおりだぜ」

　唐とう突とつに、嘲ちよう笑しよう混じりの声が飛んでくる。声のほうへ視線を向けると、茶髪にピアスのやや軽けい薄はくそうな男が立っていた。クラスメイトだと思うが名前は覚えていない。

　男は意地の悪い笑みを浮かべながら、許可もなく俺とシズクの会話に割り込んでくる。

「委員長もこんなヤツに絡むだけ時間の無駄だぜ」

「……あのね、鷹たか無なしくん」

　シズクはわずかに不快を滲にじませた半眼を向ける。

「そういう物言いはやめなさい。四しノの森もりくんは大切な私のクラスメイトよ。もちろん、キミもね。大切なクラスメイト同士がいがみ合うのなんて見たくないわ」

「いがみ合うなんてとんでもない。そもそも眼中にすらないよ」

　その男──鷹たか無なしくんとやらは、俺を睥へい睨げいしながら鼻で笑う。

「学長の知り合いだか何だか知らないけど、おまえみたいな無能がこの栄はえある《天使科》に所属してること自体が不ふ愉ゆ快かいなんだよね。お優しい委員長は違うのかも知れないけど、そう思ってるヤツは多いぜ」

「──っ！　キミねえ……っ！」

　明確な怒りを滲にじませるシズク。しかし鷹たか無なしは、おーこわ、と冗談めかして続ける。

「怒るなって。事実を言ったまでだ。それにさ、はっきり言って迷惑なんだよね。不気味な《死神》が近くにいると、いつどんな害を被こうむるかって──」

　皆みなまで言い終わらせるまえに、そしてシズクが本格的に怒り出すまえに。

　俺は、ガタンとわざとらしく椅い子すを鳴らして立ち上がった。

　それだけで、びくんと目の前の二人は、怯おびえたように身を竦すくめる。

　その動作に一いち抹まつの寂さびしさを抱いだきながら、それを悟らせないように俺は笑みを浮かべる。

「いや、正論だよ。委員長が怒るようなことじゃない。他の連中が俺を面白くないと思ってるのは事実だし、おまけに実力も人望もある人気者の委員長が俺に絡むのを不快に思ってるヤツがいるのも知ってる。委員長は、少し自分の影響力を自覚したほうがいい」

　それから続けて、俺は左手で──包帯のような白い布がぐるぐるに巻かれた左手で、鷹たか無なしの肩を軽く叩く。再び、びくんと震えて顔を青くするクラスメイトに俺は微ほほ笑えみかける。

「よく言ってくれたな。俺も委員長に絡まれていい加減うんざりしてたんだ。もう俺に絡んでくるな、っておまえからも言っておいてくれ」

　それで話を切り上げ、俺は中身のほぼ詰まっていないバッグを手にして歩き出す。

「ちょ、ちょっと待って四しノの森もりくん！　まだ話は──」

「悪いな、委員長。学長に呼ばれてるんだ」

　引き留めるシズクにそう言い捨ててから、俺は教室を後にした。

　胸の奥底から湧き上がったわずかな後悔を振り払うように、俺は足早に廊下を進む──。




　　　　２




　学院最上階の廊下を歩きながら──俺は周囲から向けられる奇き異いの視線に辟へき易えきする。

　今も上級生とすれ違ったが、明らかにこちらの様子を窺うかがいながら、ひそひそと何やら話していた。俺自身はなるべく目立たないよう、ひっそりと生活しているつもりなのだが……ままならないものだ。せめてもう少し目立たない容姿ならどうにでもなるものを……。

　ふと窓に目を向け、そこに反射した自分の鏡像を眺める。

　黒髪の右側──鏡像なので実際には左側──にメッシュを入れたような白銀色のものが一ひと房ふさ光っていた。比較的真面目な学生の多いこの神しん智ち学院では大変な悪目立ちをしている。おまけにこの左腕の包帯も悪い意味で噂が絶えず、結果俺はこの学院内でとても浮ういた存在になっているわけだが……どれもこれもあの事故の後こう遺い症しようみたいなものなのだから仕方がない。

　それから、自身への言いしれぬ劣等感から目を逸そらすように──窓の外へ焦点を合わせる。

　この辺り──東京都心、旧新宿区付近は、ここ数年一気に進んだ都市開発でずいぶんと様変わりしてしまった、と少し感傷的な気持ちになる。

　十年まえのあの日──荒野になってしまったこの一帯が、ここまで短期間に盛り返すことができたのは、ひとえに人類の意地によるものだろうけど……。絶対に勝ち残ってやる、という強い生存の執しゆう念ねんは、泥どろ臭くさいながらも確かな希望であり、俺はそんな人類のひたむきさが嫌いではない。

　できることならば、もう少し俺も人類の生存に貢こう献けんしたいところではあるのだが……まあ、そう思いどおりにならないのが人生というもので。

　わずかな自己への失望と諦てい観かんを抱いだきながら、俺は到着した学長室の扉をノックする。いつもどおり返事はない。おそらくまた研究に没ぼつ頭とうしていて気づかないのだろう。呆あきれながら、俺は扉を開いて中へ入る。

「──来たよ、ドク」

　部屋の主──この神しん智ち学院の学長にして俺の保護者でもある檻おり神がみエカテリーナに声を掛ける。

　しかし、学長室に檻おり神がみの姿は見当たらない。たぶん隣の彼女専用研究室ラボのほうだろう。勝手知ったる何とやら、俺は研究室ラボへのドアを潜くぐる。

　狭い室内には、何の用途で使うのかもわからない最新しん鋭えいの機械類が所ところ狭せましと並べられ、そこかしこに設置された無数のディスプレイのバックライトは、仄ほの暗ぐらい照明代わりに辺りを照らしていた。

　その研究室ラボの隅すみで──この辛しん気きくさい部屋の主は、一心不乱に何かの書類を読よみ耽ふけりながらぶつぶつと独り言を呟いていた。

「──しかしこの符ふ合ごうはできすぎているな……師匠の言うとおり、やはりこの進化には何か致命的な見落としが……だが上層部が認めるはずもないし……せめて《コア》だけでも回収できれば……」

　何やら忙しそうだが、俺も呼ばれた身なので、やむなく彼女の思考を中断すべく、開け放ったドアをわざとらしくノックして声を掛ける。

「おーい、ドク。忙しいならまた今度にするけど？」

　すると檻おり神がみは、驚いたようにすごい勢いで顔を上げ、ようやく俺の存在を認めると、無駄に高めのテンションで破顔した。

「よく来たなあ、イザヤ！　息災にしていたか！」

　心底嬉しそうにそう言って、座っていた椅い子すから立ち上がると、俺を抱きしめてくる。

　その手放しの愛情がうざったくもあり、それでも少しだけ嬉しくもあり。

　やや複雑な心境で、俺はその折れそうに細い白衣の肩に手を置いて距離を取る。

「──たかだか一週間ぶりじゃないか。いつも大げさなんだって」

「大げさなものか。おまえもカナンも大切な家族だぞ。会えないと寂さびしいのだ」

　檻おり神がみは、口をへの字に曲げて眉尻を下げる。さすがにその顔を前にして突っ張るほど俺も子供ではないので、気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすために頰を搔きながら応える。

「……まあ、元気だよ。そう言ってくれるのも素直に嬉しい。カナンも、いつも感謝してる」

　カナン、というのは一つ下の俺の妹だ。十年まえの事故で両親を亡くした俺たち兄妹きようだいは、母の部下であったこの女性に引き取られることになったのである。

　──檻おり神がみエカテリーナ博士。

　世界的な神しん智ち科学の権けん威いであり、《人類最後の天才》とさえ呼ばれる人類の切り札だ。

　しかし、その天才性や数多あまたの偉い業ぎようとは裏腹に（あるいはこの上なくお約束に）、本質的には利己主義のマッドサイエンティスト。

　三十二歳独身。燃えるような紅ぐ蓮れんの髪と、いつも着ているくたびれた白衣が特徴の陰いん気きな印象の女性で、今は俺たちの保護者ということになっている。やや過保護すぎるのが玉に瑕きず。

　親愛の念を込めて、俺は彼女を《ドク》と呼んでいる。

　俺の言葉に檻おり神がみは、「それは重ちよう畳じよう」と満足そうに微笑ほほえむ。

「まあ、積もる話もあるがとりあえず座れ。今、コーヒーを淹いれてやろう」

　俺の返事も待たずに、檻おり神がみは学長室のほうへと消えていく。

　言われるままにソファに腰を下ろす。すぐに檻おり神がみは二つのマグカップを持って戻ってきた。一つを俺に渡してから、テーブルを挟んだ向かいのソファに自分も腰を下ろす。

　淹いれたてのコーヒーを一口啜すすって、彼女は恍こう惚こつの息を吐く。

「はあ……生き返る……」

　それに倣ならい俺もマグカップに満たされたコーヒーを口にする。

「確かに美味うまいけど……それより忙しいみたいだけど大丈夫か？　何ならまた今度にするけど」

[image: ]

「全然。ちっとも忙しくないぞ。私はいつだって、イザヤとの約束が最優先だ」

「……ありがたいけどさ。それにしても少し根こんを詰つめすぎじゃないか……？　また徹てつ夜や？」

　決して消えることなく、目元に深く刻まれたクマを見ながら尋ねる。

　檻おり神がみは、「そうだなあ」と虚こ空くうを眺めながら指折り数えて答える。

「えっと、三徹てつくらいかな。実は、これまで抱かかえていたプロジェクトが急に失敗に終わっててんやわんやでな……。その代案を色々と検討していて……」

　そう言って檻おり神がみは大きくあくびをした。

　忙しそうというか、明らかにオーバーワーク気味で心配になる。いつまでも若くないんだから……、とは思っても言うと怒られるから黙っておく。代わりに気持ちばかりの、無理しないでくれよ、という労ねぎらいを投げておく。

　心底嬉しそうに「うん」と頷いてから傍かたわらに飲みかけのカップを置いた檻おり神がみは、「さて」と話題を変える。

「じゃあ、早さつ速そく始めようか。腕うで捲まくって」

「──ああ」

　言われるままに俺は左腕を捲まくり上げ、包帯のような白い布が巻かれた左腕を檻おり神がみに差し出す。檻おり神がみは慣れた手つきで腕にバンドのような測定装置を付け、五指の先にはどこかの機械に配線が繫がっている洗濯ばさみのような器具を取り付けていく。

　すべての測定装置を設置し終えた檻おり神がみは、傍かたわらのモニタを眺めながら左腕の触しよく診しんを始める。

「──痛みはないか？」

「いや……大丈夫」

　右腕よりも感覚が鈍どん麻ました左腕に意識を集中しながら、檻おり神がみの触しよく診しんを見守る。

　しばらく黙って左腕とモニタを睨みつけていた檻おり神がみだったが、不意にどこか悲しげな表情を浮かべてぽつりと呟いた。

「──あれから十年か」

　そのわずかな言葉に込められたあまりにも膨ぼう大だいな想い。

　何とも言えない複雑な感情を抱いだきながら、俺はただ一言、そうだな、とだけ答える。




　今から十年まえの、西暦二〇二二年十一月八日──東京新宿上空に、突如として六対十二枚の翼をもつ巨大な異形存在が出現し、東京都心部を壊滅状態にした。

　後に《サタナエル》と名づけられるその巨大異形存在は、しばらくして消失したが、以降それをきっかけとして世界各地に、同じような翼をもつ大小様々な異形存在が出現するようになる。

　そのあまりにもおぞましい見た目から、端的に《悪魔》あるいは《アルコーン》と呼ばれるようになる異形存在は、人間を捕ほ食しよくし、都市を襲い、人類に対して壊かい滅めつ的な被害を与えた。

　おまけに《悪魔》に対しては、通常兵器による物理攻撃の一切が効かなかった。

　これにより人類は、いよいよ黙示録アポカリプスに記されたアルマゲドンが発生したのだ、と絶望した。

　世に言う《サタナエル事変》である。

　しかし、人類もただ滅亡を待つばかりではなかった。

《悪魔》の発生から時同じくして、物理攻撃無効であるはずの《悪魔》に対して干かん渉しようできる特殊能力を持った子供たち──通称《天使》あるいは《アイオーン》が出現するようになる。

　人類存続のため、人々はこの特殊能力を研究し始めた。

　やがてこの能力は、高次元干かん渉しように端たんを為なす異能であることが判明し、神の叡えい智ちを意味する《ハイソフィア》と名づけられる。またハイソフィアを研究する新たな学問は《神しん智ち科学》と呼ばれるようになり、世界各地で研究基地が設置された。

　日本では、壊滅した東京都心旧新宿区に神しん智ち科学研究都市──通称新宿特区が設置され、日本中からハイソフィアを持つ子供たちを集めて研究を始めた。

　そしてここ──神しん智ち学院はその総本山であり、俺の所属する《天使科》は、《悪魔》に対抗するための戦い方や、ハイソフィアをより強力に磨みがき上あげるための、特殊教育機関なのである。




　それからぼんやりと、俺は自分の左腕に目を向ける。これは《サタナエル事変》に巻き込まれた際に得てしまった呪のろいのようなものだ。

　包帯を模した《聖せい骸がい布ふ》と呼ばれる特殊な布が巻かれた左腕を見て──自然とため息がこぼれる。




「──イザヤ、余計なことは考えるな」

　不意に名前を呼ばれ、俺は慌てて埋まい没ぼつしかけた意識を現実へと引き戻す。

　目の前の檻おり神がみは、心配そうに俺の顔を覗き込んでいた。

「この腕に関与して発生したあらゆる事象は、おまえの責任じゃないって何度も言ってるだろう。その腕は……ただの事故なんだって」

「……そうは言うけど、なかなか割り切れないもんだよ。実際、俺の腕であることは違いないんだし、周りの連中だっていい迷惑だろ」

　そこまで言ってから、先ほどの一ひと悶もん着ちやくを思い出す。

「そういえば、さっきクラスのヤツに、俺が天使科に所属してるのはおかしい、って改めて突っ込まれたよ。確かに、俺みたいなハイソフィア能力者でもない凡人が天使科にいるのは意味不明だし、他の連中からしても面おも白しろくはないだろうに……」

「……まえにも言ったが、天使科のカリキュラムは《悪魔》と戦うためのものではあるが、それは畢ひつ竟きよう、《悪魔》から身を守るための術すべでもある。つまりハイソフィアの有う無むにかかわらず、本来であればすべての人類が履り修しゆうすべき基本的生存術だ。だが現状それは難しいから、特別に師匠の忘れ形見であるおまえたち兄妹きようだいに履り修しゆうしてもらっているのだ。大体、ついこのまえだって、《世界崩壊係数》が急に十を超こえて、アメリカの片かた田舎いなかの町が一つ、《悪魔》に襲われて消滅したばかりなんだ。備えるに越したことはない」

「……まあ、確かにありがたい話ではあるんだけどな」

　さすがにそこまで言われてしまっては俺も強くは出られない。

　引き下がる俺に「もういいよ」と告げた檻おり神がみは測定装置を手早く外していく。

　制服の袖を戻してから、俺は改めて尋ねてみる。

「で、正直なところどうなんだ？　俺はいつまで──《俺》でいられるんだ……？」

　その質問に、檻おり神がみは一瞬だけ悲しそうな顔で言葉を詰まらせるも、まるで何かに諦てい観かんしたかのように覇は気きなく答える。

「──また少し、《侵しん蝕しよく》が進んでいる。日常生活に支障はないだろうが……二年……いや……一年保つか……」

　そうか──、と呟いてから、俺は努めて明るく答える。

「いや、正直に教えてくれて助かるよ。なんていうか、俺のこれはある意味拾った命みたいなもんで、本当は《あの時》にみんなと一緒に死んでたんだから、今さら余命があと一年だって言われてもそんなにショックじゃないよ。カナンを一人遺のこしていくのは不安だけど……まあ、ドクもいるし大丈夫だろう。迷惑掛けっぱなしで申し訳ないけど……あとのこと頼むよ」

「……ああ、この身に代えても。だが、そう悲観することはないだろう。まだあと一年以上も残ってるんだから、イザヤは青春ってやつを謳おう歌かしなさい。今の時代、そんな少しまえまでは当たり前だったことさえ、満足に楽しめないんだから」

「そうだな……本当に、感謝してる」

　何だか湿しめっぽくなりそうだったので簡潔にそう告げてから、俺は残っていたコーヒーを一気に飲み干して立ち上がる。

「それじゃあ、俺は行くよ。定期検診、いつもありがとうな。次はまた来週の放課後でいいか？」

「ああ、大丈夫。いつものように予定は空けておく」

　柔にゆう和わに微笑ほほえんでから、「そういえば」と檻おり神がみはどこか期待に満ちた様子で話題を変える。

「ところで、私が誕生日にプレゼントした《無敵装甲》は使ってるか？」

　思いがけない質問に、うっ……と一瞬言葉に詰まるがすぐに答える。

「……ありがたく使わせてもらってるよ」

　渋しぶい表情で、俺は制服の左胸のポケットから携けい帯たい端たん末まつを取り出す。

　──最新型携けい帯たい端たん末まつ保護ケース《無敵装甲》。

　稀き代たいの天才、檻おり神がみエカテリーナの趣味の一つが発明であるのだが……。困ったことにその趣味の大半は、我々凡人から見たら実用性皆かい無むのジョークグッズなのだった。

　発明自体にはものすごく画期的なアイデアが盛り込まれているらしいのだが、そのアイデアを十全に使いこなせていないというか、発想の無駄遣いというか、とにかく残念アイテムばかりを量産して、俺やカナンに押しつけてくるのである。

　例えば今話題に出ているこの《無敵装甲》。最新鋭の神しん智ち科学研究の結晶で、多重次元干かん渉しようの阻そ害がいを実現した《悪魔》からのあらゆる攻撃を無効化できるグラム一千万円は下らない超希少素材でできているとか何とか。

　檻おり神がみ曰いわく、『《悪魔》が踏んでも壊れない携けい帯たい端たん末まつ保護ケース』とのことだが、ハッキリ言って携けい帯たい端たん末まつケースにしては明らかなオーバースペックだし、おまけに薄いくせに異様に重たいので正直使い勝手が悪すぎる。

　ただせっかく檻おり神がみから貰ったものなのだから、と大切に使わせてもらってはいる。

　ちなみにカナンは去年の誕生日に『指向性超音波によりキャビテーションを発生させて対象者の脳みそを粉砕する防犯ブザー』とやらを貰ったらしいが、今も大事に机の奥のほうにしまってあるとか──。

　携けい帯たい端たん末まつを胸ポケットに戻して、俺は再び告げる。

「──じゃあ、俺は行くよ。今度はカナンも連れてくるから、たまには三人で飯でも食いに行こう。だから、それまでに体調を整えて……あまり無理はするなよ」

「ああ、楽しみにしてるよ」

　気安げに手を振る檻おり神がみに背を向けて、俺は学長室を後にする──。




　　　　３




『──《聖せい白はく色しよく委員会》発表、二〇三二年四月七日午後四時の《世界崩壊係数》はゼロとなっております。本日も《熾天使セラフ》の活躍により、人類は《悪魔》の脅きよう威いを駆く逐ちくいたしました。続きまして──』

　駅前スクランブル交差点の街頭ビジョンに映し出されたＡＩキャスタをぼんやりと眺めながら、俺は信号が変わるのを待つ。

　付近には、俺と同じような暇ひまを持て余した学生や社会人の姿がちらほら。みんなどこか真剣なまなざしを街頭ビジョンに向けつつ、《世界崩壊係数》を知り安あん堵どの息を漏らしている。

　時刻は午後四時少し過ぎ。寮りようの自室へ戻るには早すぎるし、何かをするには些いささか心こころ許もとない時間帯──俺はあてどもなく町を徘はい徊かいしていた。

　神しん智ち科学研究都市──通称新宿特区は、現在人口十万人の大都市となっている。世界中の研究機関を誘ゆう致ちしているいわゆる学研都市ではあるのだが、元が新宿という世界的に有名な混こん沌とん都市だったこともあり、《新宿特区駅》周辺部は、学術研究とはほど遠い繁はん華か街と化している。

　現在、《悪魔》の発生により人類は存続の危機にあり、世界的にもほとんどの大都市は壊滅状態のため、この新宿特区は実質的に《人類最後の楽園》とさえ呼ばれているとか何とか。

　故ゆえあって、発ほつ足そく当初からこの新宿特区に住んでいる俺にはあまりぴんと来ないが、事変まえとほとんど変わらない生活を送れている現状というのは、それだけでも幸せなことなのかもしれない、と思ったり思わなかったり。

　正直よくわからないというのが本音。

　真面目なようで中身のない思考にリソースを割さかれていると信号が青に変わる。

　調子外れのデジタルカッコウを意識の隅すみで捉とらえながら、俺は交差点を渡っていく。

　特に目的があるわけではないが……さて、どうしたものか。

　この先の予定を考えあぐねていると、不意に先ほどの檻おり神がみの一言が脳のう裏りによみがえる。

〝──あれから十年か〟

　その言葉を改めて反はん芻すうして──半ば無意識に足を止める。

「……そうか……十年か……」

　人類にとって十年まえの《サタナエル事変》は、それまでの生活を一変させるほどの大事件であったのだが……俺にとってはもう少し複雑な思い出でもある。

　思い出というかトラウマというか。

　ふと心の底から黒い靄もやのような感情が湧き上がって来たので、俺は空を見上げて気を紛まぎらす。

　春特有の柔らかな風が髪を撫でる。

　西日がやや茜あかね色いろに雲を照らし始めているが、夕方と呼ぶにはまだ早い時間だ。

　あれ以来、なるべく近づかないように、そしてなるべく意識しないようにしてきたが……そろそろ良い頃ころ合あいなのかもしれない。

　不意に、母の言葉を思い出す。




〝──人生は後ろ向きにしか理解できないが、前向きにしか生きられない〟




　それは母の口くち癖ぐせのような言葉だった。あとになって、それが昔の哲学者の言葉なのだ、ということを知ったのだが、当時幼かった俺はその意味がわからなかった。今思えば、母はわざと難しい言い回しをして、俺の反応を楽しんでいたような気配すらある。正直悪趣味だとは思うが……それでも、研究で忙しかった中しっかり俺と向き合ってくれていたのだから、大したものだと思う。そして母は、俺の頭を撫でながら、いつも続けて俺にも理解できる言葉でわかりやすく言い直した。




〝イザヤ、笑いなさい。つらいときこそ、悲しいときこそ、不敵に笑ってやりなさい。そうすれば、あなたの未来はきっと明るくなるから──〟




　大好きだった母の言葉だが……それを現状実じつ践せんできていない俺は親不孝者なのだろうか。

　思うところは色々とあるが、もう少し前向きに生きてもいいかな、とは思う。

　まだ少し怖いけど……いつまでまともに生きられるかもわからない現状、そろそろ覚悟を決めないといけない。一度深く深呼吸をする。

「──よし、行ってみるか」

　そうして俺は意を決して──始まりの場所へ向かって歩き始める。

　大通りから外れ、狭い小道に入る。

　場所が場所だけに、必然的にどんどんと人ひと気けがなくなってくる。特にこの辺りは、研究施設が多く建てられ、一般人はほとんど寄りつきもしない。

　進むにつれて緊張感が増してくる。心なしか、左腕が騒さわぐ。

　どうしても気持ちは乗らない。気持ちというか身体からだが拒きよ絶ぜつ反応を起こすというか。

　やはりこのトラウマを克こく服ふくするのはまだ早かったのかもしれない。

　そしていよいよ、帰ろうかな、と多少後ろ向きなことを考え始めたところで──。

「わきゃっ!?」

「うおっ!?」




　──俺は、天使と出会った。




　突き当たりのＴ字路に差し掛かった瞬間。

　何か小さな影がものすごい勢いで飛び込んできて──俺は思わず抱き留めた。

　ふわりと立ち上る甘い芳ほう香こうが鼻び腔こうをくすぐる。

　そんな芳かぐわしい見知らぬ誰かは、俺の胸部に顔面を強打して、「ふぎゃっ！」としっぽを踏まれた猫のような奇き声せいを発した。

　何事かとわずかに視線を下げる。すると俺のすぐ目の前に、黄こ金がね色いろの輪っかがふわふわと浮いているのが見えた。

　なんじゃこりゃ？

　よくわからないまま、無造作に摑つかんで引っ張ってみる。

「ぴぎぃっ!?」

　腕の中の誰かが再び奇き声せいを上げ、慌てた様子で俺から距離を取る。

　そこでようやくその人物の全体像を見て──俺はしばし言葉を失う。




　──目が覚めるような美少女だった。




　背中に届くほどの長さに伸ばされた、ふわふわもこもこの柔らかそうな黄こ金がね色いろの髪。

　色素の薄い肌は、整った顔立ちの影響もあり作り物めいてさえ見えるが、それを否定するようにわずかに朱しゆが差しており、それが血の通った人間であることを示している。

　年頃は、俺と同じくらいだろうか。頭一つ分ほど小柄で細身ではあるが、瘦やせぎすな印象はなく、むしろメリハリのある良い体つきをしている。

　控えめにフリルをあしらった乳白色のブラウスに、胸元を強調する濃のう紺こんのジャンパースカートという清せい楚そな佇たたずまいは、まるで良家のお嬢様といった雰囲気を漂ただよわせているが、髪と同じ黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうは、星々を散らしたようにきらきらと輝いており、清せい楚そというよりは、むしろエネルギッシュにも見える。

　そして、俺が先ほど摑つかんだ天使の輪の如ごとき物体は、どうやら頭頂部から伸びた髪の一部であったらしい。

　少女は頭頂部を両手で押さえながら涙目でこちらを睨みつけてくる。

「いっ……いきなり何するのっ!?」

「いや、その……悪い」

　少女の美しさに圧おされて思わず素直に非を認めてしまったが、冷静に考えてみたら俺は俺で被害者な気もしてきた。

「待て待て。そもそもおまえがろくに前も見ずに突っ込んできたんだろうが。まずは、そのことに対する謝罪を述べるのが筋だろう」

「うっ……それはその……ごめんね……？」

　急にしおらしくなって少女は頭を下げる。それに合わせて頭上の輪もこちらへ差し出されるので、俺は半ば無意識に再びそれを摑つかむ。「ぴぎゃあ！」と聞いたこともない悲鳴を上げて、少女は俺の手を払う。

「ちょ、ちょっとキミ正気!?　初めて会った女の子の髪を二回も引っ張るとか、おおよそまともな人類のすることじゃないよ!?」

「いや、なんかその……チョウチンアンコウ的なサムシングを感じてな……。釣られるように手が動いたんだよ、悪い」

「まったく悪びれた様子がない!?」

「まあでも、摑つかまれたくないならどうにかしたほうがいいぞ、そのアホ毛」

「あ、アホ毛じゃないよ！　毎朝セットしてるんですけど！　オシャレなんですけど！」

　少女はオーバーリアクション気味に目を見開く。

　何というか……見た目に反してコミカルな人格の持ち主のようだった。

　それからすぐにハタと何かを思い出したかのように表情をこわばらせる。

「どうした？」

　不ふ審しんに思い問い掛けてみるも答えは返ってこず、少女は逡しゆん巡じゆんするように今走ってきた方向と俺の顔を見比べる。

　何事かと訝いぶかしんで眺めていると、意を決したように強い視線で俺を見やってから、急に俺の手を引いて足早に歩き出す。

「お願い、こっち来て」

「お、おいっ」

　不満の声も無視して小道の片隅へ俺を連行すると、少女はそこに捨て置かれた縦長のロッカーのふたを開けた。

「じゃ、中入って」

「は？」

「いいから、つべこべ言わずに中入って……っ！」

「な、何すんだ！」

　有う無むを言わさずに、思いの外力強い細腕で俺をロッカーに押し込める。

　え、なに？　いじめなの？　俺、今初めて会った見知らぬ美少女にいじめられてるの？

　混乱する俺の目を、至近距離から黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうで見つめながら少女は囁ささやくように言う。

「──お願いだから、これから何があっても喋っちゃだめだよ」

「は？　何を」

　不平の言葉を漏らす暇いとまもあらばこそ。

　少女は俺の文句を一いつ蹴しゆうするかのように、問答無用で自らもその小柄な身体からだをロッカーに押し込めて──ふたを閉じた。

　とても狭いロッカー内。必然的に少女と身体からだが密着する。

　服の上からでもよくわかる少女の温ぬくもりと柔らかさ。おまけに密閉空間で至近距離のため、少女の甘い香りが脳のう髄ずいを蕩とろかす。合わせて微かすかに消毒液のような匂いも立ち上る。

　まるで湯あたりしたような酩めい酊てい感の中、それでも理性を保つために俺は上うわ擦ずった声で尋ねる。

「お、おい。これは何の冗談──」

「シッ！　静かに」

　上うわ目め遣づかいでそう言うと、少女はそのほっそりとした人差し指で俺の唇くちびるを塞ふさぐ。

　さすがにこの状態では黙るほかない。状況に流されるまま、俺はこの天国のような地獄を受け入れる。

　心臓が未だかつてないほどの早はや鐘がねを打っている。それが少女にも聞こえていそうで、そう思うと酷く恥ずかしい。

　バレてないかな、と心配になりちらりと視線を下へずらす。

　朽ち果てたロッカーの四方に空いた小さな穴から陽光が入り込み、内部は薄暗いながらもどこか幻想的に照らされている。

　そんなこの世のものとは思えない情景の中で──少女は双そう眸ぼうを潤うるませて俺を見上げていた。

　熱い吐息を漏らしながら、わずかに上気して見えるその顔。

　あるいは満足に身動きもとれない空間で、見知らぬ男と身体からだを密着させていることの羞しゆう恥ち心しんを少女も感じているのだろうか。

　あまりにも庇ひ護ご欲をそそるその姿を見て──本能的に少女を抱きしめてしまいたくなったまさにそのとき。

　ロッカーの外からバタバタと複数の足音が聞こえてきた。誰かが近づいてくるらしい。

　俺は、クラクラするのを堪こらえながら、ロッカーに空いた穴から外の様子を窺うかがう。

　すると目の前の小道を、黒服サングラスのガタイのいい男たちが走って行くのが見えた。

「くそっ……なんて早い逃げ足なんだ……っ！」

「絶対に何があっても逃がすな！」

「早く捕まえないと俺らもヤバい！」

　そんな明らかに不ふ穏おん当とうな言葉を吐き捨てながら、男たちは走り去っていく。

　バタバタという男たちの足音が完全に聞こえなくなってから、少女は「よし」と安あん堵どのため息を吐いてロッカーのふたを開けて外へ出た。

　呆あつ気けにとられながらも、俺も外へ出る。

　四月の優しい夕風に、心ここ地ち良よさそうに目を細めながら少女は再び口を開いた。

「いやあ、とんだ災難だったね！」

「いやいやいや！　おまえが勝手に俺を巻き込んだんだろ！」

　一体何なんだよ。どういう状況になったら、あんな明らかに堅かた気ぎじゃない奴らに追われることになるんだよ。

　心の奥底から湧き上がってくる突っ込み。しかし、それを口にするよりも早く、少女は拗すねたように唇くちびるを尖とがらせる。

「もー、巻き込んだなんて人聞きの悪い。元はと言えば、キミがたまたまここを通りかかったのが悪いんでしょ」

「そんなハイレベルな言いがかり、初めて聞いたわ……」

「まあまあ。終わったことをねちねちと言う男はモテないぞ」

　言って少女は人差し指を立ててウィンクをする。

　その天国的な可愛かわいらしさに、さすがに二の句が継つげずにいると少女は大きく伸びをした。

「一時はどうなるかと思ったけど、まあ、わたしに掛かればこの程度の困難、物の数じゃないって感じかな！　ヨユーですよ、ヨユー！」

「そのわりには足ぷるぷる震えてるけど」

「こ、これは……そう！　久々に走って疲れただけだから！　運動不足だっただけだから！」

　誤ご魔ま化かすように、頰ほおを紅あかく染めて少女は強く主張する。それから急に何かを思いついたかのように、手を叩く。

「そうだ！　ねえ、キミ。もし良かったら、これからちょっとお茶でも行こうよ。走ったらのど渇かわいちゃった」

「……は？」

　目が点。突然何を言い出すんだこの娘は。

　呆あきれる俺に、少女は顔を輝かせ身を乗り出してくる。

「ねえ、いいでしょ？　ついでにわたし、町歩くの初めてで右も左もわからないから、美味おいしいお店紹介してよ！　その制服、神しん智ち学院の学生さんなんでしょ？　お願い！」

「お願いって……。おまえ何か知らないけど連中から逃げてるんだろ？　そんな悠ゆう長ちようなことしてる場合か？　そもそもなんで追われてるんだよ。怖いわ、俺を巻き込まないでくれよ」

　そう言うと少女は一瞬、表情をこわばらせるが、すぐに破顔して、にへへ、と笑った。

「──大丈夫大丈夫、大したアレじゃないから」

　そして少女はあっけらかんとそう言って、強引に俺の腕を取る。

「ほら、日が暮れちゃうから早く行こっ！」

「お、おい、引っ張るなって！」

　たたらを踏みながらも俺は少女に合わせて歩き出す。なんで俺がそんな面倒なことを、という不満もなくはなかったが、二の腕のあたりに感じる魅み惑わくの柔らかさがすべての不満をシャットアウトしてしまった。ずるい。やわい。気持ちいい。

　それから不意に少女は何かを思い出したかのように口を開く。

「あっ、そういえば自己紹介もまだだったね。わたし、明あけ星ぼしアナ。アナでいいよ。キミは？」

　少しだけ動揺しながらも、俺は平静を装よそおって答える。

「俺は──四しノの森もりイザヤだ」

「イザヤくん……イザヤくんか。格好いいお名前だね」

　そして金髪の少女──アナは、心底楽しそうに笑った。

「それじゃあ、イザヤくん。エスコート、よろしくねっ！」

　その天の使いの如ごとき満面の笑みを前に──俺はもうどうにでもなれ、とばかりに苦笑を浮かべることしかできなかった。




　　　　４




「うわあ……すごい……やばい……ねえちょっとイザヤくん、これはもしかして夢かな？」

「……まぎれもない現実だから、安心していいぞ」

　以前カナンに紹介されたスイーツに定評のある喫茶店の隅すみのボックス席にて、やや辟へき易えきしながら俺は応える。

　頰ほおを喜色に染め、元々大きな瞳をさらに見開いてきらきらと輝かせるアナの前には、肉厚のパンケーキが置かれ、皿は色とりどりのベリーや生クリームで飾りつけられている。

　確かに見た目も美しく、この手のものを初めて見たのであれば、その一皿はさながら、夢の如ごとき幻想的なものと映ることだろう。

　その例に漏れず、どうやらアナも初めてそれを見たらしく、いたく感激した様子だった。

　震える手でナイフとフォークを操って、アナは告げる。

「それじゃあ……いただきます……っ！」

　一欠片かけらにブルーベリーと生クリームを添えてぱくり。

　瞬間、童女のように無警戒に表情を蕩とろかして、にへへ、と笑う。

「これは……笑っちゃうレベルの美味おいしさだねえ……生まれてきて良かった……」

「……そんなに？」

　少し大げさすぎやしないだろうか、とは思ったが、心底幸せそうな顔で一いつ生しよう懸けん命めいにパンケーキを頰ほお張ばるアナを見ていたら何な故ぜだか少しだけこちらも幸せな気持ちになってきたので、無ぶ粋すいなことは言わずに、黙って俺はテーブル向かいでブラックコーヒーを傾ける。

　少しビターだけど香り高くてとても好み。

　それから気を取り直して、隙だらけのタイミングを見計らって尋ねてみる。

「──で、おまえなんで追われてたの？」

「んぐっ!?」

　不意の質問に、アナは頰ほお張ばっていたパンケーキをのどに詰まらせる。胸のあたりをトントンと叩き、何とか飲み下してから、恨うらみがましい視線を向けてくる。

[image: ]

「ひどいよイザヤくん……せっかくお口の中、幸せいっぱいだったのに……」

「おまえの都合など知らん。そんなことよりいい加減事情を説明してくれ」

「じ、事情って言われても……」

　急にアナは表情を暗くして俯うつむく。しかしすぐにまた破顔して勝ち誇ったように言う。

「まあね、それはあれだよ！　私が世界一可愛かわいいからだよ！」

「真面目に答えないと帰る」

「わああ！　ごめんよ、イザヤくん！　帰らないで！」

　わたわたと両手を振り回すアナ。本当に見た目に反して仕草は子供そのもので、どうしても毒気を抜かれてしまう。それからアナは、言いにくそうにもじもじと身体からだを動かす。

「ううっ……お話したくてもできない事情もあってね……。で、でもね！　別に悪いことして追われてたわけじゃないから！　そこだけは信じてほしいな！」

「……まあ、事情がありそうなのはわかるけど」

　さすがに万引きレベルであんな堅かた気ぎじゃない連中に追われるとは考えにくい。というか、そもそも人生に於おいて黒服サングラスの集団に追われる状況というものがちょっと思いつかない。

　しかしながら、どう贔ひい屓き目めに見たところでこのアナという金髪娘は人じん畜ちく無害であり、逆立ちしたって人の嫌がることなどできそうもないので、肩かた入いれしたこと自体は間違いではなかったのだろうけれども。

　ただ何となく、表情の明暗のギャップが気になると言えば気になるが……まあ、気にしても仕方ない、か。

　はあ、と深いため息を零こぼす俺に、アナは邪じや気きのない笑顔を向けて言う。

「まあまあ、そんなことよりもイザヤくんのお話聞きたいな。わたし、神しん智ち学院の学生さんとお話するの初めてだから色々教えてよ。制服の胸の翼の刺し繡しゆう、天使科でしょ？」

「ああ……まあ、一応な」

　俺は曖あい昧まいに頷く。半ば裏口入学みたいなものなのであまり胸を張れる立場でもない。

　しかし、アナはナイフとフォークを置いて「すごーい！」と尊敬のまなざしを向けてくる。

「じゃあ、イザヤくんも《悪魔》と戦うんだね！　イザヤくんたち《天使》のみんなが《悪魔》をやっつけてくれるから、《世界崩壊係数》が変動せずにみんな平和に暮らせてるんだよね。もう感謝しかないよ！」

　ニコニコ笑顔が眩しくて、つい俺は視線を外す。

　この状況で、実は俺には《悪魔》と戦うための能力──ハイソフィアがないんだ、と告白することは彼女の期待を裏切ってしまうような気がしたのでさり気なく話題を逸そらす。

「──そうは言っても、《悪魔》討とう伐ばつで実際に活躍してるのは、《熾天使セラフ》を中心にしたごく一部の《天使》だけで、俺を含めたその他は普通の学生とほとんど変わらないよ」

「おお、なんか《熾天使セラフ》って聞いたことあるね。よくわからないけど強い人ってことくらいしか知らないけど……強いの？」

「おまえ《熾天使セラフ》知らないとか、どんな田舎いなかの奥地から出てきたんだよ……」

　この町では誰もが知っていることに対する無知に半ば呆れながら、俺は腕組みをする。

「ええと、簡単に説明すると、この新宿特区には大体百人くらいのハイソフィア能力者がいて、みんな天使科で毎日、対《悪魔》戦闘用に能力を磨みがかれてるんだけど……。中にはハイソフィアを獲かく得とくした直後から化け物染じみて強力に能力を行使できるやつもいて、そういうやつは能力の精製みたいなことをしなくても《悪魔》と戦えるんだ。で、ハイソフィアの強さや有用性、あるいは《悪魔》の討とう伐ばつ数みたいなものを総合して可視化した《アイオーン・ランキング》って番付があって、それの上位八名の化け物が《熾天使セラフ》って呼ばれてるわけだ」

「何だかよくわからないけど、とてもすごいんだね」

　雑に感想を述べてから、ロイヤルミルクティーを一口飲んでアナは続ける。

「例えばそういう人たちには、どういう能力があるの？」

「そうだなあ……。自分の血の一滴に含まれる鉄分から数十キロの鉄てつ塊かいを作り出して《悪魔》にぶつけて倒すようなヤバいやつもいる」

「なにそれこわい！」

　アナは目を剝むく。言ってて俺も化け物だと思う。

　──《鮮血アイアンワーの製クス・オブ・鉄所ブラツドレイン》

　そんな物ぶつ騒そうな名前で呼ばれるのは、アイオーン・ランキング第四位の怪物である。

　本来、国家間牽けん制せいのため《熾天使セラフ》の能力詳細は秘ひ匿とくされていて、俺がそれを知ったのも偶然というか本人から教えてもらったというか、本当にたまたまだったりする。本来であれば、すべてを秘ひ匿とくとしてランキングなどやるべきではないのだろうが、国民を安心させるための広こう告こく塔とうとして上位八名は利用されているというのが本音のようだ。もっとも、知名度が高いのは上位三名くらいでそれ以外はほとんど話題にも上らないのだが……。

　納得したのか「なるほどねえ」と呟くと、アナはパンケーキを崩しながら話題を変える。

「ところで、左手包帯巻いてるけど、大丈夫？　怪け我がしてるの？」

「ああ、これは──」

　言いかけて、一瞬止まる。どこまで言うべきか。仮に本当のことを話したとしても、気味悪がられるのがオチだろうし……。

　出会ったばかりとはいえ、この暢のん気きな少女に疎うとまれるのは……少しだけつらい。

　だから俺は適当なことを言って誤ご魔ま化かすことにする。

「まあ……ちょっとした怪け我がだよ。もうほとんど治ってて痛みとかはないから大丈夫だよ」

「そっか、それなら良かった。わたし、自分がよく怪け我がするからそういうの敏感でさ。……うん、人間健康が一番だよね」

　そう言ってアナはにこりと笑う。それは何の変へん哲てつもない無む垢くな笑顔だったのだが……何な故ぜか一瞬だけどこか悲しげにも見えた。妙に気になったので少し尋ねてみようとしたが、それより早くアナは話題を変えてしまう。

「そういえばその御髪おぐし、格好いいよね。都会ではそういうの流行はやってるの？」

「……へ？　あ、ああ、これか。まあ……そうだな。流行の最先端ってやつよ」

　急な話題転換についていけず戸惑ったが、どうやら俺の髪のことを指摘しているらしいことがわかったので再び適当に誤ご魔ま化かす。やはり左腕にせよ髪のことにせよ、初対面の人間には気になるらしい。ちなみに子供の頃は、この髪が嫌で何度も黒に染め直したが、その都度すぐにまた元の白はく髪はつのような銀色に戻ってしまうので今はもう諦めて放置している。

　アナは俺の噓うそ八はつ百ぴやくを真面目に信じきってしまったようで感心したように唸うなる。

「なるほど……都会の学生さんはおしゃれにも敏感なんだね。あ、一応もう一度言っておくけど、わたしのこの髪型もおしゃれだからね！　断じて癖くせ毛げ放置してるわけじゃないから！」

「わ、わかったよ……謝るからそんな根に持つな……」

　急に詰め寄ってくるアナに、俺は若じやつ干かん身体からだを引いて謝る。どうにも間合いの取り方が独特で、さり気ない仕草にも一々ドキリとしてしまう。あまり良くない傾向だ。しかしアナはすぐに元の体勢に座り直して、くすくすと笑い始める。

「──イザヤくん、なんか可愛かわいいね。ついからかいたくなっちゃう」

「……もしかして、俺のリアクションで遊んでる？」

「あー、ごめんてば、怒らないで！」

　焦ったように両手をわたわたと振り回してから、今度アナは照れたように笑う。

「なんかさ、イザヤくんとは初めて会ったような気がしないんだよね。ちょっかい掛けたくなるっていうか、放っておけないっていうか」

「────」

　実は俺も密かに感じていた。記憶にはないが、アナからはどこか懐かしさを覚える。温かく、心ここ地ち良よい不思議な感情。その正体に思いを馳はせていると……。

「でも、気のせいだよね。わたし、イザヤくんに会ったことないし」

　あっさりアナは前言を翻ひるがえし、それから慈いつくしみに満ちた不思議な笑みを浮かべて続ける。

「──でもイザヤくんに会えて良かった。最初は一人でこの町を歩くのかな、って切なかったからすごく嬉しいよ。この出会いはきっと、偶然なんかじゃないね」

「……いや、完全に偶然の巻き込まれ事故みたいなものだけど」

「もう、本当は嬉しいくせに。素直じゃないなあ」

　にまにまと、アナはイヤらしく口の端を吊り上げる。面倒くさそうなヤツではあるが、悪いヤツではなさそうなので、俺としても対応に困る。ただ何となく気恥ずかしさを覚えて、俺は話題を変える。

「──で、おまえはこれからどうするんだ？」

「これから？　んーそうだなあ……帰るにはまだ時間が早いし、少し町をお散歩してみようかな、って思ってる」

　まるで他人ひと事ごとのように、口元に人差し指を添えて虚こ空くうを見み据すえるアナを見て……俺はこれ見よがしのため息を吐はく。

「……おまえさ、今追われてる身なんだからそんなことしてる場合じゃないだろ」

「うっ……それはそうだけど……」

　痛いところを突かれたとばかりにアナは言い淀む。

「で、でも……こんな機会もう二度とないし……もっとたくさん思い出作りたいし……」

「……それは追われてることを考慮してなおも大切なことなのか？」

　責めるような鋭い問い掛け。しかしそれでもアナは、怖おず怖おずと頷いた。

　大切なことならば──仕方ない。

　俺は再び深いため息を吐いてから、申し訳なさそうに俯うつむくアナに告げる。

「──わかったよ。じゃあ俺も付いていってやる」

「えっ？」

　驚いたようにアナは顔を上げ、それから慌てて両手を振ふる。

「いや、いいって！　これ以上イザヤくんに迷惑掛けられないって！」

「この状況で、ハイそうですか、っておまえを一人で行かせるほうが、心配すぎて逆に迷惑だ。それに仮にまた黒服連中に追われても、土と地ち勘かんがある俺が一緒なら逃げやすいだろ。まあ……そもそも、おまえが俺に付いてきてほしくないっていうなら、快くこの場でおまえを見送ってやるけど」

　試すようにアナを見る。するとアナは頰ほおを上気させてテーブルから身を乗り出して俺の右手を両手で取った。

「そんなことない！　イザヤくんと一緒のほうがいいに決まってるでしょ！」

「なら決まりだ」

　右手でパーを作り、アナの両手をやんわりと躱かわしてから、俺は何でもないことのように言う。

「時間は有限だぞ。さっさとそれ食べて出発しよう」

　アナの前に置かれた食べかけのパンケーキを指さすと、アナは花が咲いたようにふわりと笑った。

「──イザヤくん、優しいんだね」

「バカ言うな。俺は親切をしてるわけじゃないぞ。ただこのままじゃ寝ね覚ざめが悪いから、嫌々付き合ってやってるだけなんだからな。勘違いするなよな」

「あはは、イザヤくんツンデレー」

「ツンデレ違う。むしろ動物愛護とかそういうベクトルの感情だから」

「うんうん。そういうことにしておこうねー」

　何やら妙な誤解をしていそうなアナだったが、その顔に浮かぶ満面の笑みを前にしたらこれ以上訂正するのもバカらしくなってしまった。

　仕方なく俺は言葉を飲み下すようにコーヒーカップを呷あおる。

　もうすっかり冷めてしまったブラックコーヒーは、いつもより少し苦い気がした。




　　　　５




　特に目的もなく、俺たちは商業地区の付近をうろつくことにした。

　駅からほど近いこの辺りは、かつて隆りゆう盛せいを誇った全盛期の新宿を彷ほう彿ふつとさせるほど人々の活気に溢れている。

　様々な店舗が軒のきを連ねるその光景は、初めて見る人の目には新鮮に映るのだろうか、とアナを見ると、予想を上回るレベルで双そう眸ぼうを煌きらめかせ興奮した様子だった。

「うわあ、すごいねえ……っ！　これが新宿特区かあ……っ！　目移りしちゃうね！」

「あんまきょろきょろしてると、お上りさんだと思われるから少し落ち着け」

　はしゃぐアナを窘たしなめつつ、俺は雑な案内ながらも喜んでもらえて少し嬉しく思う。

　俺自身、腕のこともあり、あまり人の多い場所には興味が持てないでいたが、こうして喜び勇むアナと並んで歩くと、いつも色あせて見える町並みも楽しく見えてくるから不思議だ。

「……それにしても、そんなに喜ぶっておまえ本当にどこから来たんだ？　見たところ、ここほどじゃないにせよ、ある程度栄えたところの生まれだと思うんだが」

　アナの小こ綺ぎ麗れいな格好から、そこそこの上流階級出身であることが窺うかがえる。そしてこのご時世、そんな上流階級はそれなりの大都市にしかいない。少なくとも、食うや食わずやの廃はい村そん出身ということはないはずだが……。

　そんな当然の質問に、アナは少しだけ逡しゆん巡じゆんしてから答える。

「えーっと、その……わたし実はこれまで海外に住んでてさ。だから、こういう大都会って初めてで……」

「ああ……なるほど」

　海外から来たのであれば、たとえ大都市の出身であっても、この人類最後の楽園とさえ称される新宿特区の文化レベルには驚くだろう。日本にもまだ京都や大阪にはそれなりの都市が残っているらしいが、さすがに新宿特区とは比較できない。今さらながらアナは見た目も日本人離ばなれしているし、初めからその可能性を考えなかった自分の浅せん慮りよさに少し呆れる。

「ならもういっそ特区に住んじゃえよ。ここは世界一安全な町だぞ」

「おー、安全は何にも代えがたい魅力だねえ。でもさ、実際問題、そういう大都市はそれなりに《悪魔》の対策とかされてて比較的安全だから人が集まってるんでしょ？　ならさ、それ以外の場所にはもう人は住んでないの？」

「──いや、そういうわけじゃないよ。元からあった小さな町や村には今も人が住んでるし、そこそこ流通も生きてる。ただ、《サタナエル事変》で世界の人口が十分の一にまで減ってるから過か疎そ化が加速する一方だし、おまけにちょいちょい《悪魔》が出現するせいで流通も安定しないから、必然的に寂さびれてる感じだな。それでも元の土地に住み続けるのは……たぶん、離れられない理由があるんだろう」

　それは金銭的なものであったり、あるいは意地のようなものであったり、それぞれ異なるのだろうけれども……全国民を都心部で受け入れられない以上、致し方ないという部分は少なからずある。

　だから俺たち天使科の人間は、一刻も早く彼らがどこででも安心して暮らせる世界を取り戻すことを目標としているわけだが……それもハイソフィアを持たない俺には関係のない話だ。できることなら俺だって多少は世界の将来のために働きたいが、無理なものは無理なのである。

　後半の独白が聞こえていないアナは、感心したように「はええ」と声を上げている。

　それにしても、こんな現代世界の基本すら知らないとか、こいつ箱入りのお嬢様なのか？

　突っ込んでみようとしたところで、早々に興味の対象をほかへ移したアナは、指をさしながら声を弾はずませる。

「あ！　あそこペットショップじゃない？　イザヤくん！　行ってみようよ！」

「──わかったから。どこへでも行ってやるから引っ張るな。転ぶぞ」

　すぐに気持ちを切り替えて呆れを返す俺に、アナはしたり顔を浮かべて言う。

「ふふん、たとえ転んでも、大丈夫！　アナちゃん、怪け我がに慣れてるからね！」

「どんな自慢だよ。まずは転ばない努力をしてくれ……」

　再び呆れる俺の腕を引きながら、アナはずんずんと進んでいく。

　そうしてペットショップの目前までやってきたところで──転んだ。

　ただしそれは俺やアナのことではなく。

　突然、俺たちの横を走り抜けた小学校低学年くらいの女の子が、何な故ぜか俺たちの前で蹴け躓つまずいて──転んだ。

　勢い余って、女児は盛大に地面と激突する。慌ててアナが、そしてわずかに遅れて俺は女児に駆け寄る。

「だ、大丈夫？　怪け我がしてない？」

　アナは優しく声を掛ける。女児は最初、何が起こったのかもわからない様子でぽかんとしていたが、転んだままアナの顔を見上げて、目元に涙を浮かべる。

「…………いたい」

「ん！　そりゃ痛いね！　ちょっとお姉さんに見せてね」

　アナはそっと慈いつくしむように女児の身体からだを仰あお向むけに起こす。見ると左膝を地面に擦すったらしく血がにじみ出していた。見ただけで痛そうだった。

「……うん、骨とかは折れてなさそうだ。とりあえず、少し場所を変えようか。イザヤくん、悪いけどこの子抱っこできる？」

「あ、ああ。任せろ」

　アナに言われるまま、女児をお姫様抱っこの要領で抱きかかえ、通行人の邪魔にならない場所まで移動する。その間、女児は目元に涙を浮かべながらも決して泣き叫ぶことはなかった。大したガッツだ、と内心で感心する。

　人通りの少ない道の端はしで女児をそっと下ろす。するとアナは、突然ジャンパースカートのポケットから、何やら液体の入ったポリビンと包帯と、五センチ四方程度のフィルムのようなものを取り出した。

「こんなこともあろうかと、救急治療セットを持ち歩いてるわけだよ」

「準備いいね、おまえ……」

　そのジャンパースカート四次元何とかなの？　という突っ込みを必死で飲み込む。

　その間に、アナは慣れた手つきで女児の治療を手早く完了させてしまった。

　それからアナは、涙を必死に堪こらえて口をへの字に曲げている女児の頭を優しく撫でた。

「──うん、よく我が慢まんできたね。えらいえらい。ご褒ほう美びにアメちゃんあげよう」

　またスカートのポケットから可愛かわいらしく包装された飴あめ玉だまを取り出し、女児の手にのせてやる。

「あ……その……ありがとう……ございます……」

　消え入りそうな声で恥ずかしそうに俯うつむいて告げる女児。アナはますます嬉しそうに笑う。

「おっ、ちゃんとお礼も言えるのか。えらいね。でも、危ないから今度から走るときは気をつけてね？」

「……はい。ごめんなさい……とても急いでいて……」

「いいよ、謝らなくて。それよりほら、笑って。そんな泣き顔してたらせっかくの可愛かわいいお顔が台なしだよ？　つらいときや、悲しいときは、無理をしてでも笑顔を作ってごらん。そうすれば、不思議と何だか楽しい気持ちになってくるから、ね？」

「────っ！」

　その何気なく女児をあやすアナの姿に、俺は幼い日に見た母の姿を重ね合わせて心底驚く。

　それは特別珍しい教えの類いではないはずだ。だから、この状況でアナがそれを口にしても不思議というほどではない。

　だがそれでも……俺は何となく気になってしまった。そして、先ほどアナから感じたどこか懐かしい印象の正体に思い至る。

　そうか……。強引なところや笑い方みたいなささやかな所作が、母さんのそれと似ていたのか。

　納得すると同時に恥ずかしさを覚える。いくらなんでも、今日初めて会った女の子に死んだ母親を重ね合わせるのはマザコンが過ぎるし、アナにも失礼だ。見た目も全然違う。

　脳のう裏りによぎった発想を振り払うように頭を振る。これ以上余計なことを考えるのは止よそう。

　一人で男子中学生のような恥ずかしい葛かつ藤とうをしている横で、アナは走り去る女児に手を振っていた。その背中を見送ってから、アナは俺に視線を戻す。

「っと、ごめんね。時間取らせちゃって。イザヤくん、ずっと黙り込んでたけど……怒ってる？」

「──い、いや、そういうのじゃないよ」

　俺は慌てて否定する。

「ただ……うん。アナの手て際ぎわに見とれてた。脳天気な小娘だと思ってただけに正直感心した」

「何か少し気になる言い回しがあるね!?」

　耳ざとく突っ込んでから、アナは少し照れたように笑う。

「──でも、別にすごくはないんだ。ただ慣れてただけだし。それにわたしなんかよりも、あの子のほうがずっとすごいよ。あんなに小さいのに、痛くて泣き叫びたいのに、必死に我慢して。それって、ものすごくつらいことだから……」

　その何か引っかかる言い回しに俺は違和感を抱いだく。まるで彼女自身がいつも何かを我慢しているような──。

　どこか切なげな表情を浮かべるアナに、それを尋ねようか悩んでいたところで。

　俺の思考は、意識の外から唐突に、そして乱暴に投げ掛けられた言葉によって遮さえぎられる。

「おっ、お姉さんたちヒマしてんの？　なら俺らと遊ぼうよ」

　驚いて声のほうに視線を向ける。するとそこには学生服を着崩くずした男が六人、下げ卑びた笑いを浮かべながらたむろしていた。

　俗ぞくに言う──不良という存在。

　神しん智ち学院は、確かに人類叡えい智ちを学ぶことで人類存続の一助になるという崇すう高こうな目的を持った教育機関ではあるが、何事にも──例外はある。

　正規の道から外れ、集団化したアウトローは、ごく稀まれにハイソフィア能力者も混ざっていたりしてタチの悪い存在であり、この《人類最後の楽園》とさえ評される新宿特区においても社会問題の一つとされている。

　いつの間にか俺とアナは男たちに取り囲まれ、半ば無理矢理路地裏へと押しやられる。

　拙まずいな、と心が焦る一方、頭の片隅がどんどん冷えていくような感覚に襲われる。

　──わかっていたはずだ。

　今日みたいな普通の、当たり前みたいに楽しい日常は。

　俺みたいな人でなしには、享きよう受じゆする資格がないってことくらい。

　やがて男たちの一人がアナの美び貌ぼうに気づいた。

「うお、よく見りゃすげえ美人じゃん！　やべー、ラッキィ！」

　無ぶ遠えん慮りよにアナの顔を覗き込む。アナは不快そうに顔をしかめて、俺の制服をぎゅっと握る。

　やがてリーダー格の金髪男が、だらしなく口元を歪ゆがめながらアナの細腕を摑つかむ。

「いいじゃん、そんな盛さかってんなら俺らも混ぜてよ。おねーさんみたいな美人なら大だい歓かん迎げいだよ」

「い、痛っ！　やっ……やめてくださいっ！」

　不快感を露あらわにして男の手を乱暴に振りほどく。

　しかし、男たちはますます嬉しそうに、やるじゃん、などとうそぶく。

「いいね、強気な美人は嫌いじゃないよ」

　言ってリーダー格の男は、あごで俺を指す。すると示し合わせたかのように他の男たちが俺を後ろから羽は交がい締じめにした。ついでに一発殴られる。

「イザヤくんっ！」

　慌てて駆け寄ろうとするアナだったが、リーダー格の男に抱き留められて動きを封じられる。

「おっと、おねーさん。暴れないほうがいいよ。彼氏がもっと痛い目に遭あっちゃうよ」

「やめてお願い！　イザヤくんを放して！」

　アナの悲痛な叫びが、怒りというよりもどんどん脳の奥を冷却していく。

　次第に人間味を失っていく思考の片隅で、目の前の状況を観察する。

「よし、じゃあ、おねーさん。取り引きをしよう。おねーさんがこれから黙って俺たちに付き合ってくれるって約束するなら、これ以上彼氏は痛い思いをしなくて済む。でも、もし嫌だって言うなら──」

　リーダー格の男が再び俺に視線をくれると、今度はみぞおちを思いきり殴られる。

「──っぐ」

　激痛のあまり膝を突く。

「イザヤくんっ！」

　必死にこちらに手を伸ばそうと、アナはリーダー格の男の腕の中でもがく。しかし、すぐにそれも無駄と判断したのか急に大人しくなって声を震わせながら言った。

「……わ、わかりました……。付いていきます……だからもう、これ以上イザヤくんに痛いことしないでください……お願いします……」

「──契約成立だな」底意地の悪い嫌らしい笑みを浮かべてアナの肩に手を回す。「それじゃあ、おまえら行くぞ」

　言われて男たちも俺の元から離れていく。みんなでアナを取り囲みながら、品のない笑い声を上げて彼らは路地裏を進んでいく。

　痛みを堪こらえて、歩み去ろうとする男たちの背中を見やる。男たちの隙間から垣かい間ま見みえるアナは、頭を垂れ、酷く気落ちしている。その小さな背中を見ていたら──眠っていたはずの氷のように冷めた感情がゆっくりと目を覚ましていく。

　左腕が軋きしむ。まるで負の感情を養分として肥大化していくように幻げん肢しが脈動する。

　ドクン、ドクン、と自らが意思を持つように、左腕は主張する。

　やるしかないだろう。嫌われたくないという身勝手な考えで、おまえは彼女を見捨てるのか。

　……わかってる。ああ、わかってるよ、そんなことは。

　今この状況において、俺には選せん択たく肢しなんて一つしかないことくらい……わかってる。

　ただそれがどうしてもつらく思えてしまったから、逡しゆん巡じゆんしてしまっただけで……。

　楽しかった時間に見切りをつけるように、苦痛さえも忘ぼう却きやくして俺はゆらりと立ち上がる。

「──待て」

　俺の言葉に、男たちはぴたりと足を止めて振り返った。中心にいたアナは、怯おびえと驚きが綯ない交まぜになったような複雑な表情で俺を見つめる。

「──悪い、ちょっとよく聞こえなかったんだが……何か言ったか？」

　リーダー格の男が一歩こちらに進み出て尋ねる。威い圧あつ的な、問答無用で相手を黙らせる言葉。しかし、一切動じることなく俺は応える。

「そいつから、手を放せ」

　一語一語、言い聞かせるようにはっきりと告げ──俺は制服の左腕を捲まくる。彼らの前に、包帯を模した聖せい骸がい布ふが露ろ出しゆつした。

　ただそれだけで──周囲の温度が低下したような錯さつ覚かくを受ける。

　だがそんな些さ細さいな変化に気づくはずもなく、男たちは楽しげに笑い出す。

「なんだおまえ。厨ちゆう二に病びようってやつかよ。マジウケる」

「ひゅーっ！　彼氏カッコいーっ！」

「せっかくだから何かやってみろよ、ほら、ハッタリか？」

　知性も、危機感の欠片かけらもなく、男たちは囃はやし立たててくる。

　それと対比するように、アナは真剣な様子で叫さけぶ。

「お願いイザヤくん！　じっとしてて！　わたしのことは気にしなくていいから！　イザヤくんが痛い思いするのなんてこれ以上耐えられない！」

　ああもう。本当に……どこまで純真で優しい娘なんだ……。

　できることならば、アナには普通の男として見てもらいたかったけど……それもここまで。

　俺の本性を知ったらきっと、さすがのアナも怖がって逃げて行ってしまうはずだ。

　でも──それでも。アナが今この状況で救われるのであれば、それはきっと、価値のあることだって思うから。




　──俺はそっと、左腕の聖せい骸がい布ふを解いていく。




　明らかに空気の密度が変わった。まるで高い粘ねん性せいを持ったかのように空気が身体からだ中に絡みついて、言いしれぬ重圧感プレツシヤを覚え始める。

　一巻き、二巻きと、聖せい骸がい布ふが解かれていくにつれ、ますます重圧感プレツシヤは強くなる。

　その段になりさすがに男たちも異変を感じ始めたようだが、それでもまだ命の危険までは感じ取れていない様子で、周囲をきょろきょろと見回している。
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　愚ぐ鈍どんであることは──時に死に瀕ひんする。

　そうして、最後の一巻きがスロゥモーションのようにゆっくりと地面へと落ちていき。




　──通常の二倍ほどの大きさの、漆しつ黒こくの、あまりにも禍まが々まがしい異形の左腕が晒さらされた。




　さすがの男たちも言葉を失う。おそらくようやく自分たちが《人ならざるもの》と対たい峙じしていることに気づいたのだろう。

　それは、すべての人が一目見て本能的な嫌悪感と拒絶感を抱いだく異形──人類の天敵である《悪魔》の腕にほかならなかった。

　男たちは啞あ然ぜんとした様子で、後ずさりをするように少しずつ距離を取っていく。予想外の事態をまえに、すでにアナのことは頭にないらしい。

　だがそれでも──危機感を抱いだけない個体というのはいるもので。

「な、なんだてめえ！　そんなハッタリ、怖くねえぞ！」

　突然啖たん呵かを切り、男たちの内の一人が、拳こぶしを固めて殴り掛かってくる。顔からは焦りと混乱が窺うかがえる。おそらくこの言いしれぬ重圧感プレツシヤに耐えきれなくなったのだろう。

　ダッシュ慣性を乗せた重たい一撃。当たればきっと、怪け我がは免まぬがれないに違いない。

　だが──。

「うぐっ……!?　ぐっ……がッ……！」

　俺から五歩ほど離れたところまでやって来ると、男は急に苦しみだしてそのまま地面にくずおれた。仰あお向むけの顔は白目を剝むき、口からは泡を噴いている。

　常じよう軌きを逸いつした光景に、しばしの沈黙が漂ただよう。現実を受け入れるために必要な脳のブランクタイム。

　やがてようやく自分たちが命の危機に瀕ひんしているのだということを自覚した男たちは、情けない悲鳴を上げながら、アナを放り出し、代わりに倒れた男を引きずって走り去っていった。

　俺は地面に落とした聖せい骸がい布ふを拾い上げて再び左腕に巻いていく。

　日の届かない、薄うす暗ぐらく寂さびれた路地裏には、俺とアナだけが残される。再びしばしの沈黙。

「……あ、あの、イザヤくん……？」

「来るなっ！」

　困惑しながらもこちらに歩み寄ろうとしたアナを、強い語調で拒絶する。びくん、と一度大きく震えてアナはその場に立ち尽くす。

　驚いたような、悲しそうな複雑な表情を浮かべるアナに、俺はわざと突き放すように告げる。

「……見ただろ。俺の左腕は──《悪魔》なんだ。おまえも知ってるはずだ、《悪魔》は無条件に人類に害を及ぼすって。だから、傷つきたくなきゃ、さっさとどこへでも行ってくれ」

　十メートルほど空いた間かん隔かくが、否いや応おうなく離れてしまった心の距離のように思えて、ちくりと胸が痛む。だがその痛みも──慣れたものだ。

　手早く聖せい骸がい布ふを左腕に巻き終えてから、俺は何も言わずアナに背を向けて歩き出す。

　これで──いい。

　天てん真しん爛らん漫まんで、優しくて、意外と頭の回転が速くて、会話が楽しくて、可愛かわいくて──人に愛されるために生まれてきたようなアナと俺とでは……元々生きる世界が違うのだ。

　これ以上アナと関わっても──彼女のためにならない。

　そう思って、心の中で見切りをつけて、納得したはずだったのに。




　──不意に背中に飛び込んできた柔らかくて温かい感触が、すべての決意を忘れさせた。




「行けるわけないじゃん！」

　背中に飛び込んできた何か──アナは、今にも泣き出しそうなくらい声を震わせて叫ぶ。

「そんな悲しそうな顔してどこか行こうとするイザヤくんを放っておけるわけないじゃん！　イザヤくんの事情はよくわからないけど！　それでもイザヤくんは、わたしを守ってくれたんだから！　お礼の言葉も言わないまま別れるなんてできるはずないじゃん！」

「なっ……泣くなよ……」

　動揺のあまりこの場にそぐわない、そんなずれた言葉しか出てこない。

　ろくに回らない頭で、とりあえず背中にしがみついてくるアナを引きはがして向き直る。

　アナは星せい宿しゆくの双そう眸ぼうにいっぱいの涙を湛たたえて俺を睨みつけてくる。

「泣いてないよっ！　これはその……目が乾いてただけだよっ！」

「小学生レベルの言い訳だ……」

「だ、だって！　とっても怖かったんだから！　イザヤくんが殴られて、わたしもう苦しくてつらくて……っ！　イザヤくんが怪け我がしちゃったらどうしようってずっと心配で、そういうのが頭の中でぐちゃぐちゃになっちゃったんだから、しょうがないじゃん……っ！」

　やはりアナは、あの状況でも自分のことより俺の身を案じていたらしい。

　本当につくづく──変わり者だ。

　半ば無意識に俺は右手でアナの頭をぐしゃぐしゃに撫でる。

「ちょっ、やめれ！　せっかくセットした髪が乱れる！」

「アホ毛じゃん」

「アホ毛じゃないよ！」

　そんなやりとりをしていたら、何だか本当に──心が軽くなってきた気がした。

　何か俺の現状が変化した、というわけではなかったが……それでも、このどこか母の面おも影かげを感じる少女にならばすべてを打ち明けてもたぶん拒絶されない、という確かな予感のようなものを抱いだいて。

　俺は意を決してアナに語りかける。

「──少し、どこか落ち着けるところで話をしようか。もしも、おまえが良ければ、だけど」

「悪いわけないじゃん」

　当然、とばかりにアナはドヤ顔を浮かべて俺を見上げる。

「そもそもわたしはまだイザヤくんにエスコートされてる途中だからね。どこへでもついていくよ」

　その愛らしくも小こ憎にくたらしい顔を見ていると、まるで心の奥底で凍こおっていた感情が蕩とろかされるような気持ちになり。

　俺は知らず知らずのうちに小さな笑みを浮かべながら、アナの手を引いて歩き出していた。




　　　　６




　アナの手を引いて──駅前公園までやって来た。

　かつてアルタ前と呼ばれていたこの一帯は、区画整理により緑豊かな公園へと生まれ変わっていた。

　周囲を木々に囲まれ、都会と断絶させることで、東京の中心街にありながらも驚くほどの静けさと穏やかさを実現した人気スポットとなっている。

　夕方ということもあり、それほど人もいないだろうと思っていたが意外にも結構賑にぎわっていた。皆みな楽しそうで、ここが人々の憩いこいの場として機能していることを再認識させられる。

　俺たちは自じ販はん機きで缶コーヒーを買い、芝しば生ふに設置されたベンチに腰を下ろす。

　少しだけ気持ちを落ち着けてから──俺は独り言のように滔とう々とうと語り始める。

「十年まえの《サタナエル事変》のときにさ……実は俺、その現場にいたんだ」

「うそ……」

　アナは口元に手を当てて言葉を吞む。

「で、でも、確か生存者はいなかったって、政府の発表が……」

「表向きには、な。でも実際に……俺はあのとき現場にいたんだ。一緒にいたみんなは……死んだけどな。母親も、知り合いも……みんな《サタナエル》に殺された。──俺以外は」

　俺の言葉にアナはとてもつらそうに深いため息を吐く。

「そう……だったんだ……。でも、それならどうしてイザヤくんは……？」

「……わからない。あのときのことは朧おぼろ気げにしか覚えてないんだ。でも、一つだけ絶対に忘れないことがある。俺はね……そのとき《サタナエル》に左腕を喰われたんだ」

「──っ！」

　アナは息を吞む。その事実を彼女が上手うまく消化できるようにと、わざとゆっくり缶コーヒーを啜すすってから、俺は左腕を宙に掲かかげて続ける。

「──原理はよくわからないけど、それ以来俺の左腕は《悪魔》化しちまったらしい。本来《悪魔》は、人間や生物を喰くうことでエネルギィを補ほ充じゆうして存在を確定させてるんだけど……それができない俺は、この《悪魔の腕》を維持するために、周囲の生命エネルギィみたいなものを強制的に奪う状態になってたらしい。俺を救助しようとしてくれた救急隊員たちがバタバタ倒れて大騒ぎになったとか。だから、それを押さえつけるためにこの特殊な包帯──聖せい骸がい布ふが巻かれてるんだ。この髪もその後こう遺い症しようだな」

　檻おり神がみ曰いわく、わかりやすく言い換えるとこれは『概念を殺す』という異能らしい。ハイソフィアなどではない、俺だけの異能、異常。

　物質には一切作用しないものの、それ以外のあらゆる概念、情報を殺すのだとか。

　それが生物の場合には《命》という形で表現されるため、最終的に《死》をもたらす、と。

　そしていつかは──俺自身をも殺してしまう。

　そんな理不尽な──《呪のろい》。

　母親は死に、父親はその事故で行ゆく方え知れず。俺に残されたのは、妹のカナンと……この《悪魔の腕》だけだった。

「ひどい……ひどすぎるよ……。イザヤくんは何にも悪いことしてないのに……どうしてイザヤくんだけがそんな目に……」

「まあでも、生きてただけでも儲もうけものだろ」

　あえて何でもないことのように、俺は苦笑を浮かべて肩を竦すくめる。

「とにかく、俺の左腕にはそういう呪のろいが掛かったわけだ。でも、この聖せい骸がい布ふさえ巻いてれば何事もなく生活できるわけだから、基本的にはそんな問題ないんだけど……」

　そこで一旦言葉を切り、気持ちを落ち着かせるために再び缶コーヒーを啜すする。

「一年まえ、天使科に入って少し経った頃、今日みたいに不良連中に絡まれたことがあってな。天使科って百人くらいのエリート集団みたいなものだから、畏い怖ふされると同時にやっかみも結構あるんだけど……。実は俺、ハイソフィアが使えないのに理事長権限で天使科に入ったいわゆる裏口入学みたいなもんでさ、そのせいもあって反感を買ってたんだ。で──あるとき他科の連中に呼び出されてぼこぼこにされたんだけど、そのとき面おも白しろがってこの左腕の聖せい骸がい布ふを外そうとしたやつがいたんだ。もちろん俺は全力で抵抗したけど、多勢に無勢ってやつで結局聖せい骸がい布ふを引っぺがされてさ。即そくその場にいた俺以外の八人全員が昏こん倒とうして病院送りになった」

「……そんなことが」アナはとてもつらそうにぎゅっと目を瞑つぶる。

「幸い、命に別状はなくて、一ヶ月くらいしたらみんな元気になって学院にも復帰したらしいんだけど……それから俺に近づくやつはほとんどいなくなった。で、そのときの噂が一人歩きして《死神》なんてあだ名で呼ばれるようになった。まあ、俺の身の上話はそんなところかな」

　ようやくすべてを話し終え──俺は深いため息を吐く。

　これまで隠してきた秘密を打ち明けられて、少しだけ心が軽くなる。

　逸はやった気持ちを静めるために再び缶コーヒーを呷あおっていると、不意にアナが俺の左手にそっと手を添えてきた。

　ドキリと胸が高鳴る一方、一いち抹まつの不安も拭ぬぐい去されない。

「お、おい……あんまり不用意に俺に触れないほうがいいぞ……何かあったら」

「──大丈夫だよ」

　この上なく優しく。

　まるで天上の調べのような温かさでアナは囁ささやく。

「何があってもわたしはイザヤくんの味方でいてあげるから大丈夫。それに、イザヤくんは死神なんかじゃないよ。だって、わたしを助けてくれたんだもん！」

「そ、それは成り行きというか、たまたまその場に俺がいただけで──」

「ううん、それは違うよ」

　きっぱりと、アナは否定する。

「イザヤくんはさ、あのとき、わたしを見捨てることだってできたはずだよ。そもそもわたしは、今日初めて会った、キミを無理矢理連れ回してるだけの迷惑娘なんだからさ。殴られて、痛くてつらい思いをして……むしろあの状況ならわたしを見捨てるほうが正解なんだよ。なのに、それでも立ち上がって、わたしを助けてくれた。嫌いなはずの、左腕の力まで使って──助けてくれた。おまけにそのあと、わたしを傷つけないようにわざと遠ざけるようなことまで言って……。それってさ、絶対普通の人にはできないことだよ。傷ついて、傷ついて、傷ついて──それでも誰かを助けようなんて、普通は思えない。少なくともわたしなら、きっと無理だと思う。だから──」

　そこで一旦言葉を切り、アナは俺の目を真まっ直すぐに見つめながら柔らかく微笑ほほえんだ。

「だからイザヤくんは、本当はとっても優しい人なんだよ。自分よりも人のことを優先できちゃう──優しい人」

「俺が……優しい……？」

　そんなこと、他人から言われたこともないし、そもそも考えたことすらない。眉まゆを顰ひそめる俺に、アナは諭さとすように続ける。

「うん、優しいよ。でも──優しすぎて、逆に危なくもあるよね。誰かのためなら、平気で自分の命もなげうっちゃいそうな……そんな危あやうさ」

「俺は……そんなご大層なものじゃない……」

　真まっ直すぐに見つめてくるアナの視線が眩しすぎて、俺はわずかに顔を背そむけて否定する。

「俺はただ……アナみたいな子には、不幸になってほしくなかっただけだよ……。俺なんかと違っておまえは……陽の当たる世界で、人並みの幸せを摑つかむべき人間だから」

「──それは……買かい被かぶりだよ。わたしこそ、そんなご大層なものじゃないから……」

　どこか悲しげに微笑ほほえんでから、アナは俺の頰ほおに手を添えて再び俺をじっと見つめる。

「──イザヤくんみたいな優しい人って、とっても損な役回りなのに、本人は全然気にしないんだよね。自分が不幸になることなんか、全然勘かん定じように入れてない。そういう人を見るとさ……わたし、すごくもやもやしちゃうんだ。優しい人が不幸になる世界なんて間違ってるって、そう思っちゃうの。だから──」

　不意に立ち上がったアナは、俺の正面に立ちわずかに腰を屈かがめて俺を抱きしめた。

「────っ!?」

　突然のことにパニックになりかけるが、そのまま優しく頭を撫でられると不思議と心が落ち着いてきて、気がつくと俺はその甘い感触に身をゆだねていた。

　アナは穏やかな口調のまま続ける。

「だからさ、どんな状況になっても、わたしだけはイザヤくんの味方でいてあげる。たぶん、今日が終わったらもう会えないだろうけど……でも、もし良かったら明日も、明後日あさつてもつらいときにはわたしのことを思い出して、少しでも幸せな気持ちになってくれると嬉しいな。わたしだけは、何があってもイザヤくんの味方だよって、覚えておいてほしいな」

「……どう、して……？」

　思わず声が漏れる。どうしてアナはそんなにも俺なんかに優しくしてくれるんだ。

　今日初めて会って、少し話をしただけの、左腕が人間じゃない俺なんかに。

　そんな俺の切なる疑問に──アナはただ優しく頭を撫でながら答える。

「……どうしてイザヤくんに優しくするのかって？　んー、そうだなあ。初めて見たときから何か放っておけないんだよね。一ひと目め惚ぼれ？　っていうのとは少し違うと思うんだけど……なんて言うか、捨てられた仔こ犬いぬみたいな目をしててつい手を差し伸べたくなっちゃったの。きっとイザヤくんはこれまでとっても苦労してきたんだなってわかったから、じゃあわたしは無条件にイザヤくんの味方になってあげよう、って思っちゃったんだ。うん、きっと理由はそんなところかな」

「…………っ」

　凍こおりついていた心が蕩とろかされるように……言葉が染みこんでくる。

　それはほとんど言いがかりのような理屈だったが……不思議と心に染み渡っていった。

　それから、ああそうか、と納得する。

　結局のところ──俺はただ、俺という存在を許してほしかっただけなのだ。

　ハイソフィアのこととか、左腕のこととか、過去のこととか。

　そういったしがらみの一いつ切さい合がつ切さいを無視して。

　俺はただ純粋に、俺という異質な存在を──認めてほしかった。

　まるで子供だ、と呆あきれながらも……彼女の温ぬくもりに包まれて、とめどない幸福に酔いしれる。

　どれだけの時間、そうして幼子のように甘えていたのだろうか。

　不意に冷静な思考を取り戻して、少しだけ名残なごり惜おしく思いながら、俺はアナから離れる。

「……大丈夫？」

　アナはわずかに頰ほおを朱しゆに染めながらも、眉まゆ尻じりを下げて尋ねてくる。俺は照れを隠すためにそっぽを向いて、それでも正直に答える。

「……大丈夫だよ。その……ありがとう」

　初めて俺という存在の異常性を認めてもらえたような気がして──何というか、救われた。

　こんな出会ってから小一時間ほどしか経っていない小娘にまさかここまで絆ほだされるなんて、数時間まえの俺では想像すらしなかったはずだ。

　そんな自分の変化が可お笑かしくて、俺は思わず笑みを溢こぼす。するとアナも柔にゆう和わな笑みを返してくれた。まるで心が通じあっているかのような、恥知らずの錯さつ覚かくが心ここ地ち良よい。

　それから改めてアナはベンチに腰を下ろし、先ほど買った缶コーヒーを啜すすり始める。どうやら猫ねこ舌じたらしく、多少冷めるのを待っていたらしい。

　しばらく会話らしい会話もなく、二人並んで缶コーヒーを傾けるだけの時間が過ぎる。

　しかしその沈黙は気き拙まずいというより、むしろこの上なく心ここ地ちの良よい時間であり、初めての経験に俺は、微かすかな戸惑いとわずかな胸の高鳴りを覚える。

　そんな永遠に終わってほしくない、夢のように穏やかな時間は──やはりただの幻想で。

　不意に、缶コーヒーを飲み終えて一息ついたらしいアナが、「よし」と呟いて立ち上がった。

「──名残なごり惜おしいけど、わたしはそろそろ帰らないと」

　腕時計を確認すると、時刻は午後五時半を過ぎようとしていた。そろそろ西の空に一番星が輝き始める頃だろう。

　別れのときが来ることなんて、わかりきっていたはずなのに──俺は酷く狼ろう狽ばいしてしまう。

「も、もう少し一緒にいられないか？　せめて、あと五分でも──」

　未練がましく引き留めようとする俺。アナはそんな俺を黙らせるように、白い人差し指を俺の唇くちびるに押し当てる。

「ごめんね、イザヤくん。わたしも本当はもっとイザヤくんと一緒にいたいけど……無理なの」

　眉まゆ尻じりを下げて、彼女は微笑ほほえんだ。

　どうして、と問い質すこともできず、俺は言葉を吞む。アナが唇くちびるから指を離しても、俺は言葉を紡つむぐことができない。

　彼女のその微ほほ笑えみが、あまりにも悲しげに見えて──頭が真っ白になってしまった。

　ただただその場に立ち尽くしてアナを見つめることしかできない俺から、三メートルほど離れ、彼女は後ろ手を組んでくるりと振り返った。そして星せい宿しゆくの煌きらびやかな双そう眸ぼうで、真まっ直すぐに俺のことを見つめながら彼女は告げる。

「なんか無責任なことたくさん言っちゃってごめんね。でも、全部本心だから。もう会えないだろうけど……わたしは、ずっとイザヤくんの味方だから。それだけは、忘れないでいてくれると嬉しいな。わたし、今日イザヤくんと出会えて、イザヤくんのことを知れて、良かったよ」

「な、んで──」

　なんでもう会えないなんて言うのか。このあとどこへ行ってしまうのか。

　聞きたいことは山ほどあるはずなのに、散り散りの思考が拡散して上手うまくまとまらない。胸が締めつけられるように苦しく、口の中がカラカラで舌が動かない。

　それでも彼女を求めるように、本能的に手を伸ばそうとする。

　そんな俺を見て──アナは再び悲しげに微笑ほほえんだ。

「実は──実は、わたしね──」

　そう少女が口にした次の瞬間──。




　──アナの左胸から鮮血が吹き出した。




　目の前の光景に、思考が停止する。

　一瞬遅れて、パァン、という乾いた破裂音。

　アナは驚いたように双そう眸ぼうを見開き、そのままゆっくりと前のめりに倒れていく。

　極限まで時間が圧縮される。ゆっくりと、どこまでもスロゥに、しかし確実にアナの身体からだは重力によって大地へ引かれていく。

　それでも俺は動けない。暴走した意識だけが、沈みゆく少女の姿を見守っている。

　そして──パタリと。

　まるで糸の切れた操あやつり人形のように、アナは倒れ伏した。

　理解できない。いや、脳が理解を拒きよ絶ぜつしている。

　なんだこれは。意味がわからない。何な故ぜ。どうして。

　──どうしてアナは倒れて動かなくなった？

　脊せき髄ずいに液体窒ちつ素そを流し込まれたかのような悪お寒かんに襲われる。

「あ……アナ……？」

　ふらふらと、幽ゆう鬼きのようにアナに近づいていく。

　しかし──。

　パァン、という再びの破裂音。

「…………へ？」

　自分の身に起きたことが一瞬理解できなかった。

　強い衝撃がみぞおちのあたりを貫つらぬいた気がしたので、何となく視線を下げると──俺の制服は鮮せん血けつに塗まみれていた。

　なんだこれは……これは……。

「あ……ぐっ……」

　急に足腰が立たなくなり、俺もその場にくずおれる。

　まるで理解が及ばない。

　何な故ぜアナも俺も鮮せん血けつを吹き出して突然倒れたのか。

　そしてこの──みぞおちのあたりから覚える、言いしれぬ不快感は何なのか。

　痛みではない。熱でもない。

　そういった日常的な感覚を超越して、ただただひたすらに──気持ちが悪い。

　ゴボゴボ、と咳せき込こむと、口からは冗談のように大量の鮮せん血けつが溢あふれ出だす。

　その段になり、ようやく俺は致命的な予感を抱いだく。

　俺は……もしかして死ぬのか……？

　かつて左腕を失ったときを彷ほう彿ふつとさせる──明確な這はい寄よる死のイメージ。

　意味がわからず、わけもわからず。どうやら俺はここでボロ雑ぞう巾きんのように死ぬらしい。

　まあ──それならそれで構わない。

　どうせ一度は死んだ身だし、いずれ近い将来朽くちることもわかっていた命だ。

　惜しくないと言えば噓になるが、絶対に受け入れられないというほどでもない。

　だが──。

　視界の片隅に映った黄こ金がね色いろの少女が、わずかに俺の正気を引き戻す。

　アナが死ぬのは……おかしい。

　俺なんかにも優しくしてくれた、天使のような少女が死ぬのは……間違っている。

　そんな現実、許されていいはずがない。

　動かない身体からだを必死に引きずりアナの元まで移動し、俺は静かに横たわる少女を抱き起こす。

「……おい……アナ……」

　掠かすれた声で呼びかけるもアナは何も言わない。

　美しいその顔は、それこそ作り物のように血の気を失い、いっそ無機質にすら思える。

　星せい宿しゆくの双そう眸ぼうは閉じられ、その顔は驚くほど穏やかだ。口元から伸びる一筋の鮮やかな血痕が、ハイライトのように彼女の最さい期ごを彩いろどっていた。

「……うぅ……あぁ……」

　大脳皮質の言語野は早々に機能を放ほう棄きした。

　口から漏れる嗚お咽えつは意味をなさず、ただ慟どう哭こくするほどの怒りだけがじりじりと燻くすぶっている。

　認めない……俺は絶対に……認めない……っ！

　ミシミシ、とあごのあたりから異音が響き、直後、バキン、と破砕音。

　食いしばりすぎて奥歯が砕けたのかもしれない。

　俺は最さい期ごの力を振り絞ってアナの細い身体からだを抱きしめる。

　ああ……どうして……どうしてこんなことに……。

　もしも神様がいるのなら──。

　どうか《次》は、彼女に祝福を──。

　薄れゆく意識の中でそんなことを思った、まさにそのとき──。




　目の前に、見慣れぬ球体が浮かんでいることに気がついた。




　なんだ……これ……？

　霞かすむ目を凝こらして、それを見る。

　硬こう球きゆうほどの大きさの──虹にじ色いろに光る球体。

　それはあらゆる物理法則を無視して、ゆらゆらと、まるで当然そこにあるべきであるかのように、悠ゆう然ぜんと浮かんでいた。

　あまりにも現実離れしているので、きっと死ぬ間ま際ぎわに脳が見せる幻まぼろしなのだろうと思う。

　惚ほうけたように見つめていると──何な故ぜか俺はそれに左腕を伸ばしていた。いつの間にか聖せい骸がい布ふが外れ、《悪魔の腕》が露ろ出しゆつしている。

　俺の意思ではない。そもそも俺はこんなわけのわからないものに触れたくはない。だがそれでも、俺は右腕でアナを抱きしめたまま、まるで神の言葉に身をゆだねるように左腕を伸ばす。

　だんだんと意識が薄れてくる。

　俺の意思に反した左腕は、末まつ期ごの力を振り絞り、光の球を握り潰す。




　──パリン、と。




　薄いガラスのように、それはいとも呆あつ気けなく粉々に崩れ去り。

　直後──俺の意識は暗転した。
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　──……ィン……ゴーン……。




　遠くで、鐘の音が聞こえる。

　非常に勝手な印象だが、天国の入り口には、黄金の鐘が設置してあるイメージがある。

　そしてそれを打ち鳴らして、やって来た人々を祝福するのだ。

　祝福の鐘カムパネルラを──。

　だから俺は、自分が天国へ来たのだ、と曖あい昧まいな思考で結論づける。

　死んでしまったことは残念だが、せめて地獄へ堕おちなかっただけマシというものだろう。

　だが──とそこでふとした疑問。

　天国へとやって来た人々を祝福するための鐘にしては……所帯じみてはいないだろうか。

　安っぽいというか電子的というか。例えるのなら、まるで学院の始業ベルのような──。

「……っ、……もりくん……」

　それに先ほどから鐘の音に合わせて耳じ朶だに響く、聞き馴な染じみのありすぎるお節介なクラスメイトの声がまた学院感を増幅させているというか……。

　なんとなく。記憶と現状の不一致に違和感を抱いだきつつ、回らない頭でその正体について考え始めたところで──。

「四しノの森もりくん！」

「────っ!?」

　極めて至近距離で名前を呼ばれ、俺は驚きのあまり飛び上がった。

　ドカン、ガタンと周囲の物をなぎ倒して尻しり餅もちをつく。

　逸はやる鼓こ動どうを抑えながら、何が起きたのかを本能的に探る。

　そして思い至る決定的な違和感。

　逸はやる鼓こ動どう……？

　何故俺の心臓は当たり前のように動いている？　俺は死んだのではないのか？

　それに……よく見たらここは学院の教室ではないか。

　何な故ぜ俺はこんなところにいる。いつの間に運ばれたのか。

　そしてつい先ほどまで金髪の少女を抱きしめていたはずなのに、何な故ぜ今、俺の目の前には、流りゆう麗れいな黒髪の少女が──。

「──い、委員長……？」

　ほとんど無意識に声を掛ける。すると黒髪の少女──雨あま宮みやシズクはばつが悪そうに口を開く。

「いや、その……ごめんなさい……驚かせるつもりはなかったんだけど……」

　シズクは、申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げる。

「で、でも、寝てるところを起こしたくらいでそんなに驚かなくてもいいでしょう……？　私だってその……そんなに怖がられたらショックというか……」

「…………は？」

　話が見えない。というか状況に対して理解が追いつかない。

　惚ほうけたようにシズクを見上げて動こうともしない俺。しびれを切らしたのか、困ったような呆あきれたような何とも言えない複雑な表情でシズクは手を差し伸べてくる。

　何も考えず、そのほっそりとした手を摑つかみ、立ち上がる。立ち上がってもまだぼーっと立ち尽くす俺。シズクは妙に甲か斐い甲が斐いしく、俺の制服についた汚れを払っていく。

　ひとしきり終えてからシズクは改めて俺の前に立ち、これ見よがしにため息を吐いた。

「もう……しっかりしてよ。大丈夫？　怪け我がはない？」

「…………怪け我が？」

　反射的にみぞおちに触れてみるが、当然のようにそこには、傷一つなければ血けつ痕こんすらもない。

　首を傾げる俺に、シズクは心配そうに顔を寄せてくる。

「──ねえ、本当に大丈夫？　もしかして頭とか打った？」

「……いや、頭は打ってないと思うけど……」

「じゃあ、悪い夢でも見た？」

「悪い……夢……？」

　まさか……全部夢だったってのか……？

　アナとの衝撃的な出会いも。アナとの楽しかった時間も。

　アナに救われた身み震ぶるいするほどの喜びも。アナを失った慟どう哭こくするほどの悲しみも。

　すべて俺が脳みその中だけで作り上げた幻想だったということなのだろうか。

　だが──現状そうとしか考えられない。

　ここは学院の教室で、時刻は午後三時過ぎの圧倒的放課後で、目の前にはお節介なクラス委員長が立っていて、そして──。

「──なあ、委員長。こんなヤツに絡むだけ時間の無駄だぜ」

　そうそう、確かこんなふうに横から絡まれて──。

　瞬間ハッとして、声のほうへ視線を向ける。するとそこには──先ほど夢で見たものと相そう違いない、品のない笑みを浮かべたクラスメイトの鷹たか無なしが立っていた。

　パニックになり、思わず俺は鷹たか無なしの襟えり首くびに摑つかみかかる。

「おいっ！　おまえ今なんて言った！　もう一度言え！」

「ちょっ！　四しノの森もりくん！　落ち着いて！　ケンカはダメ！」

　慌てて仲ちゆう裁さいに入ろうとするシズクだったが、今はそれどころではない。

　鷹たか無なしの襟えり首くびを摑つかんだまま、首をがくがくと揺らして俺は問い詰める。

「それ、まえに一度でも俺の前で言ったか!?　俺は記憶にあるがおまえの記憶はどうだ!?」

「な……ないよ……そ、そこまでキレることないだろ……冗談だよ……」

　しどろもどろになりながら鷹たか無なしは苦しげに答える。

「四しノの森もりくん！　もうやめて！　暴力沙ざ汰たなんて起こしたら退学になっちゃう！」

　今にも泣き出しそうな必死の形相で俺にしがみつくシズクを見て、多少冷静さを取り戻す。

　どうやらシズクも鷹たか無なしも、俺が侮ぶ辱じよくされたことに怒っているのだと考えているようだ。

　だが──問題はそんなことではない。

　俺は確かに──先ほどの鷹たか無なしの侮ぶ辱じよくと同じ言葉を、夢の中で投げ掛けられた。

　夢の中と同じように現実が進行するなんて──ありえない。

　だから真っ先に考えるべきは、俺が忘れているだけで過去に同じようなことを鷹たか無なしから言われたことがあり、それを無意識に脳内で処理して夢の中で経験した、という可能性だ。

　鷹たか無なしから手を放し、悪い、とだけ告げて、今度はしがみつくシズクを引きはがして尋ねる。

「……なあ、委員長。まえに同じような場面に遭そう遇ぐうしたことなかったか……？　俺と委員長が話してるとき、横から鷹たか無なしが割り込んでくるみたいな」

「な……ないと思うけど……」怯おびえをはらんだ表情でシズクは頷く。「その……四しノの森もりくんが怒るのも当然だと思うわ……でもそれは、クラス内の四しノの森もりくんに対する差別的な意識を許容していた私の責任よ……。鷹たか無なしくんはあとでしっかりと叱しかっておくから許してあげて……」

「いや……悪い、委員長。別に怒ってるわけじゃないんだ。ただその……うん、委員長の言うようにちょっと夢見が悪くてな……それで我を忘れたみたいだ。怖がらせて、ほんとごめん」

　今にも泣き出しそうなシズクに謝ってから、今度は鷹たか無なしに向き直る。

「鷹たか無なしも悪かった。今度なんか奢おごるから勘かん弁べんしてくれ」

「ま、まあその……僕も言い過ぎたよ……悪い……」

　そういった素直な反応は予想外だったのか、ばつが悪そうにそう言うと、鷹たか無なしは教室を出て行った。それを見届けてシズクも安あん堵どの息を吐く。

「あの、もし調子が良くないようだったら、医務室まで付き添うけど……？」

「いや……いいよ。それよりも、騒がせて本当に悪かった」

　気き遣づかうようなシズクの提案をやんわりと辞退して、俺も教室を出る。

　確かこのあとは、檻おり神がみの定期検診のはずなので、学長室へ向かって歩き出す。

　わずかに底冷えする廊下を歩きながらぼんやりと考える。

　いったい、俺はどうしてしまったのだろうか……？
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「──正夢？」

　予想外の質問だったのか、檻おり神がみは不思議そうな声を上げる。

　ああ、と頷いて、俺はもう少し詳しく話す。

「なんて言うのかな……。夢で見たことが現実でも起こるみたいな、そういうのって科学的にあり得ることなのか？」

　左腕の定期検診の最中、俺は自分の身に起こっている現象の説明をつけたくて、さり気なく檻おり神がみにお伺うかがいを立ててみた。《人類最後の天才》とさえ称しようされる彼女なら何か知っているに違いない。檻おり神がみは測定装置と睨めっこをしながらも、「そうだな……」と言葉を選んで答えてくれる。

「記憶の蓄ちく積せき──つまり、情報の収集と分析の結果、ある種《未来視》のような現象が起こる可能性はあるのではないか、と私は考えている。あくまでも個人の世界に限定した話、だがね」

「《未来視》？　どういうことだ？」

「──《ラプラスの悪魔》だよ。一年の講義で習っただろう？」

　檻おり神がみの言葉に、俺は思わず眉まゆを顰ひそめる。

「……何となく覚えてはいるよ。なんか、未来がわかるとか何とか」

「……頼むから少しは真面目に講義を聞いてやってくれ。さすがに私の立つ瀬がない」

「……面めん目ぼくない」

　頭を下げる俺に、檻おり神がみはため息交じりに答える。

「ラプラスの悪魔──。十九世紀のフランスの数学者、ピエール＝シモン・ラプラスによって提唱された超越的存在の仮定だ。さっきイザヤが答えたのも間違いではないが、正確に言うと《ある時点における宇宙の全物質の状態量を観測、分析できる存在は、宇宙の状態を未来まで確定的に知ることができる》だな。これは、全知全能の存在──つまり神のことであり、そういった超越的知性は存在しうる、という主張だったんだが……二十世紀に入り量子力学の隆りゆう盛せいによってこの超越的存在は否定された。ハイゼンベルクの不確定性原理によって、原子の位置と運動量を同時に観測することが不可能であることが明らかにされたからだ」

　そんな早口で捲まくし立たてられても学習の積み重ねがない俺には理解が遠い。そんな俺の不理解を早々に察したらしい檻おり神がみは、再びため息交じりに言う。

「……つまりだ。千里眼とでも言えばわかりやすいかな。未来を予知するような超能力は、あったら素敵だけど実在しませんよ、ってことが科学的に証明されたってこと」

　なるほど。それなら理解できる。得心いったとばかりに、視線だけで檻おり神がみに先を促す。

　檻おり神がみは満足そうにマグカップに入ったコーヒーを啜すすってから続ける。

「──だが。彼かのものが否定され、百年ほどが経過したところで……事情が変わった。問題は先の《サタナエル事変》だが、それ以降ミーム粒子と呼ばれる情報を介する新たな素そ粒りゆう子しが発見されたことで状況は一変する。ミーム粒子による観測では、原子の位置と運動量を同時に観測できることがわかったのだ。わかりやすく言い換えるなら、量子力学に殺されたはずの《ラプラスの悪魔》が、神しん智ち科学の力によって蘇よみがえったわけだな。そうして人類の叡えい智ちを注つぎ込こんで完成したのが──《量子波動観測機ラプラス》だ。私も設計に携たずさわった」

「……《世界崩壊係数》を算出してる機械だよな？」

「そうだ。《ラプラス》は、ミーム粒子によって全世界を観測し、《因果律演算》と呼ばれる特殊な分析を行うことで、確率的そして極めて限定的にだが、簡単な近未来予測を可能とするシステムだ。そして、《悪魔》の脅きよう威いから人類を守るため、人類存続に関わる重要な解析結果を数値化したものが《世界崩壊係数》として表現され、毎日一時間毎ごとに国民に公表されている」

　檻おり神がみの言葉を頭の中で咀そ嚼しやくしながら、俺なりの結論を導く。

「ええと……つまり、《ラプラス》の《因果律演算》と同じようなことが、人間の脳の中でも行われているってことか……？」

「あくまでも私見だがね……。インプットされた情報の分析、という意味で両者の行いは同質であると言えるだろう。正夢、あるいは予知夢、場合によって既視感デジヤ・ヴユと呼ばれる現象の一部は、そういった人類に備わった未知の超感覚によるものかもしれない」

「……なるほど」

　つまり俺の身に起きていることも、そういった《未来視》の類いである可能性があるわけだ。

　でも、それにしては妙にリアルな夢だったし、そもそもアナみたいな美少女にはそれこそ出会ったこともないわけで……。そう考えるとあの夢は、理想の女の子と楽しいことがしたいという願望が表現された、フロイト先生お得意のアレということになるのだろうか。

　何だか、考えれば考えるほどわけがわからなくなってくる。

「……大丈夫か？　何か良くない夢でも見たのか？　つらかったら私の胸で泣いていいぞ？」

「……いや、遠慮しておくよ」

　つい最近、誰かの胸に抱かれて励はげまされたような気がして、そんなのばかりだと苦笑する。

「確かに少し悪い夢を見たけど……うん、気にしてないから問題ない」

「そうか……。だが、予知的な悪夢というものは、突き詰めれば吉きつ兆ちようとも言い換えられる。そうすると悪いことが起きる、という知見は、行動により回避できるわけだからな」

「なるほど……そういう考えもあるのか」

　確かに……たとえそれが夢であったとしても、良くないことが起こりうるのであれば、それを回避するよう行動するのが建設的というものだろう。

「ありがとう、ドク。ちょっと前向きに検討してみるよ」

　何となく、心のつかえが取れたような気がして。次第に先ほどまでの言いしれぬ不快感というか、記憶と現状の不一致は薄らいでいったのだった。
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　檻おり神がみの定期検診を終えた俺は、特に目的もなく学院内をうろつく。

　確か夢の中では、結局何もやることがなかったので早々に町へと繰り出したはずだ。

　正夢のとおりに現実が進行するのであれば、なけなしの反骨精神で少しくらいは抵抗してやりたいが……さて。

　せっかくなので、と俺は中庭のほうへと足を向ける。

　学院の中庭は、三方を校舎に囲まれた五十メートル四方程度の空間だ。地面には青々とした芝が敷しかれ、中央にはなかなか立派な桜の木が屹きつ立りつしている。ベンチや花か壇だんなども設置されており、特にこの時期は、暖かな陽気と、桜の美しさから学生たちの憩いこいの場となっている。

　さて、そんな桜の木の下で──一組の男女が向き合っていた。

　男のほうは、真面目そうな印象の好青年で、微かすかに緊張した面おも持もちで立ち尽くしている。

　相対するのは、青みがかった黒髪のミディアムボブが特徴的な小柄な少女。

　ものすごく見覚えのある人物だった。俺は顔をしかめながらも、ベンチの陰かげに身体からだを隠して様子を窺うかがう。

　すると意を決したように少年は口を開いた。

「そ、その！　入学したときからの一ひと目め惚ぼれです！　付き合ってください！」

　おおう、と俺は思わず唸る。何とも甘あま酸ずっぱく、そして気き拙まずい場面に遭そう遇ぐうしてしまった。よくある青春の一ページという感じで、なけなしの勇気を振り絞った少年を応援したくなる。

　他人ひと事ごとなのにドキドキしながら固かた唾ずを吞のんで様子を窺うかがう。

　少年の告白を受け、少女は驚くべき無表情のまま硬こう質しつな口調で答える。

「──すみません。あなたに微み塵じんも興味が湧きません。諦めてください」

　居合いの達人が絶対の間合いから放つ必殺技のような一刀両断だった。

　端はたで見ていた俺でさえ何な故ぜか精神的ダメージを負ってしまったくらい。

　鋭えい利りな言葉で真正面から切りつけられた少年は、最初何を言われたのかわからないというふうにぽかんとしていたが、すぐにその言葉の意味を脳が理解してしまったようで、きびすを返して走り去っていってしまった。俺の横を通り過ぎる瞬間、輝く液体が飛散したような気がしたが、気のせいだったということにしておこう。

　さてどうしたものか、と迷うが、結局俺はベンチの陰かげから立ち上がって少女に声を掛ける。

「──もう少し、穏おん便びんな断り方があるんじゃないか？」

　すると少女は振り返り──いつもの鉄てつ面めん皮ぴのまま告げた。

「──兄さん。見ていたのですか」

　驚きました、と一ミリも表情筋を動かさずに少女──四しノの森もりカナンはうそぶく。

　四しノの森もりカナン。血を分けた俺の妹であり──唯一の肉親である。

　歳は一つ下の十五歳。今年から天使科に入ってきたぴかぴかの一年生であるが、中等部時代から《熾天使セラフ》入りを果たした掛け値なしの怪物だ。アイオーン・ランキングは第八位。現状最年少の《熾天使セラフ》ということもあり、進学早々すでに学院中から注目を浴びているとか。

　平へい穏おん無事に暮らしたい兄としては、妹の悪目立ちを何とかやめさせたいのだが……。

　俺の憂ゆう慮りよに、カナンは無表情のまま答える。

「穏おん便びん、という配慮に意味があるとは思えません。カナンはこれまでもこれからも、誰ともお付き合いするつもりはないのですから、思わせぶりな断り方で微かすかな希望を抱いだかせるほうが相手にも失礼です」

「いやまあ、今はそうかもしれないけど……そのうち好きな人ができるかもしれないじゃん。そのときの予行練習みたいな感じで、もう少し人に優しくしたほうがいいというか……」

「カナンが好きなのは兄さんだけです。だからすべてお断りさせていただいているのですよ。兄さんさえ良ければ、カナンはいつでも操みさおを捧ささげる覚悟ですが」

　そんなことを至し極ごく真面目な表情で言う。俺は渋しぶい顔で窘たしなめる。

「……そういうの倫りん理り的に良くないからやめよ？」

「この人類存続という目先の危機の前には、倫りん理りなんて路ろ傍ぼうの石ほどの障害にもなりません」

「…………」

　愛が……愛が重い……っ！

　どういうわけかこの無感情系妹は、数年まえから唐突に「一人の男性として兄さんのことを愛していることに気づきました。結婚してください」などと世よ迷まい言ごとを宣のたまうようになった。

　これが実は義理の妹で、ということならば多少のロマンスに繫がるのかもしれないが、幸か不幸かばっちり血の繫がりがあるのだから始末に負えない。

　思春期特有の流行病ということで、いずれ自然に治ってほしいのだが……。

「ところで兄さんは何をしていたのですか？　今日はカーチャの定期検診だったかと思いますが、もう終わったのですか？」

　無表情のままカナンは小首を傾げる。カーチャというのはカナンだけが使っている檻おり神がみの愛称だ。エカテリーナはカーチャになるらしい。

「定期検診はもう終わったよ。ただ、何となくそのまま帰る気にならなかったから徘はい徊かいしてたんだ。カナンは……その、呼び出しか？」

「ええ、まあ」

　カナンはどこか面倒くさそうに、しかし眉まゆ毛げをぴくりとも動かさずに言う。

「でももう終わりましたので。それよりも兄さん。もしもお手すきなのであれば、このあと付き合ってくれませんか？」

「あん？　何か用事でもあるのか？」

「ええ、今日はカナン、町の見回りの当番が入っているのですよ。一人では不安なので是ぜ非ひ一緒に行きましょう」

　見回り当番、とは天使科の学生に課せられる課題のようなものだ。町を見回り、もしもそこで《悪魔》と遭そう遇ぐうしたら速すみやかに報告、そして可能であれば撃破することによって、実地の経験値獲得と能力錬れん成せいを図はかるプログラムである。

　もちろん、危険が伴ともなうので撃破は必須ではないが、将来的に天使科の学生は皆みな、人類を《悪魔》の脅きよう威いから守る一いち翼よくとなるわけで、ならば今のうちからある程度の危険に慣れておいたほうが良いという判断なのだろう。

　ちなみに俺はハイソフィアがないことからこの見回りが免めん除じよされており、それもまた周囲から白い目で見られる原因となっているわけだが……ないものは仕方がないのである。

　一人で不安、というカナンの言葉には正直懐かい疑ぎ的であるし、そもそも俺が一緒に行ったところで何の訳にも立たないことは明白なのだが、特にやることもなかったので、俺は苦笑を浮かべて頷く。

「……仕方ない。いいよ、付いて行ってやる」

「やりました。すごく嬉しいです」

「微み塵じんも嬉しそうに見えないけど……」

「そんなことないです。ほら、にこーっ」

「それ能面レベルの無表情だぞ……」

　血を分けた妹の結果を伴ともなわない努力を嘆なげきつつ──俺たちはのんびりとした歩調で町へと繰り出していく。
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『──《聖せい白はく色しよく委員会》発表、二〇三二年四月七日午後四時の《世界崩壊係数》はゼロとなっております。本日も《熾天使セラフ》の活躍により、人類は《悪魔》の脅きよう威いを駆く逐ちくいたしました。続きまして──』

　駅前スクランブル交差点の街頭ビジョンに映し出されたＡＩキャスタをぼんやりと眺めながら、俺たちは信号が変わるのを待つ。

　周囲は学校帰りの学生や、まだお仕事中のスーツを着た大人たちで溢あふれていた。

　この空間だけを切り取れば、おそらく《サタナエル事変》が起こる以前の新宿と何ら変わらないのだろうが、実際には世界中でこの新宿特区にだけ残された幻影のようなものなので、些いささか感かん慨がい深ぶかくも思える。再び視線を上げると、目め敏ざとくカナンが突っ込んでくる。

「……街頭ビジョンなどちらちら見てどうしました？　もしかして、ＡＩキャスタの女の子が好みなのです？」

「いや、違うけど……」

　良からぬ誤解をしているカナンを即座に訂正する。

　本当は先ほどの檻おり神がみとの話から、《世界崩壊係数》に気を取られてしまったのだ。

　今、俺の身に起こっている不思議な既き視し感かん現象。

　それが《世界崩壊係数》を算出するための《因果律演算》と、同様のことが俺の中で起こっている可能性があるなんて言われても……まったく実感は湧かない。

　そのあたりの話を正直に伝えたものか一瞬迷うが、また変なことを言い出されても面倒なので、上手うまい具合に誤ご魔ま化かす。

「──ただ《世界崩壊係数》って、大おお仰ぎような名前のわりには全然変動しないから意味あるのかなって」

「ああ、そんなことですか。実は密かに変動はしているのですよ。《因果律演算》はあくまでも確率的にしか未来を予測できませんので、些さ細さいなイベントで変動してしまいます。変動幅はばはゼロから99までですが、10％以上の変動が発生した際には、速すみやかに我々《熾天使セラフ》が対応するので、結果的にこうして発表される《世界崩壊係数》は低くなるのです」

「ならそもそも、こうして公表する意味はないんじゃないか？」

「それはそうなのですが……人々に安心感を与える、というのが実際の目的なのでしょう。……みんな不安なのですよ。それだけ《サタナエル事変》は、人類にとってまったく予想していなかった新たな脅きよう威いだったのですから……」

　一瞬だけ微かすかにつらそうな表情を浮かべたカナンだったが、すぐにいつもどおりの無表情に戻って続ける。

「ですが、変動しないのは良いことですよ。それにこれは、我々が表なり裏なりで色々と頑張っているからこその無変動です。兄さんも天使科の一員として胸を張ってください」

「……俺は何もしてないんだけど」

「カナンが兄さんの分も頑張っているのですから、これは実質兄さんの手柄です」

「俺を少しずつ依存させていって、おまえがいないとダメになるように仕向けるのはよせ……」

　何というかダメ兄貴で本当に申し訳ない。兄の威い厳げんを投げ捨てて心の中で謝罪をしていると、信号が青に変わった。

　カナンと並んで歩き出したところで、彼女は唐突に話題を変える。

「そういえば──今年であの《事故》から十年目ですけど……。今年はその、お母さんに挨あい拶さつにいけますか……？」

　珍しく、恐る恐るこちらを窺うかがいながら尋ねてくる。話題が話題なだけに、さすがのカナンも慎重にはなる、か──。

　俺は少しだけ過去に思いを馳はせる。

　事故──そう、事故だ。《サタナエル事変》は、世間一般的には、天災だと認識されているが……実際には、完全なる人災だった。

　俺もあまり詳しいことは知らないのだが、当時、俺たちの母が主任研究者として、何やらヤバい研究をしていたらしい。そしてその最終段階であった実験の最中に原因不明の事故が起こり──その結果、《サタナエル》が降臨したのだとか。

　どうやらそのやっていた研究というのが相当にヤバいものだったらしく、政府は情報漏ろう洩えいと責任問題回避のため、あたかも天災であったかのように公表したのである。

　そしてそのヤバい研究の生き証人でもある俺は、本来であれば秘密裏に殺されていてもおかしくないのだが……。《悪魔の腕》のこともあり、当時母の部下であった檻おり神がみが上手うまい具合に存在を消してくれたおかげで、こうして今も生き延びている次第。

　しかし、目の前で母を失い、おまけに左腕まで喰くわれてしまったトラウマから、これまで母の命日には一人でふさぎ込んでしまっていた。カナンは俺の代わりに、一人で、あるいは檻おり神がみと一緒に毎年、母に挨あい拶さつに行っていたらしいが……。

　俺は不安そうに顔を見上げてくるカナンの頭をそっと撫でてから、努めて優しく答える。

「そう、だな──。今年は、一緒に行こうか。そろそろ俺も、前を向いて歩かないといけないと思ってたところだ」

「本当ですか！」

　珍しくカナンが嬉しそうに少しだけ口元を緩ませる。

「是ぜ非ひ一緒に行きましょう！　さすがは兄さんです。いつか必ず、お母さんの座ざ右ゆうの銘めいのとおり、前を向いてくれると信じていました」

「大げさだよ……。でも──うん。少しだけ前向きに生きてみてもいいかな、って思えるようになったのはいい傾向なのかもな」

　そうカナンに告げてから……何だか気き障ざったらしいな、と急に恥ずかしくなってきた。

　最近はあまりカナンとこういう真面目な話をしていないこともあり、どうにも気まずくて仕方がない。とりあえずせめて空気を変えようと、強引に話題を逸らす。

「そ、そういえば俺、見回りって初めてなんだけど、どこで何するんだ？」

　あまりにも急制動な話題転換だったが、幸いカナンも空気を読んだらしくいつもどおりの無表情を浮かべ直して普通に答える。

「大したことはしませんよ。ただいくつかの決められた巡じゆん路ろを歩くだけです。一応、町の治安維持にも貢こう献けんしているようです。我々《天使》は、正直そこらのお巡まわりさんより遥はるかに強いですから」

　確かに《天使》は《悪魔》だけでなく、人類に対しても脅きよう威いと言えるだろう。一昔前で言うところの超能力者みたいなものなのだから。

「そして途中で《悪魔》がいたら即そく殲せん滅めつ」

「……すげえ簡単に言ってるけど、普通の天使科の学生は見つけても上に報告するので手て一いつ杯ぱいだからね？」

「報告なんて面倒くさい。さっさと倒してしまえば報告する必要もありません」

「おまえ進学早々フリーダムすぎるぞ……」

　カナンの協調性のなさに危機感すら覚えながら歩いていたら、視界の隅すみに気になる学生服の集団を捉えた。

　五、六人の柄がらの悪そうな男子学生が人ひと気けのない路地裏へ向かって歩いて行く。

　別にさして珍しくもない光景の何が気になったかというと……その学生たちの後ろ姿にどうしようもなく見覚えがあったからだ。

　それは、夢の中で俺に絡んできた不良集団と──完全に一致した。

　なん、で──。

　理解が及ばない。何な故ぜ、夢の中の登場人物が現実に存在するのか、まるで意味がわからない。

　だが──そんなことさえ些さ末まつ事に過ぎなかった。

　彼らが路地裏へ入る直前、一瞬だけ、周囲から隠すように彼らの真ん中に金髪の少女の姿が見えたことが、今度こそ完全に俺の思考を停止させる。

　まさか──あり得ない。

　それは、夢の中に登場した金髪少女、明あけ星ぼしアナであった。

　一瞬しか見えなかったが、輝くような金髪も、頭上に伸びるアホ毛も、整いすぎた横顔も、清せい楚そな服装も……夢の中で出会い、わずかな時間共に過ごした少女と完全に同一の存在だった。

　いったい……何がどうなってるんだ……。

　困惑する俺をよそに、同じように不良集団に気がついたカナンはまるで他人ひと事ごとのように言う。

「──兄さん。カナンはこれからちょっとしたゴミ掃除をしなければならなくなりました。兄さんのお手を煩わずらわせることもないので、ちょっとこの辺で待っていてください」

「いや──俺も行くよ」

　俺を危険から遠ざけようとしてくれたカナンの心こころ遣づかいを拒きよ否ひして、俺は同行を申し出る。

　俺が付いていっても何の役にも立たないだろうけど……さすがに放っておけない。

　カナンは少しだけ不思議そうな表情を浮かべながらも、「そうですか」と頷き、不良連中たちが入っていった路地裏へ進んでいく。

　その躊ちゆう躇ちよない足取りに安心感と一いち抹まつの不安を覚えながら、俺はその小さな背中を追っていく。

　やがて突き当たった狭い行き止まりで、何やら下げ卑びた笑みを浮かべながらこちらに背を向ける不良連中へ、カナンは一切の遠慮なく声を掛ける。

「──そこで何をしているのですか？」

　まさか声を掛けられるとは思っていなかったのか、男たちは驚いたように振り返る。そしてそこに立っていたカナンと俺を見て、小馬鹿にしたように口元を歪ゆがめた。

「なんだ、お嬢ちゃん。欲求不満で混ざりたいのか？」

　リーダー格の男がわずかに身体からだをずらす。すると、男たちの隙すき間まから金髪の少女の姿が見えた。それは記憶の中の少女と完全に一致した。

　やはり──見間違いなどではなかった。

　安あん堵どのような驚きよう愕がくのような不思議な感かん慨がいに耽ふけっていると、金髪の少女がつらそうに叫んだ。

「あ、危ないから、逃げて！　わたしのことは放っておいていいから！」

「そういうわけにはいきません」

　聞く耳を持たないというふうに、カナンは無表情のまま少女の言葉を拒絶する。

「路地裏の美女と知能指数の低そうな猿の集団と来れば、これはもう問答無用の制裁案件です。ゴミがないことこそが、美しい町の条件でしょう」

　あまりといえばあまりの暴言に、男たちはこめかみに青筋を浮かべながら凄すごむ。

「……言うじゃねえか。正義の味方ごっこのガキが……。いいぜ、そこまで言うなら一緒に相手してやるよ。二度と生意気な口が利きけねえようにな」

　下げ卑びた笑みを浮かべながら舌なめずりをするリーダー格の男。

　どうやらカナンが《熾天使セラフ》であることに気づいていないか、あるいはそもそも知らないようだ。いずれにせよ……ご愁しゆう傷しよう様としか言いようがない。

　普通の女の子ならば震え上がってしまいそうなほどおぞましい男の言葉に……しかし、カナンはこれ見よがしのため息を吐いて、無表情のまま淡々と告げる。

「脳みそを母体の子宮に忘れてきてしまったのですね。下半身でしか思考できないのはお気の毒ですが……生あい憎にくとそれを気にするほど動物愛護の精神も持ち合わせていないので」

　そしてカノンは、無造作に下げた両の手のひらを何気なく男たちへ向けながら問う。

「──上は猛もう吹雪ふぶき、下は大火事、なぁーんだ？」

　突然の話題転換に男たちはたじろぐ。あまりに脈みやく絡らくがなく、そしてあまりに唐突な出題。

　本来であればその意図を察すべく多少は黙り込んで考えたりするものなのだが、どこの世界にも空気の読めないやつというのはいるもので。

　夢の中で《悪魔の腕》を露ろ出しゆつした俺に突っ込んできたその男は、首を傾げながら答える。

「そのなぞなぞの答えなら知ってるぜ！　答えは『風ふ呂ろ』だろ！……あれ？　でも吹雪ふぶきってなんだ……？　風ふ呂ろなら上は洪こう水ずいだったような……？」

　その言葉に。カナンは機械的に口元を歪ゆがめてにこりと笑う。

「正解は──貴様たちの未来です」

　言って。カナンの両腕から熱気と冷気が溢あふれ出だす。




　──ハイソフィア《第一フアースト・絶対パーフエクト温感・ケルビン》。




　低温から高温まで、あらゆる温度を自在に操るハイソフィア。

　アイオーン・ランキング第八位、四しノの森もりカナンが持つ異能の一いつ端たんである。

　左腕には火の粉を、右腕には氷の粒を纏まといながら佇たたずむカナンを前に、さすがの男たちも現状の深刻さを理解する。

「や、やべえ！　こいつ、ハイソフィア能力者だ！」

　男たちは恐怖に顔を歪ゆがめながら、きびすを返して逃げようと試みるが、残念ながらその先は行き止まりだ。そんな哀あわれな男たちを、道ばたのゴミでも眺めるような冷めた目で見つめながら、カナンは平坦な口調で告げる。

「──貴様たちに残された道は二つ。一つは無む謀ぼうにも立ち向かい、全身に火傷やけどと凍とう傷しようを負って全治半年の重傷を満まん喫きつするか。そしてもう一つは、今日この瞬間から心を入れ替えて、真面目に生きるかです。私はどちらでも構いませんので……十秒で決めてください」

　あまりにも冷れい徹てつで無む慈じ悲ひな警告。

　しかし、さすがに強力なハイソフィア能力者を相手取るのは、割に合わなさすぎると判断したらしい。男たちは顔を見合わせ、わずかな逡しゆん巡じゆんを見せた後、心底苛いら立だたしげな表情でこの場を立ち去っていった。

「二度目はありませんよ」と、カナンは追撃を忘れない。

　そして、男たちが立ち去るのを見届けてから──金髪少女は、くにゃくにゃとその場にへたり込んだ。

「こ……怖かったよぉ……」

「お、おい、大丈夫か！」

　俺は慌てて少女に駆け寄る。すると少女は、にへへ、と恥ずかしそうに笑った。

「あ、安心したら腰が立たなくなっちゃったよ……」

「怪け我がとかしてないか？　あいつらに何か変なことされなかったか？」

　真剣に尋ねる俺に、少女は安あん堵どを浮かべる。

「えっちなことされそうだったけどギリギリセーフだったよ……。もう覚悟しないとダメかなって泣きそうだったとき……キミたちが来てくれたの。助けてくれて本当にありがとう」

　へたり込んだまま、少女は長い髪が地面に付くのも気にせずに深々と頭を下げた。

　慌てて俺は少女の肩に手を添そえて身体からだを起こさせる。

「止よしてくれ。俺たちもたまたま通りかかっただけなんだ。とにかく無事で良かった」

　立てるか？　と少女に手を貸して立たせてやる。よろよろと、少女は立ち上がった。羽根のような軽さだった。

　小さくて柔らかい、少女の手。それは、夢で触れた少女の感触とまったく同じで──。

「──ラブコメの波動を感じます」

　いつの間にか俺のすぐ後ろに、気配を殺したカナンが立っていた。

　いつもの無表情だったが、十数年見続けてきた俺だからこそわかる程度のささやかな変化で、どこか不機嫌そうにも見える。

　俺は気を取り直して少女に紹介する。

「えっと、俺は四しノの森もりイザヤ。こっちは妹のカナン。実質きみを助けたのは、カナンのほうだから礼なら俺よりもこいつに言ってくれ」

「……カナンは別に恩に着せるつもりはありませんが」

　鉄面皮のカナンに、少女は星せい宿しゆくの双そう眸ぼうを輝かせて身を寄せ、両手でカナンの手を包む。

「ありがとう、カナンちゃん！　カナンちゃんはわたしの貞てい操そうの恩人だよ！　しかもカナンちゃん、こんなにちっちゃくて可愛かわいいのに強いんだね！　あれハイソフィアってやつだよね！」

「……ええ、まあ」

　珍しくわずかに困惑を示して、カナンはこちらに視線を向ける。こう見えてカナンは人見知りが激しいので、ぐいぐい来られると対応に困ってしまうのである。

　さすがにかわいそうだったので、少女の襟えり首くびを摑つかみ引きはがしてやる。

　少女もいきなり見知らぬ他人に迫ってしまったことを自覚したのか、照れたように笑う。

「ごめんね……ちょっと嬉しすぎて興奮しちゃった……。でも、悪気があるわけじゃなくて……あ、そうだ！　自己紹介もまだだったね！」

　言って、少女は佇たたずまいを直し、小首を傾げて微笑ほほえんだ。

「わたし、明あけ星ぼしアナ。アナでいいよ。怖いお兄さんたちにいじめられてるところを助けてくれてありがとうございました。このご恩は一生忘れません」

　その何気ない言葉に──俺の心臓はドクンと一ひと際きわ強く高鳴った。

　明あけ星ぼしアナ。

　やはりそれは、夢で出会った少女と同じ名前で……。

　つまり、夢のアナと目の前のアナは同一人物ということになり……。

　俺はますますわけがわからなくなった。

　正夢だとか既き視し感かんだとか。

　明らかにそう言ったものを超越した現象だとしか思えない。

　ならば、俺の身に起きているのはいったい……？

　無意識に思考を巡らせようとしたところで、金髪の少女──アナは話題を変える。

「あ、そういえば、イザヤくんたちこの路地の入り口辺りで仔こ猫ねこ見なかった？」

「……仔こ猫ねこ？」思考を中断し、首を傾げる。「俺は見てないけど……」

　続けてカナンへ視線を向けると、彼女も小さく首を横に振る。

　アナは、「そうかあ……」とどこか残念そうに呟いた。少し気になる。

「仔こ猫ねこがどうかしたのか？」

「うん、実はさっきこの路地の入り口のところで迷子の仔こ猫ねこを見かけて……」

　迷子の仔こ猫ねこって……。俺は少し呆れて尋ねる。

「おまえ、黒服の怖いお兄さんに追いかけられてるのに、迷子の仔こ猫ねこの心配なんて──」

「えっ!?　なんで知ってるの!?　イザヤくん、見てたの!?」

　俺の言葉を遮さえぎって、アナは驚いたように目を見張る。一瞬その驚きの意味が理解できなかったが……すぐに自分のミスに気づく。そうだ……黒服に追われていたのはあくまでも俺が見た夢の話だったんだ……。

　うっかり口が滑ってしまった。あまりにも不用意な発言だったと反省する。

「わ、悪い！　ちょっとまえにたまたま夢で似たような状況を見たことがあってさ、それとごっちゃにしちゃったんだ……」

「そ、そう……？　それならいいんだけど……」

　不思議そうな顔でアナは納得してくれる。幸いなことに、俺の失言は軽く流してもらえたが……心の中では新たな疑問も浮かぶ。どうやらアナの様子からすると、黒服に追われていたことは本当のようで……俺の頭はますます混乱する。

　混乱していたのだが──。

　むぎゅるるるるる。

　突如、狭い路地裏に響き渡った間の抜けた音が俺の思考を中断させた。

　何事かと周囲の様子を窺うかがうと、アナが顔を真っ赤にして腹部を押さえていた。

　まさか今の……腹の虫？　そんなでっかい腹の虫ある？

　懐かい疑ぎ的な視線を向けると、アナは心底恥ずかしそうに照れ笑いを浮かべる。

「何か緊張しすぎておなか空いちゃった……っ！」

「お、おう……まあ、そういうこともあるよな……」

　それにしても音でかすぎだろう、とは思ったがさすがにかわいそうなのでこれ以上は突っ込まないことにする。

　するとアナは、名案を思いついたように眩しい笑顔で手を叩いた。

「そうだ！　もし良かったらこれから一緒にごはんでもどうかな？　助けてくれたお礼にご馳ち走そうするよ！　わたし町歩くの初めてだから、美味おいしいお店とか教えてくれると嬉しいな！」

　それはとても魅力的な提案に思えたが……。

「──申し訳ありませんが、兄さんとカナンは今、取り込み中なので」

　一も二もなく、カナンはその提案を断る。さすがに《熾天使セラフ》という立場もある以上、仕事を途中で放ほう棄きするつもりはないらしい。

「……そっかあ。忙しいなら仕方ないね……」

　明確な拒きよ絶ぜつにアナは肩を落とす。まるでごはんを取り上げられた愛あい玩がん犬けんのような落ち込みように、胸がちくりと痛む。

　ここでアナと別れるのは、良くない気がする。夢のことを考えるのであれば……少なくともしばらくはアナと行動して様子を窺うかがうべきだろう。

　カナンの約束とアナの提案を天てん秤びんに掛け、俺は判断を下す。

「……わかったよ。じゃあ、俺だけ付き合おうか」

「兄さん──っ!?」

　珍しく、本当に珍しくカナンは動揺を見せる。どうやら俺からそんな提案が出るとは思っていなかったらしい。さすがに申し訳ないので、俺はカナンを見つめながら説明する。

「考えてもみろ。ここでアナを一人で行かせたら、また不良連中に絡まれるかもしれないだろ。関わった以上、最後まで彼女の身の安全には責任をもつべきだ。それに《悪魔》相手の見回りには俺は何の役にも立てないけど、不良相手なら……時間稼ぎくらいはできる。合理的に考えれば、俺がアナに付いていくのがベストだろ？」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

　カナンは逡しゆん巡じゆんするように、俺とアナの顔を交互に見る。

「年頃の男女が二人きりで食事に行くなんて……逢あい引びきではありませんか……っ！」

「逢あい引びきって……」

　古風か。

「あの……忙しいなら無理しなくていいよ？　わたしもその、思いつきで提案しただけだし」

　様子を窺うかがっていたアナが控ひかえめに発言する。俺は笑みを返す。

「いや、ちょうど俺も腹が減ってたところだし、是ぜ非ひご相しよう伴ばんに与あずからせてほしい。妹はちょっと用事があって同どう伴はんできないが……まあ、仕事だし仕方ないから気にしなくていいよ」

「に、兄さんっ！」

　ありありと動揺を示しながらカナンは俺に手を伸ばすが、それを遮さえぎるように俺は彼女に告げる。

「カナン、この埋め合わせは近いうちに必ずするから、今日は我慢してくれ。おまえも全人類の未来を背負った尊いお勤めをしっかり果たすんだぞ」

「ま、待って兄さん……っ！」

　追おい縋すがろうとするカナンに背を向けて、俺はアナを押して歩き出す。

「じゃ、行こうか。何か食いたいものはあるか？　お勧すすめはそうだな……肉かな。もし嫌じゃなかったら、近くに美味うまいステーキハウスがあるからそこへ行こうか」

「え、あ、うん……。お肉は大好きだから是ぜ非ひお願いしたいところだけど……カナンちゃん、その、本当にいいの……？」

　アナは後ろ髪を引かれるように問う。俺は力強く頷く。

「残念だが……こればかりは仕方ないんだ。カナンには人類を守るという崇すう高こうな使命があってな……我々一般人とは違って忙しいんだ……。そして何もできない俺たちは、カナンたちが守ってくれた平和を謳おう歌かすることが義務なんだ……。そんなわけで、気にせず食いに行こう」

　半ば強引にアナの背中を押して進んでいく。

「ううううぅぅぅぅッッッ！」

　……なんか背後から手負いの獣けもののような唸うなり声が聞こえてくるが気にしない。そして、そのまま十メートルほど進んだところで──。

「……わかりましたっ！　カナンもご一緒しますっ！」

　ててて、とこちらに駆け寄り、これまた珍しくわずかに頰ほおを染めながらカナンは叫んだ。

「いや、でもおまえ、仕事の途中じゃ……」

「途中ですけど！　本当はダメですけど！　人類存亡の危機よりも今この瞬間だけは、兄さんの貞てい操そうのほうが大事です！」

「貞てい操そうって……」

　古風か。

　まあでも、カナンが同行したくなるようにわざと煽あおるようなことを言ったので、見事にその作戦がハマったというのが正直なところ。せっかくの機会だしカナンも一緒のほうが賑にぎやかで楽しいだろう、というささやかな兄心なのである。

　それにいつも《熾天使セラフ》の仕事で忙しいみたいだし……たまには息抜きも必要だ。

　呼び出しが来ないように携けい帯たい端たん末まつの電源を切るカナンを横目に見つつ、俺は無駄に大げさに宣言する。

「よし、それじゃあいっちょみんなで肉食い行くか！」

　そんなこんなで、俺たちはステーキハウスへと向かう。

　夢の中いちどめの出会いとは異なり、現実にどめは少しだけ賑にぎやかなものとなった。
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「ふおお……肉厚がすごい……」

　アナは星せい宿しゆくの双そう眸ぼうを煌きらめかせながら、目の前に置かれた熱々の鉄板を見つめる。

　場所はわりとよく来る商業地区南部のステーキハウス。

　飯めし時どきを外していたこともあり、注文はすぐにやって来た。

　感かん嘆たんの声を上げるアナ。そこまで喜んでくれると俺も連れてきた甲か斐いがあるというものだ。何せ普段一緒にいる妹はめったに感情表現をしてくれないわけで。

「……兄さん。何か失礼なこと考えていませんか？」

「何も考えてないよ！　さあ、冷めないうちにいただこう！」

　やたらと勘かんの鋭するどいカナンの追撃を躱かわしつつ、俺は肉にかぶりつく。

　熱々の肉にく汁じゆうと、嚙み応えのある赤身の旨うま味みで、口の中がカーニバル状態になる。

　大味ではあるが満足感がすごい。

　ちらりと隣のアナを窺うかがうと、俯うつむいて髪が鉄板に触れないようにどこからか取り出したシュシュで長い金髪を無造作に結ってから、一切の躊ちゆう躇ちよなく肉にむさぼりついた。

　もきゅもきゅと咀そ嚼しやくをし、コクンと嚥えん下げすると恍こう惚こつの声を上げる。

「ほああ……おいちい……おにくおいちい……」

「知能退行してるぞ」

「それくらい美味おいしいのさ……イザヤくんにも一切れあげるね」

　こちらの確認も取らずに俺の鉄板に一切れの肉を置き、ついでとばかりに俺の鉄板から肉を一切れ奪っていく。

　その強引さに何な故ぜか懐なつかしさのようなものを覚えていると反対側から、

「……兄さん。カナンのお肉もどうぞ」

　スッと。どこか不機嫌そうな面おも持もちで、カナンも肉を一切れ置いていく。心なしか、アナがくれたものよりも大きいような気がする。

「……え、なに怖いんだけど。おまえ普段絶対自分の分くれたりしないじゃん……」

「今日はとても機嫌が良いので特別です」

「むしろ普段よりも不機嫌に見えるんだけど……おまえそんな感情豊かだったっけ……？」

「心外ですね。カナンはいつもミュージカルの登場人物並に感情豊かですよ」

「いや、おまえが高らかに感情を歌い上げてるとこ見たことねえよ……」

　呆あきれながらも肉を食べていると、反対側のアナがくすくすと笑う。

「仲いいんだね。羨うらやましいな、わたし兄妹きようだいとかいないから」

「羨うらやましいですか、そうでしょうとも。カナンと兄さんは一般的な兄妹きようだいを超越して仲良しなのです。アナさんが分け入る隙はありませんよ」
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「おい、適当なこと言うな。超越なんかしてない」

「あはは、いいなあ。カナンちゃん、お兄ちゃん大好きなんだね」

「──ええ、死ぬほど」

「…………」

　妹の愛が重すぎて怖い……。

　妙に殺さつ伐ばつとした会話の中、それでもアナの人ひと柄がらによるものか食事は和なごやかに進む。

「イザヤくんたちって神しん智ち学院の学生さんなんだよね。学校楽しい？」

「──そんなに楽しくはないな。俺、友達いないし成績も悪いから。でも……そんな俺のことをお節介にも心配してくれるやつもいたりして……そう悪いとこでもないかな」

　ふと脳のう裏りにいつもの怒ったシズクの顔が浮かび、俺は苦笑を浮かべる。

「それ女の子？」

「まあ、うん」

「彼女？」

「そんなんじゃない……ただのクラス委員長だよ。というかなんで女だって思ったんだ？」

「え？　いや、何となくイザヤくんって、放っておけないオーラ出してるというか、捨て犬みたいなイメージだから、そういうの気にするのはやっぱり女の子かなあって」

「……あの女、また兄さんにちょっかい掛けているのですか。今度ちょっと話し合う必要がありそうですね」

「おまえ一応先輩なんだから、『あの女』とか言うなよ……」

　何な故ぜか敵意を剝むき出だしにするカナンをやんわりと窘たしなめる。それからカナンはアナに向き直り、

「──しかし、出会って数分で兄の本質を見抜くとはさすがアナさんです」

　と、どこか忌いま々いましげに続ける。

「そうなのです。兄は自じ堕だ落らくで不真面目で厭えん世せい的でどうしようもない社会不適合者なのですが、その反面他人のためならば無茶なことでも平気で実行してしまう自己犠牲も持ち合わせていて、見ていて危あやういというか、母性本能をくすぐるのです。子宮が疼うずくと言いますか」

「……さっきも思ったけど、頼むから年頃の娘が人前で子宮とか言わないで……」

「ですのでアナさん。間違いなくとても苦労するので、兄さんに手を出すのはやめてください」

　俺の心からの願いを無視して、カナンはきっぱりと告げる。しかしアナは、あくまでも余裕の対応で笑う。

「あはは、大丈夫だよー。カナンちゃんの大好きなお兄ちゃん取ったりしないからー。それにわたし、カナンちゃんと仲良くなりたいからカナンちゃんの嫌がることはしないよー」

「……もしかして、アナさんいい人です？」

「うーん、どうかなあ。でも、少なくとも悪い人じゃないと思うから仲良くしてくれると嬉しいな。ほら、カナンちゃんにもお肉あげる」

　俺をまたいで肉の交換が行われる。色々と突っ込みたいところではあったが、人見知りのカナンに友だちができるのであればそれはとても良いことなので黙っておく。

　それから、せっかくの機会なのでアナに尋ねてみる。

「──そういえば、この町が初めてとか言ってたけど、これまではどこにいたんだ？」

「ん？　わたしはずっとこの町に住んでたよ。ただずっと研究所で過ごしてきたから、お外に出るのが初めてってだけだよー」

「……えっ？」

　予想外の言葉に──思わず素で聞き返してしまった。

　どういう、ことだ……？

　夢の中のアナは確か、外国にいた、と言っていたような……。まあ、夢の発言を現実に引っ張ってくるのもおかしな話だが、これまでの符ふ合ごうから考えると、この不一致は少し気になる。

　それに研究所って……さらりと言ってるが、わりと重たい話なのでは……？

　訝いぶかしげな視線を向ける。するとアナは慌てたように首を横に振る。

「ああ、違う違う！　えっと、その……うん、まあ、ちょっと訳あって、病気とかじゃないんだけど、とにかく研究のためにずっと研究所で暮らしてたのさ。それに何か変な実験されてたとか、そういうのじゃ全然なくて、むしろ研究所の人たちにめちゃめちゃ甘やかされてたよ。口を開けば、アナちゃん可愛かわいい可愛かわいいって。まあ、実際アナちゃん可愛かわいいから仕方ないんですけどー？」

　満足げに鼻息を漏らしながら胸を張るアナ。念のため、一応確認してみる。

「ちなみにこれまで海外に行ったことってある？」

「海外？　いや、一度もないね。少なくとも覚えてる限りは」

　意外な質問だったのか不思議そうに小首を傾げてアナは答えた。

　そうか……じゃあ、やはり所しよ詮せん、夢は夢ってことか……。

　その結論に、俺は少しだけ安あん堵どする。いずれにせよ、アナがこれまで大切にされてきたというのは素直に嬉しい。この天てん真しん爛らん漫まんさはきっとたくさんの愛情を注がれてきた結果なのだろう。俺のような人間からしたら、眩しくすら思えるほどに──。

「ん？　どうしたの？　何か海外絡みでつらいことでも思い出しちゃった？」

　アナが心配そうに俺の顔を覗き込んできた。どうやら食事の手を止めて余計なことを考えてしまっていたようだ。慌てて思考を中断して、適当に誤ご魔ま化かす。

「……いや、何でもないよ。ただ、アナに見とれてた。ポニーテイルも似合うんだな」

「ふおおっ!?」

　一瞬で顔を発火させ、アナは頓とん狂きような声を上げる。

「び、びっくりしたなあ……急に変なこと言わないでよ……っ！」

「変じゃないよ。本当に似合ってる。すごく可愛かわいい。世界一可愛かわいい」

「や……やめ……やめろぉ！」

　恥ずかしさに耐えきれなくなったのか、ナイフとフォークをテーブルへ戻し、両手に顔を埋うめる。コミカルな動作がまた愛らしい。そんなアナを見ていたら、先ほどまでのもやもやした気持ちが霧む散さんしてしまった。

　何となく上機嫌でいたら、黙って肉を食べていたカナンがぽつりと一言。

「──兄さん。食事中に女性を口説くのは些いささか品がないかと」

「…………」

　おまえ数分まえに俺への愛を暴ばく露ろしてたじゃん、とは思ったがどことなく不機嫌そうな口調だったので黙っておく。もしかして……やきもち妬やいてる？

　恐る恐る俺はご機嫌伺いを試みる。

「……でも、カナンも負けないくらい可愛かわいいぞ？　実は俺はポニーテイルと同じくらいに黒髪のミディアムボブが好きなんだ。チャーミングで実にいい」

「──ありがとうございます。実はカナンも兄さんのすべてが格好良いと思っています」

　無表情のまま礼を述べ、カナンは切り分けた肉を再び俺の鉄板の上に載のせた。

　おまえ……チョロすぎだろ……。お兄ちゃん、マジでおまえの将来心配だよ……。

　複雑な心境を抱いだく俺。そして一連のやりとりを眺めていたアナが楽しそうに笑う。

「あはは、イザヤくんは、ジゴロだなあ。そうやって今まで女の子を泣かせてきたんだなあ？」

「そうなのです。兄には無自覚系ラブコメ主人公の気質があるのです」

「……そんな気質ねえよ」

　首しゆ肯こうするカナンに脱力しながら──何とも不思議な食事会は粛しゆく々しゆくと進んだのだった……。




　　　　６




　存分にステーキを満まん喫きつしてから店を出ると、すっかり空は茜あかね色いろに染まっていた。時刻を確認するとすでに午後五時を過ぎている。

　少しだけ、長居をしてしまった。食事自体はわりとすぐに終わったのだが、その後店内に俺たちだけしかいなかったことと、大量の上等な肉に満腹中ちゆう枢すうを刺激されたことによる得も言われぬ幸福感から、まったりしていたのである。

「──それで、これからアナはどうするんだ？」

　気持ちよさそうに夕風に金糸の髪を揺らす少女に尋ねる。

「そうだなあ……。本当はもっとイザヤくんたちと一緒にいたいんだけど……いい時間だしそろそろ帰らないと……」

　アナはとても名残なごり惜おしそうに、にへへ、と笑う。できれば俺ももう少しアナと一緒にいたかったので、さり気なく提案してみる。

「──それじゃあ、送っていくよ。その研究所とやらに帰るんだろうけど、途中でまた不良連中にでも絡まれたら大変だ。……カナンはどうする？」

　傍らの妹に水を向けると、相変わらずの無表情にささやかな不機嫌さを滲にじませて答える。

「……もちろん、カナンも行きます。二人だけにしたら、別わかれ際ぎわに接せつ吻ぷんでもしそうな雰囲気ですので」

「接せつ吻ぷんって……」

　さすがに三度目ともなれば突っ込みも覇は気きが出ない。しかし、そんな俺らをアナはとても楽しそうに眺めてくすくすと笑う。

「ありがとう、二人とも。それじゃあ、頼もしいボディガードお願いしちゃおうかなっ」

　そう言って小首を傾げて微笑ほほえむアナ。言げん質ちを取ったとばかりに俺は内心でガッツポーズをする。これであと少しだけ、アナと一緒にいられる。それはとても素晴らしいことのように思う。

　だから俺は万ばん感かんの思いを胸に、口を開く。

「ああ、任せとけ。それで、その研究所ってどっちに行けば──」

　そう、何気なく尋ねようとした、次の瞬間──。




　──二十メートルほど離れた何でもない道ばたで、突然爆発が起こった。




　ほとんど反射的に、俺はアナとカナンに覆おおい被かぶさるようにしてしゃがみ込む。

「きゃっ……！　な、なに……？」

「────っ！」

　動揺の声を上げるアナと、対照的に緊張した様子で息を吞むカナン。

　とても嫌な予感を覚えながら、俺は首だけで爆発が起こったほうを振り返る。




　するとそこには──全長二メートルほどの、一対ついの異形の翼を備えた化け物が佇たたずんでいた。




　一目見て、黒い。あまりにも黒すぎるそれは、明らかにこの世ならざるモノの色だ。

　フシュルルル、という湿しめり気けを帯びた独特の呼吸音。口らしき器官からは漆しつ黒こくの吐と息いきが漏もれ出ている。

　そして長いしっぽを地面の上でゆらゆらと揺らし──虚うつろな眼がん窩かからこちらをじっと見つめていた。

　怖おぞ気けがするほどの嫌悪感を抱いだく異質な造形の怪物──それはまぎれもなく、人類の天敵《悪魔》だった。

　俺の左腕を喰らい、そして母を殺した憎むべき──敵。

　ヤバイ、と本能が全力の緊急アラートを打ち鳴らす。

　しかし、トラウマのせいで咄とつ嗟さのことに身体からだが動かない。

　一瞬で周囲は大パニックだった。悲鳴と怒声が交こう錯さくし、人々は我先にと突如発生した地獄の爆心地から逃げ出していく。

　だが、問題の《悪魔》はそんな人々には一切の興味を示さず、ただひたすらに俺たちに狙いを定めていた。

　ゆらりと、《悪魔》は異形の翼を、ほとんど骨格だけのような明らかに空を飛ぶ構造をしていないそれを揺らめかせる。

　ヤバイ、来る──っ！

　俺の覚悟も決まらないうちに、一いつ足そく飛とびに、まるで弾丸のような速度で《悪魔》は俺たちに迫る。

　ダメだ、死んだ──。

　刹せつ那なの待機時間で、数すう瞬しゆん後ごの死を意識する。

　しかし──。

　俺たちの数メートル手前で、《悪魔》は物理法則を完全に無視して急停止した。

　なにが……起こった……？

　混乱の中にありながらも俺は目を凝こらす。

　すると俺たちと《悪魔》の間に、半透明の壁のようなものがあることに気がついた。

　その壁は、真夏の陽炎かげろうのように不確かな揺らぎをしていながらも、確固としてそこに存在している。どうやらその不可視の壁のおかげで、《悪魔》は俺たちに襲いかかれないようだ。

　ただただ呆然と状況を見ているしかない俺の腕の中から、小さいほうの個体がするりと抜けだし、どこか呆れをはらんだように言う。

「──まったく。《熾天使セラフ》のカナンを《悪魔》から庇かばうなんて、兄さんはいったい何を考えているのですか」

　青み掛かった黒髪のミディアムボブを爆風に揺らしながら──《熾天使セラフ》第八位、四しノの森もりカナンが立ち上がる。

「《低級悪魔》一体確認。増ぞう援えん連れん鎖さなし。ただちに排除します」

　機械的に、あるいは事務的にそう告げてから、カナンはちらりとこちらに向き直り、珍しく、本当に珍しく微かすかにはにかむ。

「──でも、とても格好良かったですよ、兄さん。ますます恋れん慕ぼが募つのりました」

　それからすぐにいつもの無表情に戻って続ける。

「ここは危険ですので、アナさんを連れて逃げてください」

「う……あ……で、でも、カナンを置いていくわけには……」

　混乱と動揺を必死に抑えながら、俺は回らない舌で答える。するとカナンはこれ見よがしのため息を吐く。

「《六対翼サタナエル》クラスならともかく、《一いつ対つい翼よく》程度の雑魚ざこにカナンが後おくれをとるはずないでしょう。本当は今すぐにでも瞬しゆん殺さつできるレベルですが、万が一にも兄さんたちに二次被害が出てはいけないと思って力を制御しているだけです。要するに兄さんたちは邪魔なのです。些いささか不服ではありますが、とりあえずカナンのことなど気にせず、さっさと遠くへ逃げてください」

　うっ……とさすがに黙り込む。

　カナンの実力は俺が一番よく知っている。だから今この状況で、俺たちがカナンの足手まといにしかなっていないことも……悔しいが理解できた。

　一度納得してしまえば行動は早い。俺は、アナの手を引いて立ち上がらせ、カナンに手短に告げる。

「──わかった。アナは俺が責任を持って逃がすから、ここは任せた。おまえも……あまり無茶はするなよ」

「ご安心を。この程度、本気を出すまでもありません。かるーく捻ひねってやりますよ。それと……アナさんは、このドサクサに紛まぎれて兄さんにオイタしたらダメですからね」

　軽口を叩くカナンに向かって一度頷いてから──俺は、脇わき目めも振らずにアナの手を引いて走り出す。懸けん命めいに足を動かしながら、アナは心配そうに声を上げる。

「カナンちゃん《熾天使セラフ》だったんだね！　でも、本当に一人で大丈夫なの!?」

「ランキングは八位でも、あいつの強さは規格外だから心配いらないぞ！　それよりも、あいつの邪魔にならないように早く遠くへ逃げないと……！」

　息を切らしながらアナの手を引いて走り、いつの間にか俺たちは駅前のスクランブル交差点までやって来ていた。

　さすがにこの辺りまで来ると、まだ《悪魔》出現の情報が行き渡っていないのか、いつもどおりの雑多な日常が広がっていた。

　ここまで走り通しだった俺とアナは、一旦足を止めて、荒い呼吸を繰り返しながら互いの無事を喜び合う。

「はあ……はあ……ここまで来れば、とりあえず大丈夫だろう……」

「そ……そうだね……ヤバい、お肉吐きそう……」

「……頼むからそれは我慢してくれ」

「あはは……でも……すごく《生きてる》って感じがする……すごく……楽しい……」

「な……何だよそれ……」

　意味のわからないことを言うアナを肩で息をしながら窘たしなめる。

　とりあえずせめて少しでも気持ちを落ち着かせるために、自じ販はん機きで冷たいスポーツドリンクを買い、二人並んで道ばたで呷あおる。

「……っ、ぷはあ！　生き返るう！」

　大げさにアナはそう言うと、上等そうなブラウスの袖そでで口元を豪ごう快かいに拭ぬぐう。

　その何とも言えないミスマッチ姿に、俺はこんな状況だというのに笑ってしまう。

　急場を脱だつした余よ韻いんで、脳内麻薬がまだ出ているのかもしれない。

　しかしそんな俺とは対照的に、アナは不安そうな面おも持もちでぽつりと呟く。

「……でも、カナンちゃん本当に大丈夫かな……？　あんな小っちゃくて可愛かわいらしい女の子を置いて来ちゃって、わたしは結構罪悪感がすごいよ……」

「……まあ、気持ちはわからないでもないけど、その罪悪感はどうせ杞き憂ゆうだから考えなくていいぞ。カナンが本気を出したら、マジで洒落しやれにならないくらい強いから」

「そ、そういうものなんだ……」

　アナは困惑と呆然を綯ない交まぜにしたような複雑な表情で頷く。

「とにかく、あとでカナンちゃんにお礼言わなきゃ。──それに、イザヤくんにも」

　不意にアナは、姿勢を正して俺に向き直り、穏やかに微笑ほほえんだ。

「イザヤくんも、わたしの手を引いて逃げてくれてありがとう」

「俺は……何もしてないよ」

　ハイソフィアを持たない劣等感から苦々しくそう答えるが、アナはゆっくりと首を横に振る。

「あんな状況で、冷静にわたしを連れて逃げられるなんてそれだけですごいことだよ。わたしだけだったらきっと、怖くて腰が抜けちゃってダメだった。だから……ありがとう」

　慈じ愛あいに満ちた優しげな光をたたえた星せい宿しゆくの双そう眸ぼうで俺を見上げる。

　それは夢で見た、俺を肯定してくれたときのあの瞳とまったく同じで──。

　やはりこの少女は、どんな状況であれ俺という異質な存在を認めてくれるのだということがどうしようもなく理解できてしまい、俺は口元が綻ほころぶのを堪こらえることができなかった。

　不思議そうにアナは小首を傾げる。アナにはそんな俺の心情の変化などわかるはずもない。

　だから俺は、精一杯の感謝をアナに伝えようと口を開く。

「なあ、アナ。あのさ──」

　──だが。

　楽しい時間というものは、いつだって唐突に終わってしまうもので。

　俺は今という時間の心ここ地ち良よさにかまけて、《あの夢》の最後を──失念していた。

　のんびりと大通りの脇わきで立ち話をしていた俺たちに向かい、突然黒服サングラスの集団が走って来た。

　それは夢の中で、アナを追っていた連中だった。そのうちの一人がアナの存在に気づいたらしく、こちらを指さしながら大声で叫んだ。

「いたぞ！　絶対に逃がすな！　殺せ！」

　なん、で──？

　不条理な状況に理解が及ばなくなる。

　何な故ぜアナは追われている？　そして──何な故ぜアナは殺されようとしている……？

　何もわからなかったが、とにかく動かなければならないと本能的に判断し、俺はアナの手を摑つかんで一目散に走り出す。走りながらアナが叫ぶ。

「ダ、ダメだよ！　危ないからイザヤくんだけでも逃げて！」

「そんなことできるわけないだろ！」

　走りながら懇こん願がんするアナを、俺は怒ど鳴なりつけて黙らせる。

　こうなってしまった以上、大通りでは逆に目立って逃げにくい。

　俺は脇わき道みちへ逸それ、どうにかして男たちを撒まこうと頭と足を必死に動かす。

　なんでだよ……っ！　くそっ……！　あの黒服連中は俺の夢の中の登場人物じゃなかったのかよ……っ！　なんでそれが実在して、しかもアナを殺そうとしてるんだよ……っ！

　考えれば考えるほど、頭は混乱するばかりだ。

　一方で、意識の片隅では予感めいたものも抱いだく。まさかこれは、予知夢ではなく、実際に経験したこと──？

　脳のう裏りに浮かんだ荒こう唐とう無む稽けいな発想を振り払うように、俺は足を動かす。今は、余計なことに気を取られている場合ではない。

　しばらく一心不乱に走り回り、やがて人ひと気けのない路地裏までやって来たところで──俺は自らの浅はかさを悔くいる。

　その先の道は閉ざされ──完全な袋ふくろ小路こうじになっていたのだ。

　どうやら俺は連中から逃げているようでその実、馬鹿みたいに手のひらで躍おどらされてここへ追い込まれただけらしい……。

「はあ……はあ……くそっ……！」

　荒い呼吸を繰り返しながらも、アナを背中に庇かばい男たちと対たい峙じする。

　こんな狭い袋ふくろ小路こうじに追い込まれては、アナを巻き込みかねないので《悪魔の腕》も使えない。内心で歯は嚙がみしながら男たちを睨みつけていると、やがて一団の中からリーダー格と思おぼしき男が進み出てきた。

　男の手には──拳けん銃じゆうが握られていた。

　テレビや映画の中でしか見たことがないそれを間近で捉とらえ、本能的な恐怖に震える。

　緊張が高まる中、男は路地裏に響く低い声で言う。

「──その娘を渡してもらおう。そうすれば命だけは助けてやる」

「い……いやだ……っ！」

　映画のように格好良くはいかなかった。

　ただただ情けなく、恥も外聞もなく、駄だ々だをこねる子供のように拒きよ絶ぜつする。

　男は顔をしかめ、細く長い息を吐く。

「……子供じみた正義感に酔よいしれて判断を見誤るな。その娘は、世界の敵なんだ。おまえがやってることは、正義でも何でもなくただの世界への反逆だぞ」

「──？　それは、どういう──」

　だが、皆みなまで言い終わる暇いとまさえ与えられず。

　俺は突然の刺さし貫つらぬくような激痛に襲われ、地面に膝を着いていた。

　一瞬遅れて、乾いた破裂音が路地裏に響き渡る。キン、と金属片へんが地面に落ちる。

　何が起こったのかすぐには理解できなかったが、男の握る拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうからわずかに煙が立ち上っているのを見て……今自分はそれに撃たれたのだ、と理解する。

「イザヤくん！」

　アナが飛びついてくる。

　来るな、隠れてろ、という俺の叫びは、無情にも口から溢あふれる大量の鮮せん血けつによって消える。

　違和感のある腹部に目を向ける。すると制服が真っ赤に染まり、粘ねん性せいのある温かい液体がだくだくとにじみ出ていた。

　どうやら腹を撃たれたらしい。薄いヴェールの掛かった思考で、他人ひと事ごとのようにそんなことを思う。

　ふと俺の顔に影が掛かる。急激な血圧の低下で暗くなる視界の中、わずかに視線を上げると、俺と男の間に両腕を広げて立ちふさがるアナの姿が見えた。アナは必死に懇こん願がんする。

「この人は関係ないの！　わたしはどうなってもいいけど、この人のことは助けてあげて！」

　よせ……やめろ……説得の通じる相手じゃない……。

　彼女をこの場から逃がそうと、懸けん命めいに手を伸ばす。

　しかし、そんな俺の必死の願いも虚むなしく──。

　──パァン。

　再び容よう赦しやのない破裂音が路地裏に響き渡る。

　まるで正面から軽く押されたように、ふわりと一瞬だけアナの身体からだは浮き上がり。

　どさり、と倒れ込んだ。キン、と再び薬やつ莢きようが地面に転がる。鼻び腔こうを火薬臭しゆうが掠かすめた。

　清潔な乳白色のブラウスの左胸から、じわりと朱あかい色が広がっていく。

　くそ……くそぉ……っ！

　俺は痛みを無視して、アナの身体からだに這はい寄よる。

　よく笑っていたその顔は、急速に色を失っていく。

　また守れなかった……っ！　あのときと同じように、アナを死なせてしまった……っ！

　自分の不ふ甲が斐いなさと情けなさに、涙が出てくる。

　物言わぬアナの身体からだに縋すがりつき、俺は慟どう哭こくを上げる。

　周りの男たちが何かを言っているが、もはや何も聞こえないしどうでもいい。

　次第に俺の意識も霞かすんでくる。

　死にたいわけではなかったが……アナが死んでしまった世界ならば、もういる意味もないかな、と諦てい観かんめいた思いも込み上げてくる。

　運命を受け入れようと、最後のため息を吐いたところで──。




　目の前に、謎の光る球体が浮いていることに気がついた。




　ふよふよと。地球上のあらゆる物理法則を無視して、それは悠ゆう然ぜんと揺蕩たゆたっている。

　いつかどこかで見たことのあるそれに──俺の左腕はまた意思に反して伸びていた。

　いつの間にか聖せい骸がい布ふが外れ、忌いまわしい《悪魔の腕》が露ろ出しゆつしている。

　何となく──確信めいたものを抱いだく。




　これを砕いたら……また教室に戻っているのではないか、というあり得ない仮定。




　だがいずれにせよ──選せん択たく肢しなどない。

　俺は見る者に嫌悪感を抱いだかせるおぞましい異形の手で、その虹にじ色いろに輝く球体を握る。

　──パリン、と。

　まるでガラス細工のように、いともたやすくそれは砕け散り。

　すぐさま俺の意識は暗転した──。
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　──……ィン……ゴーン……。




　遠くで、鐘の音が聞こえる。

　それが祝福の鐘どころか、むしろ地獄の銅ど鑼らのような不ふ吉きつなものに思えて、俺はその不快感に飛び起きる。

「わっ、びっくりした……っ！」

　すぐ近くから聞き馴な染じみのある温和な声。

　周囲を見渡すとそこは見慣れた学院の教室。クラスメイトたちは今まさに講義から解放されたかのように、晴れやかな笑顔を浮かべている。

　──やはり戻ってきたか。

　安あん堵どとも失意とも異なる複雑な想いを、ため息として吐き出してから声のほうを見やる。

　目の前には、お節介なクラス委員長、雨あま宮みやシズクが、驚きに目を丸くして立っていた。

「急に起きるからびっくりしちゃった。まるで私が起こしにくるのがわかっていたみたい」

「…………」

　まるで、でも、みたい、でもなく、そのとおりなんだよ、委員長……。

　シズクの言葉に苦い思いを抱いだいていると、今度は心配そうに俺の顔を覗き込んでくる。

「ど、どうしたの……？　ずいぶん顔色が悪いわ……それに酷い汗」

　言いながらこちらの許可も取らずに、取り出した白いハンカチで俺の額を拭ぬぐう。

「何だか今にも死んじゃいそうな顔してるけど……大丈夫？　具合悪いなら医務室行く？」

　俺を気き遣づかうように優しく尋ねてくる。何だかそれがとても心に染み入る。

　だがそんなことをしている場合ではないので、やんわりとそれを固辞して、俺はふらつきながら早々に教室を出る。

　酷い目め眩まいを覚えつつも、俺はゆっくりと廊下を進む。足を動かしながら──それ以上に俺は必死に頭を動かし、現状を整理する。




　どうやら──俺はこの一日を繰り返しているらしい。




　あまりにも荒こう唐とう無む稽けいな仮説だが……それ以外に現状を説明しうる理屈が存在しないのだから仕方がない。

　正夢だとか予知夢だとか、そういうレベルの現象では断じてない。

　あの痛みも、あの悲しみも、あの怒いかりも。

　すべて紛まぎれもない現実のものだ。

　だから俺は──きっとこの一日を繰り返しているのだろう。一旦はそういう理解で思考を進める。

　そしておそらくその原因は、あの謎の光る球体だ。

　あれを《悪魔の腕》で破壊することで、俺は数時間まえの学院の教室へと戻るのだ。

　原理はさっぱりだが……とにかくそういう《ルール》らしい。

　確か以前、檻おり神がみは俺の左腕に関して、『概念を殺す』というようなことを言っていた。

　ならばあの、明らかにこの世のものではない虹にじ色いろに輝く球体は、殺すことで時間を繰り返す概念──そういった《因果》のようなものなのかもしれない。

　そしてその《因果》が俺の目の前に出現するのは、これまでの二回から俺が腹部に致命傷を負ったとき……。つまり俺の重傷がその引き金、トリガーになっていると考えるのが現状での自然な発想だろう。

　ここで重要なのは、この繰り返される時間の中で、俺は間違っても死んではならない、ということだ。

　あの光る球体を《悪魔の腕》でもって破壊するという行為が、この時間の繰り返しに必要なプロセスなのだとしたら、例えばトラックに轢ひかれて即死してしまったりしたらそこですべてが終わってしまうのではないだろうか。

　原理がよくわからない以上、絶対にすべてが終わる、とは言い切れないものの試してみるわけにもいかない。とにかく今は、この時間の繰り返しによって、アナを救うチャンスを得た、と前向きに考えよう。

　どういう偶然かはわかならいが、過去二回、アナは命を落としてしまった。

　いずれも場所も理由も異なることから、おそらくただの偶然ではないのだろう。

　つまり、何らかの因果によってアナが死んでしまう、ということが考えられる。

　ならばこの時間の繰り返しによってその因果を見極められれば、俺はアナを死の運命から救い出せるのではないだろうか。

　まだ可能性の段階で検証の必要があるが、少なくとも今後の方針は決まった。

　ひとまずはアナと合流して、色々と探っていこう。

　ふう、と深い息を吐く。少しだけ気分が楽になってきた。

　気持ちに余裕が出てきたところで、何となく左腕に違和感を覚えた。気になったので制服の袖そでを捲めくってみたら、聖せい骸がい布ふがわずかに下方にズレていた。

　俺の《悪魔の腕》自体は、《悪魔》と同じで、非物質的な──まるでブラックホールのような漆しつ黒こくの状態なのだが……その付け根、本物の俺の腕との境目の部分は、半分皮ひ膚ふ、半分漆しつ黒こくという感じで半ば炭化したような感じになっている。そして今は、その境界部分がわずかに聖せい骸がい布ふからはみ出していた。この程度なら周囲に影響はないが……。俺は一旦立ち止まって、手早く聖せい骸がい布ふを巻き直す。

　それから気を取り直して、俺はアナと再び《出会う》ために町へと繰り出していく。
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　三度目も無事に黒服から逃げるアナと出会うことができた。

　街の案内をお願いしてくるアナ。俺は渋しぶ々しぶを装いながらそれを快かい諾だくする。

　この頃は本当にただただ楽しかったんだけどなあ、ともはや遠い過去のようになってしまった美しい思い出を懐なつかしむ。

　それから、甘いものが食べたい、と言い出したアナを以前とは異なる甘かん味み処どころへ連れて行く。和わ菓が子しと抹まつ茶ちやのお店だが格式張ってはおらず気軽に楽しめることから若者に人気のスポットだ。

　店内の純和風の雰囲気が気に入ったのか、アナも楽しそうに目を輝かせている。

「趣おもむきがあるね！　わたし、和わ菓が子しも大好きだよー。生まれ変わったらあんこになりたい」

「そんな来世でいいのか……」

　相変わらずの変人振りに困惑しつつも、俺はアナとの会話を楽しむ。

　アナはイチゴ大福の抹まつ茶ちやセットを、俺は羊よう羹かんの抹まつ茶ちやセットをそれぞれ注文する。

　運ばれてきた大福を、この世の春が来たとばかりに喜んで食べるアナ。それを特等席で眺めて幸せな気持ちに浸りながら、俺も羊よう羹かんをいただく。

　それから、まえと同じく俺に関する質問が繰り出され、俺がそれに答えていくという展開に発展するが、場所が違うせいか微妙に異なる質問も飛んできた。

「──それにしても、イザヤくんよくこんなお店知ってたねえ。彼女とのデート用にリサーチ済みってやつ？」

「そんな軽けい薄はくな理由じゃない……単純に妹と来たことがあるだけだよ。甘いものが好きでな」

「へえ、妹ちゃん！　いいなあ、ねえ、可愛かわいい？」

　興味が湧いたのか身を乗り出して尋ねてくる。思わず、おまえ会ったことあるよ、と言いそうになるが、さすがにそれはまずいので、しばし答えに悩みつつ俺は答える。

「……昔は、お兄ちゃんお兄ちゃんと俺の後ろを追いかけて来て可愛かわいいヤツだったんだが、最近はもうすっかりクール系妹に成長してな……。俺は悲しい」

「あはは、イザヤくん意外とシスコンなんだねえ」

「そういうのじゃないけど……まあ、唯一の肉親だしな。大切だとは思ってるよ」

　偽いつわらざる俺の本音を溢こぼすと、アナは「いいね、そういうの」と柔らかく微笑ほほえんだ。せっかくの機会なので尋ねてみる。

「そういえば、アナは家族は？」

　その何気ない質問にアナは一瞬だけ言い淀み、しかしすぐにいつもの笑みを浮かべて応じる。

「……ちょっと訳ありでね。わたしは一人なんだ。天てん涯がい孤こ独どくってやつ」

「────。……その、デリカシィなくてごめん」

　思ってもいなかった言葉に、俺はすぐに謝罪する。考えてみれば、予想できたことだった。かつて何らかの研究施設で過ごしてきたと語った彼女が、一般的な家庭環境にないことくらい。

　沈ちん鬱うつな気持ちになっていたところで、アナはだらしなく笑う。

「にへへ、そんな深刻な話じゃないんだってば。確かにわたしは家族がいなくて、今は研究所で暮らしてるけど、研究員の人が優しくしてくれるし、今はみんなが家族みたいなものだから」

「そう、か。それなら良かった」

　少なくともアナの今が幸せなのであれば、何も問題はない。これ以上この話題に踏み込むのも悪いと思ったので俺は早々に切り上げる。

　だが──考えてみれば、俺はアナのことをほとんど何も知らなかった。

　何な故ぜ、研究所で暮らしているのか。そもそも何を研究しているのか。学生ではなさそうなアナはこれまで何をしてきたのか。

　本当は興味が尽きなかったが、少なくとも現時点でそれを深く突っ込めるほどの関係性は築けていないので、ここは一旦引く。

　そのタイミングで、アナが半ば強引に話題を変える。

「そんなことよりイザヤくん。左腕包帯してるけど怪け我がしてるの？　大丈夫？」

「ん？　ああ、これは……ちょっとした捻ねん挫ざだな。でも痛くもないし大丈夫だよ」

　いつかと同じ質問だったが、まえよりは自然な感じで答えられたと思う。おかげで今回はアナも引け目を感じなかったようで、イタズラっぽい笑みを浮かべて続ける。

「そっか、じゃあお揃そろいだね」

　言って。彼女は無造作に上等そうなブラウスの右袖そでを捲めくる。手首から上、前ぜん腕わんのあたりには、真白い包帯が巻かれていた。

　思わず息を吞む。今まで何度もアナと出会ってきたが、彼女が怪け我がをしている素そ振ぶりなんて一度も──。

　それからいつだったか、怪け我がに慣れてるとか、そんな話をしていたことを思い出す。

　眉み間けんにしわを寄せて記憶を辿たどっていたせいか、何かを勘違いしたアナは慌てた様子で、両手をぶるんぶるんと振るう。

「ああ、違う違う！　ごめんね、そんな深刻に捉えないで！　わたしのは、ちょっとした切り傷だから大丈夫だよ。全然痛くないし。だからほら、イザヤくんと一緒！　包帯フレンズ！」

　むふー、とわずかに頰ほおを上気させて鼻息を漏らす。そんな彼女のコミカルな動作を見ていたら──少しだけ、心が和やわらいだ。

　何気ない所作や気の使い方は、やはりどこか母の面おも影かげを感じる。同年代の女の子に母の面おも影かげを見るのも如何いかがなものかと思うが……。

　それからしばらく当たり障りのない会話と、美味おいしい和わ菓が子しを楽しんで、俺たちは店を出る。

　時刻は午後五時過ぎ。そろそろ注意しなければならない時間帯だ。

　不意にアナは立ち止まり、俺を見上げて言った。

「──ねえ、イザヤくん。もし良かったら少しお散歩しない？　帰るまえに、もうちょっとだけイザヤくんとお話がしたいんだけど……ダメかな？」

　上うわ目め遣づかいで、まるで散歩をねだる犬のような期待に満ちた視線を向けられたら、さすがに断れない。仕方がないので、繁はん華か街を見て回ることにする。道すがら、黒服には十二分に注意しつつ、一応念のため、不良に絡まれそうになる道は避けて通る。

　そして繁はん華か街への近道のため、人通りの少ない路地裏に差し掛かったところで──。

「────っ！」

　突然、身震いがするほどの寒気を感じ、俺は半ば反射的にアナに飛びついて道ばたに押し倒す。

　もつれ合うように、俺とアナは薄汚い路地を転がる。

「こんなところでなに!?　イザヤくん乱心したの!?」

　急に転ばされたものだから不満の声を上げるアナ。

　だが、その直後──パァン、という乾いた破裂音が狭い路地裏へ響き渡った。

「──クソッ！」

　しまった、黒服に追いつかれたか！

　自らの見通しの甘さを呪のろいながら、慌てて振り返る。

　しかし、それは黒服サングラスの一団ではなく──。




「──へえ、避よけるなんてやるじゃん」




　視線の先には、学院の制服を着た少年が、一人で立っていた。

　逆立てた緋ひ色いろの髪に、猛もう禽きん類を思わせる鋭い鳶とび色いろの双そう眸ぼう。

　胸元に刻まれた翼の刺し繡しゆうから察するに、天使科の学生のようだが……。

　様々な疑問が浮かぶが、とにかくアナを強引に引き起こしてから彼女を背中に庇かばい、少年と対たい峙じする。

　だが、少年がただの学生でないことくらいは見てすぐにわかる。

　なぜならば、その両手にはこの場にあまりにもそぐわない二丁の拳けん銃じゆうが、冷然と握られていたから。

　わずかにバレルの長い、白と黒の、禍まが々まがしい印象のハンドガン。見た目からして凶悪だ。

　俺は慎重に言葉を選んで尋ねる。

「──人違い、じゃないか？　あんたが誰かは知らないけど、こっちはそんな物騒なモン向けられる覚えはないぞ」

　俺の言葉を、少年は、ハッと小こ馬ば鹿かにしたように笑い飛ばす。

「そっちの金髪の嬢ちゃん、明あけ星ぼしアナだろ？　俺はね、美人は絶対に見間違えねえ」

　言ってから少年は、わずかに目を細めて俺を見定めるように続ける。

「で、おまえは何者だ？　明あけ星ぼしアナに協力者がいるなんて情報は聞いてないんだが」

「俺は……ただの学生だよ。あんたとやり合うつもりはないから、せめて銃じゆう口こうを下げてくれ」

「ただの学生風ふ情ぜいが、どうして明あけ星ぼしアナを庇かばうんだ？　納得のいく説明をしてくれたら下げてやる。ただし時間がないから手短にな」

　煽あおるように少年は口元を歪ゆがめる。どうせ初めから俺もただで逃がすつもりはないのだろう。質問を無視する形で逆に俺は問い掛ける。

「……何な故ぜ、アナを狙う？」

「何な故ぜ？　何な故ぜだって？」ますます愉ゆ快かいげに少年は笑う。「その嬢ちゃんが世界の敵だからに決まってんだろ。おまえ脳みそどっかに置き忘れたのか？　そいつのせいで世界中の人間が死ぬかもしれないって状況なのに、そんなやつを庇かばうのかよ」

　その言葉に、俺は引っかかりを覚える。そういえば……前回の《リセット》で黒服が同じようなことを言ってたな……。ひょっとして、何か特別な秘密でも抱かかえてるのか……？

　ちらりと不安そうな面おも持もちで立ち尽くすアナを窺うかがう。それからすぐに、脳のう裏りをよぎったあり得ない仮定を切り捨てる。こんな人じん畜ちく無害のアナが世界の敵なんてお笑いぐさだ。俺は少年にきっぱりと言う。

「──意味不明だな。この脳天気な小娘が世界を滅ぼすだって？　そんなことあるはずないだろ。あんたこそ寝言は寝て言えよ」

　精一杯の虚きよ勢せいに、少年は初めて不愉快そうに舌打ちをした。

「──バカにつける薬はないな。大方、普段モテない陰いんキャ野郎が可愛かわいい娘にちょっと優しくされただけで舞い上がって、クソみたいな騎士道精神発揮しちゃったんだろうけどさ。残念ながらその嬢ちゃんは、おまえが思ってるような見た目どおりの清せい楚そなお嬢様なんかじゃねえぞ」

「──は？」

　何を言い出すんだ、こいつは。眉まゆを顰ひそめる俺に、少年は意地悪く口元を歪ゆがめながら続ける。

「そいつはただのモルモットさ。研究者連中に疎うとまれ、オモチャ扱いされて全身切り刻まれてるだけの、わかりやすく言えば、『キズモノ』ってやつか」

「なに、を……」

　言っていることが理解できない。研究者連中に疎うとまれてる？　全身を切り刻まれてる？

　バカな。アナは研究所でみんなに愛されて幸せに暮らしているハズだろ。

　銃を突きつけられた危機的状況だというのに、それすらも忘れて俺は背後のアナを窺うかがう。

　視線が合ったアナは、青い顔をして叫ぶ。

「ダメ！　聞かないでイザヤくん！　あんなの全部、全部噓だから！」

　噓、なのか……？

　でも、ならどうして……おまえはそんなにつらそうな顔をしている……？

　何もわからなくて頭が混乱する。すると少年は心底楽しそうに意地悪く笑う。

「噓なもんか！　厄やつ介かい者のくせに居場所がほしくて、それで研究者連中に毎日毎日身体からだを好き勝手いじらせてる筋金入りの負け犬だよ！　何でも、そいつの《血》には特別な価値があるらしいぜ！　それも痛みを与えながら採取した《血》だけな！　噓だと思うなら、そいつの袖そでとスカートを捲めくってみろよ！　見えないところは傷だらけだぜ！」

　少年の言葉が信じられず、俺は再び背後のアナを窺うかがう。するとアナは、わずかに震えながら肩を抱き、今にも泣きそうなくらい顔を歪ゆがませて懇こん願がんする。

「……お願い……信じて……噓だから……全部、噓だから……」

「…………っ」

　俺はますます混乱する。アナの異変は……どう考えても、少年の言葉を肯定しているようにしか見えない。

　だが──と、そこで俺は余計な思考を中断する。

　アナにどんな過去があったとしても、それは今この状況においては何の関係もない。

　それに……アナが信じろと言っているのだから、それを俺が、アナに救われた俺が信じなくてどうする……っ！

　俺はこれ以上少年が余計なことを言ってアナを傷つけないように、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて叫ぶ。

「黙れよっ！　そんなことは、どうでもいいんだよ！　今わかることは、てめえが露ろ悪あく趣しゆ味みで根性ひん曲がったド変態サディストだってことだけだ、このクソ野郎！」

　意外な反応だったのか、少年は一瞬驚いたように目を丸くしてから、すぐに耳みみ障ざわりな声で大笑いを上げる。そうしてひとしきり笑い終えてから、不意に真顔に戻り、

「おまえが黙れ」

　──一切の躊ちゆう躇ちよなく、引き金を引いた。パァンという再びの破裂音。

　次の瞬間、腹部に違和感を覚えると同時に、俺は立っていられなくなりその場にへたり込む。

「イザヤくん！」

　俺に縋すがりつくアナの声がどこか遠くのほうから聞こえる。ドクン、ドクンと腹部が脈動し、その都度耐えがたい激痛と吐き気に襲われる。

　無意識に腹部を押さえた右腕は、真っ赤に染まっていた。

　ああ……くそっ……これで何度目なんだよ……っ！

　訳がわからず混乱する思考と、決して慣れることのない不快感に顔を歪ゆがめながらも、俺は震える足で再びアナを庇かばうように立ち上がり少年を睨みつける。

「……あ……アナに手を出すな……ッ！」

　ゴポリと、口から大量の鮮せん血けつを吐き出す。それは俺の中を巡る大切な命の一ひと滴しずくのはずだったが、吐き出すことで少しだけ身体からだが楽になった。

　格好悪くも諦めない俺を見て、少年は再び不愉快そうに片かた眉まゆを吊り上げた。

「……おまえ、本当に何なんだよ。内臓ぐちゃぐちゃだろうに……どうして立ち上がれる？」

「そりゃあ三回目ともなりゃあ……慣れはしなくても多少の無茶は効くさ……」

「ちっ……痛みで頭イカレちまったか」

　心底面倒くさそうに舌打ちをして、今度少年は俺の頭に銃じゆう口こうを向ける。しかし──。

「お願い！　もうやめて！」

　突然、背後に庇かばっていたはずのアナが俺の前に飛び出し、立ちふさがった。

「バカ……っ！　下がってろ……っ！」

「バカはイザヤくんでしょ!?　そんな傷で無理に立ち上がって！　死んじゃうよ！」

　俺の振り絞る懇こん願がんをアナは怒ど声せいで切り捨てる。

　さすがにそのあたりで身体からだが限界を迎むかえたようで俺も膝を突いてしまう。思うように身体からだが動かず、もうアナを止めることができない。

　どうする……相手が一人なら《悪魔の腕》を解放するか。いや、ダメだ……この距離じゃアナも巻き込んでしまう。それ以前に天使科ってことは、相手は謎のハイソフィア能力者だ。《悪魔の腕》を解放した瞬間に殺されるのがオチだろう。

　くそっ……またダメなのか……。いつかのように、また今回も……。

　悔くやしさと情けなさで涙が出てくる。

　自然な動作で、少年は右手の黒い銃をアナの心臓に向ける。

　よせ……やめろ……やめてくれ……っ！

　そんな俺の切なる願いは──当然聞き入れられるはずもなく。

「────っ！」

　呆あつ気けないほどに単調な破裂音がしたかと思ったら、アナはあっさりとその場にくずおれた。

　ああ……やっぱり……今回もダメだった……。

　圧倒的な失望感と虚きよ脱だつ感に襲われながらも、俺はアナの身体からだに縋すがりつく。

　胸から温かい液体を溢こぼしながら、少しずつ、しかし確実に冷たくなっていく少女の身体からだを一度だけ抱きしめ、そっと地面に横たえる。

　それから、薄れゆく意識の中、硝しよう煙えんを感じさせない凶悪な銃を向ける少年に尋ねる。

「──なあ……冥めい土どの土産みやげに一つだけ……教えてくれよ……あんた……名前は……？」

　すると少年は、面倒くさそうに頭を搔きながらも答える。

「……御手洗みたらい。御手洗みたらいナツメだ。言っとくが、俺だって本当は殺しなんて汚れ仕事はしたくねえんだ。恨うらむなら、余計なことに首を突っ込んだ自分を恨うらんで──安らかに死んでくれ」

　その言葉に、俺は痛みも忘れて不敵に笑う。
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「……御手洗みたらい、ナツメ、ね……。いいだろう、ばっちり覚えたぜ……。いつか必ず倍返しにしてやるから……覚悟しとけよ……っ！」

　いつものように、目の前には例の輝く球体が浮いていた。

　今回はダメでも……まだ《次》がある……っ！

　何度でも……何度でも、俺はアナを助けるために、この時間を繰り返してやる……っ！

　そうして俺は、《悪魔の腕》で輝く球体を握にぎり潰つぶした。

　──意識が暗転した。




　　　　３




　──……ィン……ゴーン……。




　遠くで、鐘の音が聞こえる。

　四度目ともなればいい加減慣れたもので、取り立てて動揺することもなく、むくりと俺は身体からだを起こす。

　場所は学院の教室。周囲の状況から察するに放課後になったばかりの様子。

　どうやら今回も無事に戻ってこられたらしい。この時間の繰り返しに、回数制限的なものがないとも限らなかったので、ひとまずは胸をなで下ろす。

　そしていつものように、目の前にはお節介なクラス委員長の雨あま宮みやシズクが立っている。今回は今までと異なり、何とも言えない微妙な表情を浮かべている。

「……終業と同時に起きるなんていい度胸してるわね」

　ああ、なるほど……。今回のシズクには俺の姿がそう見えるのか。毎回微妙に反応が異なるということは、少なからず俺の行動で現実が変化していることの証しよう左さでもある。

　つまりそれは、俺の頑張り次第でアナを救えるということでもあり、その事実は俺に勇気を与えてくれる。

　だというのに──身体からだは思うように動かなかった。

　何だか異常に……感覚が鈍にぶい。まるで熱に浮かされたときのように上手うまく力が入らない。頭もボーッとする。

　そして何より……聖せい骸がい布ふを巻いた左腕から脈動するような鈍どん痛つうを感じる。

　まさか……《リセット》を繰り返すと身体からだが少しずつおかしくなるのか……？

　今まであまり感じなかった不調に、俺は不安になる。そういえば前回も少し具合が悪かったような……。

　左腕を抱かかえながら色々考えていると、シズクはそれまでの怪け訝げんそうなものから急に眉まゆ尻じりを下げた心配そうな表情を浮かべ直し、俺の顔を覗き込む。

「ちょっと四しノの森もりくん、酷い顔色よ。それにすごい汗……具合悪いの……？」

　お節介にもハンカチで俺の汗を拭いながらシズクは言う。

　どの繰り返しでも、シズクは必ず俺のことを心配してくれる。その優しさは、少なからずこの地獄のような時間の檻おりにおいて、頑張るための活力となってくれている。

　震える唇くちびるで笑みを浮かべ、いつもありがとうな、と告げてから、ふとあることに思い至る。

　そうだ……。シズクなら、御手洗みたらいのこと何か知ってるかも……。

　シズクは顔が広いし、成績も優秀だから聞いてみる価値は十分にある。俺は周囲を窺うかがい、まだ誰もこちらに注目していないことを確認してからシズクに提案する。

「──なあ、委員長。少し話がしたいんだけど、これから時間空いてるか？」

「な、なに急に……どうしたの……？」

　さすがに唐突だったのか、シズクは目を丸くして動揺を示す。しかし俺は、あえてその目を真っ直ぐに見つめ返しながら至し極ごく真面目な口調で言う。

「……頼むよ。ちょっと委員長にだけ聞いてもらいたい話があるんだ」

「わ、わかったわよ……そんな改まらなくても、お話くらいいくらでもしてあげるから……」

　少し呆れたように言ってから、「場所を変えましょう」とシズクは俺を連れ立って教室を出る。彼女の細いながらも妙に頼り甲が斐いのある背中を追って俺は廊下を進む。

　その途中、ふと左腕に違和感を覚えたので、袖そでを捲めくってみるとまた少し聖せい骸がい布ふがずれていた。なんでだろう、と首を傾げながらもシズクに気づかれないよう手早く直す。

　そうして階段を上り詰め──行き着いた先は、屋上へと続く扉の前だった。

　屋上は、学生たちの遊び場になると危険なのでいつも施せ錠じようされていたはずだが……？

　首を傾げる俺をよそに、シズクはどこからともなく取り出した鍵であっさりと施せ錠じようを解いた。目を丸くする俺に、シズクは得意げに口元を歪ゆがめて笑う。

「普段優等生してると、こういう特典がもらえるのよ」

「……おまえ、存外世渡り上手だよね」

　半ば呆れながら、重たい鉄の扉を押し開けて屋上へ出る。

　次の瞬間──新宿特区の全景が視界に飛び込んできた。

　神しん智ち学院は五階建て。この辺りでは最も高い建造物でもある。新宿特区を一望できる屋上からの眺ちよう望ぼうはなかなかの絶景で、俺は思わず、へえ、と声を漏らす。

「初めて来たけど、いいとこだな。委員長、よく来るのか？」

「ええ、一人になりたいときにはね」

　シズクはフェンスに指を掛け、春風に長い髪を揺らしながら心ここ地ち良よさそうに目を細める。

「……なんだか、こうしてきちんとお話するの久しぶりね。《あのとき》以来かしら？」

「そういえば、そうだな……」

　あまり思い出したくない思い出に、俺はわずかに顔をしかめる。

　シズクの言う《あのとき》とは、かつて──俺が不良連中を《悪魔の腕》で昏こん倒とうさせてしまったときのことだ。あのとき、ボコられて動けないまま《悪魔の腕》が暴走してしまった俺を助けてくれたのが──たまたま通りかかったシズクだった。

　そして俺の事情も知らなかったのに、シズクは我が身を省かえりみず、俺の願うままに倒れ伏す俺の左腕に聖せい骸がい布ふを巻き直してくれた。

　それ以来、俺とシズクは不思議な秘密の共有関係となった。

　俺はすべてを彼女に打ち明け、それならばお返し、と彼女も俺にとっておきの秘密を──。

「──ごめんなさい、あまり思い出したいことじゃなかったわね」

　不意にシズクはそう言って眉まゆ尻じりを下げた。

「でも私、あのときのこと微み塵じんも後悔してないから。あの事故のおかげで、キミとこうして親しくなれて……すごく嬉しいから。それだけは信じてほしいな」

「……委員長がすごくいいヤツだってのは知ってるが、そういう言い回しをすると、男は都合良く誤解するから気をつけたほうがいいぞ」

「あら、じゃあ四しノの森もりくんはいったいどんな誤解をしてくれたのかしら？」

「……勘弁してくれ」

　妖よう艶えんな視線を向けてくるシズクに、俺は力なく答える。

　すると、すぐにシズクはいつもの人好きのする表情に戻って言う。

「……ごめんなさい、からかいすぎちゃった。四しノの森もりくんとのお話しが楽しくて、つい。まえにも言ったかもしれないけど、四しノの森もりくんって弟に似てるのよね。だから色々と余計なお節介焼きたくなっちゃって」

「──弟さん、入院してるんだっけ？」

　俺の少し踏み行った質問に、シズクは寂しそうな笑みを浮かべて遠くを見る。

「……ええ、五年まえ、《悪魔》に襲われてね。今も、特区の総合病院で眠ねむってるわ」

「────」

　この神しん智ち学院の生徒にはそういう境きよう遇ぐうのヤツがわりと多い。《悪魔》の出現によって、家族を失ったり、あるいは家族が怪け我がを負ってしまったり……。そういう場合、特に才能があれば学院が入院費や治療費を負担してくれることもあり、おそらくシズクもその条件でスカウトされてこの学院に来たのだろう。

　シズクは悲しげな声色で独り言のように言う。

「──だから私は、あの子が起きたとき、平和な世界で暮らせるよう、どんな手を使ってでも《悪魔》をこの世界から葬ほうむり去さらないといけないの……」

　強い、自じ戒かいともとれるシズクの言葉に、俺は何も声を掛けてやれない。俺は……彼女ほど強い信念を持ってこの神しん智ち学院に入っていないから……。

　黙り込む俺に向き直り、シズクは苦笑を浮かべた。

「──ごめんなさい、そういうつもりじゃなかったのに湿しめっぽくなっちゃった。それで……私にお話ってなあに？」

　ころころと表情を変えるシズクに戸惑いながらも、俺は本来の目的を思い出し、気を取り直して尋ねる。

「──なあ、委員長。天使科の御手洗みたらいナツメってやつ知ってるか？」

「……御手洗みたらいさん？　ええ、それはまあ……」

「どんなヤツか知ってたら、知ってることを教えてほしいんだけど」

「──？　まあ、別にいいけど……というか、そもそも四しノの森もりくん本当に御手洗みたらいさんのこと知らないの？　結構有名人よ？」

「え、そうなの？　俺テレビとか全然観ないからな……。で、なんで有名なんだ？」

「だってあの人も──《熾天使セラフ》だもの」

「…………っ!?」

　予想もしていなかったことに息を吞む。カナンと同じ人類の切り札が、何な故ぜ……!?

「ランキングは!?」

「えっと……アイオーン・ランキングは、今は七位だったかしら。でも、単純な《悪魔》討とう伐ばつ数で言ったらたぶんトップよ」

「────っ」

　なんでそんな大物にアナは狙われなきゃいけないんだ……っ！

　正直《熾天使セラフ》なんて化け物に狙われて、どうやって逃げおおせたらいいかわからない。

「どういうハイソフィアかわかるか……？」

「な、なんでそんなぐいぐい来るの……。詳細は伏せられているから知らないけど、銃を使うハイソフィアよ。何もない空間から銃を作り出す能力──確か《自銃ガンズ・オブ自在・リバテイ》だったかしら。両手でそれぞれ扱えるから、対複数戦に滅めつ法ぽう強いみたいね」

「…………」

　何だそれ……。クッソ理不尽に強いじゃねえか……。

　まあ、対《悪魔》戦において反則級ってことは、無力な人類側としてはこの上なく頼もしいわけだが……今はその化け物に立ち向かわなきゃいけないんだから気が滅め入いる。

　とにかく今は、驚いたり落ち込んだりしている場合ではない。

「その……変なことを訊きくけど、委員長から見て、どういう能力だと思う？」

「……ホントに変なこと訊きくわね」

　呆れたような、訝いぶかしむような、何とも言えない表情で俺を見てから、彼女は息を漏らす。

「……まあ、何か事情があるんでしょうけど。普通、人様のハイソフィアの考察とか無ぶ粋すいなことしちゃダメなんだからね。四しノの森もりくんだから、特別に話してあげるんだからね」

「──恩に着ます」

　拝み手で頭を下げる。シズクは「仕方ないわね」と気を取り直して続ける。

「──ハイソフィア演算の基本パターン四系統、付ふ与よ系、再さい構こう成せい系、具ぐ象しよう化か系、特とく異い系はわかるかしら？」

「まあ……何となく」

「……その顔は絶対わかってないわね」

　呆れたようにシズクはため息を吐く。

「これは一年の基礎神しん智ち科学論の講義で習っているハズのことなんだけど……。ハイソフィア能力者は、生まれつきこの四系統に得手不得手を持っているの。すでに存在する物質に何らかの対《悪魔》性能を与える《付ふ与よ系》。現存する物質を一度素粒子レベルにまで分解したあと、自己の様々なイメージに作り替える《再さい構こう成せい系》。物質に依存せず、何らかの機能を持った《形》を作り出す《具ぐ象しよう化か系》。そして最後に、非物質的なあらゆる現象を引き起こす《特とく異い系》──ここまでは、わかるわね？」

「まあ……何とか」

「この中で、御手洗みたらいさんのハイソフィアの系統として最も不適なのはどれだと思う？」

「うーん……やっぱり特とく異い系かな」

「ええ、私もそう思うわ。特とく異い系は現象を引き起こすハイソフィア。一昔前なら、超能力、なんて呼ばれていた力ね。例えば、何もないところから火を起こしたり、風を起こしたり……。四しノの森もりくんにわかりやすく言うなら、カナンさんのハイソフィアはまさしくこれね」

　カナンのハイソフィア──《第一フアースト・絶対パーフエクト温感・ケルビン》。温度を自在に操る異能は、まさに超能力と呼ぶに相応ふさわしい。だが、武器として銃を使っている以上、御手洗みたらいのハイソフィアが特とく異い系であるとは考えにくい。

「でも、それ以外の三系統ならどれもあり得るんじゃないか？」

「付ふ与よ系もないでしょう。だって、『何も無いところから銃を取り出す』のよ？　御手洗みたらいさんがマジシャンなら話は別だけど……そんなことをする意味がないわ」

「それもそうだな……」

　言われてみればそのとおりだ。ならば残った再さい構こう成せい系と具ぐ象しよう化か系のどちらか……。

「というかそもそも、再さい構こう成せい系と具ぐ象しよう化か系の違いがよくわからん。やってることは同じじゃないのか？」

「まあ、似てるといえば似てるんだけど……。つまり『物質を作り上げる』と『機能を持った形を作る』の違ちがいかしら。例えば再さい構こう成せい系で剣を作った場合、それは実在する剣と同じように扱えるけど、具ぐ象しよう化か系で剣を作った場合、それを振り回しても剣それ自体が物質に影響を与えるわけではなくて、それに付ふ随ずいした『斬った』『刺した』といった《結果》を現実に投とう影えいするだけなの。使し役えき者が《結果》を投とう影えいするためにイメージしやすい形を作るだけ、と言えばわかりやすいかな。それに、再さい構こう成せい系は複雑な形が作れないけど、具ぐ象しよう化か系は形を作るだけだから複雑なものも作れる、というような差もあるわ」

「わかったような、わからないような……」

「難しいからね、仕方ないわ」

　シズクは俺を慰なぐさめるように苦笑を浮かべる。

「ただ、御手洗みたらいさんのハイソフィアの場合、このどちらもあり得るというのが正直なところね。彼がハイソフィアを使ってるところをあまり見たことがないというのもあるけど……。私から言えるのはこれくらいかしら。どう？　参考になった？」

　どこか意味深な視線を向けてくるシズク。おそらく、思うところが色々とあるのだろうが、俺のためにあえてそれらすべてに目を瞑つぶり、俺の求めることだけを与えてくれたのだろう。

　その気き遣づかいと優しさが──とても心ここ地ち良よい。だから俺は笑みを浮かべて頷いて見せた。

「──ああ。十分だよ。やっぱりさすが委員長だな。頼りになる」

　それから時刻を確認すると午後四時すぎになっていた。ちょっとのんびりしすぎたかもしれない。このままでは、アナとの再会を果たせなくなる。

「──っと。悪い、委員長。俺もう行かなきゃ。色々教えてくれて、本当にありがとうな。このお礼はいつか必ずするから」

「期待しないで待ってるわ」

　苦笑を浮かべて肩を竦すくめるシズクに背を向けて俺は歩き出す。しかし──。

「──ねえ、四しノの森もりくん」

　不意に呼び止められ、俺は首だけで振り向く。シズクは優しげな、しかしどこか寂しげな笑みを浮かべて立っていた。

「四しノの森もりくんが、何を考えているのか、何をしようとしているのかはわからないけど、困ったときやつらいときは、いつでも声を掛けてくれていいからね。私は、何があっても──四しノの森もりくんの味方だから」

　そんな聞く人が聞いたら誤解してしまいそうな恥ずかしいことをシズクは平然と宣のたまう。

　その言葉の意味を深く吟ぎん味みしてから、俺は応える。

「──ああ、ありがとう。俺も委員長のこと信じてるから」

　それから再び彼女に背を向けて歩き出す。

　胸の奥に名状しがたい温かいものを抱いだきながら──俺は屋上を後にする。
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『──《聖せい白はく色しよく委員会》発表、二〇三二年四月七日午後四時の《世界崩壊係数》はゼロとなっております。本日も《熾天使セラフ》の活躍により、人類は《悪魔》の脅きよう威いを駆く逐ちくいたしました。続きまして──』

　駅前スクランブル交差点の街頭ビジョンに映し出されたＡＩキャスタをぼんやりと眺めながら、俺は思考を巡らせる。

　御手洗みたらいナツメの対策。

　一番いいのは、御手洗みたらいと遭そう遇ぐうしないことだが……この町にいる以上、そして御手洗みたらいがアナを探している以上、避け続けてアナを救うのが難しくなる状況もこの先出てくるだろう。

　それに一回目の駅前公園のとき。今思えば、たぶんあのときも俺たちは御手洗みたらいに撃たれたのだと思う。

　二回目のときのように黒服連中に撃たれた可能性もなくはないが、状況がちょっと違いすぎるし、もしもそうならあのとき一人くらいはあの目立つ黒服を目撃していても良さそうなものなのに、少なくとも俺にその記憶はない。

　いたとするならば、あの場にいて違和感のない制服姿の学生とかだろう。

　あるいは、まだ俺の知らない第二第三の刺し客かくがいるのかもしれないが、最悪を想定するならば、あれも御手洗みたらいだったと考えておくのがベターだ。

　御手洗みたらいよりも最悪な刺し客かくなんて、たぶんいないだろうから。

　となると、あとは先ほどシズクに教えてもらったことを参考にしながら、実地に情報を集めていって御手洗みたらいの対策を考えるしかないが……まあ、やはり基本は逃げ延びる方法の模も索さくをしていくべきだろう。

　とりあえず一旦はそう結論づけて、とにかく早くアナと合流すべく思考を切り替える。

　最初、初めてアナと出会ったときはもう少し早い時間で、そのときアナは黒服連中に追われていた。そして、二度目にカナンと一緒に町の見回りに出たときはもう少し遅い時間で、そのときアナは不良連中に絡まれていた。

　今はちょうどその中間のような何とも言えない時間帯で、この時間、アナがどこで何をしているのか見当もつかない。

　できれば、不良連中に絡まれるまえにアナと合流したいところだが……どうしたものか。

　考え事をするとどうしても、あのとき御手洗みたらいが言っていたアナの事情が気になってきてしまうが、今は余計なことを考えている場合ではない。

　とりあえず、まえにアナが不良連中に絡まれていた付近をうろついて様子をみることにする。

　この辺りは時間的にも人通りが多く、特定の誰かを見つけるのはわりと難しそうだった。

　いくらアナが特徴的な外見をしているとはいえ、常に何百人と行き来する往来ではどうしようも──。

「にゃー……にゃー……」

　半ば諦めていたら、路地裏へ続く小道の傍かたわらで腹はら這ばいになっている金髪少女を発見した。

「…………」

　あまりにも不自然に人目を引いているそれに、俺は絶句する。

　見慣れた乳白色のブラウスと濃のう紺こんのジャンパースカートに、ふわふわもこもこの金髪とトレードマークの長いアホ毛。

　それは見まがうことなく、俺が探し求めていた明あけ星ぼしアナに相そう違いなかった。

　相そう違いない、はずなのだが……意味がちょっとわからない。

　アナは服が汚れるのも気にせず、地面にうつ伏せで横たわり、狭い暗がりに右腕を伸ばして不思議な奇き声せいを上げている。

「にゃー……にゃー……」

「……おまえ、何やってんの？」

　周囲の人間がドン引きして見て見ぬ振ふりをする中、俺は思わず普通に話しかけてしまった。

　突然話しかけられたことに驚おどろいたのか、「ふぇ!?」と間の抜けた叫びを上げ、アナは慌てた様子でこちらに視線を向ける。

　そして、この世の何よりも綺麗な星せい宿しゆくの双そう眸ぼうで俺を見上げて──アナは苦笑を浮かべた。

「にへへ……実はこの狭い隙間に猫ちゃんが入り込んで動けなくなっちゃってて……」

「マジかよ……」

　呆れながら、アナが腕を伸ばしている、うずたかく荷物の積まれた隙間を覗いてみる。

　薄暗くてよく見えないが、タペタムの眼が二つ、こちらを向いて煌きらめいているのがわかった。

　なるほどね……この隙間に入り込んだのか、あるいは上から落ちてしまったのかはわからないが、とにかくあそこで動けなくなってしまったわけだ。

　そしてどうにかしてそれを救出しようとアナが試し行こう錯さく誤ごしている、と。

　ようやく状況が理解できて──俺は思わず笑みを溢こぼしてしまう。

　この金髪天然娘は、自分が黒服の集団に追われている最中だというのに、たまたま通りがかったところで見かけた猫を助けるため、人目も憚はばからず地面に這はいつくばっていたらしい。

　何というか、そういう後先を考えないところは、心配であると同時に、とても愛おしく思ってしまう。それでこそ明あけ星ぼしアナというか。

　だから俺は、苦笑を浮かべながら、その様子を見守る。

　最初は怯おびえた様子でアナを警戒していた猫だったが、アナの頭上のアホ毛に気づいたのか、急に興味を持ったようにそわそわし始めた。

　ゆっくりと、アナに向かって歩き出す。狭い隙間だったが器用に体勢を低くして、ほとんど腹はら這ばいのように進む。ギリギリの幅だったが何とか通れるようだ。

　やがて手の届くところまで猫が出てくると、アナは歓声を上げて猫を抱きしめた。

　まだ小さな──仔こ猫ねこだった。なるほど、迷い込んでどうしたらいいのかわからなくて途と方ほうに暮れていた感じか。そういえば、以前、アナは仔こ猫ねこがどうのとか言ってたっけ。

　アナに抱きしめられて迷惑そうにしていながらも、彼女のアホ毛にちょいちょいと前足を伸ばすその姿は何とも可愛かわいらしい。首輪がないので飼い猫か野の良らかはわからないが、人慣れしている様子ではある。

　いつまでも見ていたいような光景だったが、あまりのんびりもしていられない。早くしないと不良連中に絡まれる恐れがある。俺はさりげなく提案する。

「──とにかくその子も無事で良かったよ。とりあえず、この辺りは少し治安が悪いから場所を移動しないか？」

「ほんと？　厄やつ介かい事は勘弁だなあ。でも、任にん三さぶ郎ろうの家族も見つけてあげないと……」

「え、この短時間でもう勝手に名前つけたの？」

「任にん三さぶ郎ろうー。早く家族に会わせてあげるからねー。独りぼっちはつらいもんねー」

　か弱い仔こ猫ねこを慈いつくしむように頭を撫でるアナ。その表情はどこか切なげにも見える。先の展開を少しだけ考えてから俺は答える。

「……じゃあ、ちょっと近所の公園まで案内するよ。野の良ら猫ねこならもしかしたらそこに親猫がいるかもだし、飼い猫なら聞き込みができるかもしれない」

　するとアナは急に表情を輝かせてこちらに身を乗り出してくる。

「ホント!?　キミ、親切ないい人だね！　わたし、明あけ星ぼしアナ！　アナでいいよ！　キミは？」

「俺は──四しノの森もりイザヤだ。よろしくな、アナ」

　こうして四度目の出会いは……多少間の抜けた、しかし何とも平和な印象で過ぎていった。
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　駅前公園のほかにも、この新宿特区にはいくつかの小さな公園が点在している。一度更さら地ちになった土地の急速な再開発によって意識的な緑化運動も取り入れられた結果なのか、あるいは単純に空いた土地の有効活用に努めた結果なのかは定かでないが、いずれにせよ住んでいる人間にとって、公園が近くにある環境というのはそう悪いものではない。

　繁はん華か街の隅すみにぽつりと存在する、ここセオリツ公園もそんな場所の一つだ。

　嬉しそうに仔こ猫ねこを抱くアナを案内してやると、彼女は目を煌きらめかせて感かん嘆たんの声を上げた。

「おおお、いいねいいね！　憩いこいの場って感じ！」

「そうか、良かった。喜んでもらえたのなら何よりだ」

　俺は公園の一角の猫コロニーへと彼女たちを誘いざなう。

　ぼんやりと日向ひなたぼっこをしていたらしい数匹の猫が面倒くさそうにこちらへ視線を向けた。

　アナは胸に抱いた仔こ猫ねこに語りかける。

「任にん三さぶ郎ろうー？　どうー？　お父さんお母さんいるー？」

「それにしてもおまえのネーミングセンスなかなかパンクだよね」

「なんでさ。スーパーキュートじゃん。ねえ、任にん三さぶ郎ろう？」

　うりうり、と人差し指で仔こ猫ねこの頭頂部を撫でる。すると仔こ猫ねこはくすぐったそうに前足で頭を搔かく。だが反応としてはそれだけで、どうにも親猫がいるような様子はない。公園の猫たちも一いち瞥べつをくれただけで、あとは興味がなさそうにまた日向ひなたぼっこに戻ってしまった。

　アナは困ったように眉まゆ尻じりを下げる。

「うーん……ここがおうちじゃないのかなあ」

「そうみたいだな。……参ったな」

　内心で少し落らく胆たんする。公園に来ていた猫好きっぽいご婦人にも尋ねてみたがこの仔こ猫ねこは見たことがないと言う。正直、場所を移動するための方便にすぎなかった公園案内だが、アナの心底残念そうな顔を見ていたら、何とかして仔こ猫ねこの家族を探してやりたくなってくる。

　だが……生あい憎にくと猫や猫好きが集まりそうな場所なんてここくらいしか知らないし、そもそもアナも俺も命が懸かかっている現状、こんな悠ゆう長ちようなことをしている場合ではないのである。

　さりとて、仔こ猫ねこの件にせよアナの命の件にせよ、取り立てて今すぐに何ができるというわけでもなく、俺は途方に暮れる。

　本当にどうしたものか、とない知恵を絞っていると……意外な人物が現れた。

「──あれ？　四しノの森もりくん？」

　突然の背後からの呼び掛けに驚き、俺は急いで振り返る。

　するとそこには、ぬばたまの黒髪を揺らした雨あま宮みやシズクが立っていた。

　初めての展開に困惑する俺をよそに、シズクはどこか怒ったような表情でずかずかと詰め寄ってくる。

「……ふぅん。私から聞きたいだけのことを聞き出して帰ったかと思ったら……なるほど、女の子とデートのお約束があったのね。ごめんなさいね、四しノの森もりくんの貴重な時間を、私とのつまらない雑談で消費させてしまって」

「いや、待ってくれ委員長。こいつはそういうのじゃなくて──」

　何となく身の危険のようなものを感じ取り、必死に状況を説明しようとするが、それより早く、仔こ猫ねこを抱えたアナは、俺の脇から顔を覗かせ、眩しいばかりの笑みを浮かべて口を開く。

「初めまして！　わたし、明あけ星ぼしアナ！　イザヤくんとはさっき会ったばかりなのー。なんかね、急に声掛けてきて、この人ひと気けのない公園までわたしを案内してくれたんだー」

　明らかに語ご弊へいを生じさせそうな不ふ穏おん当とうな表現だった。案の定、シズクは今まで見たことがないくらい冷たい視線を向けてくる。

「──ふぅん、そう。四しノの森もりくん、そういう人だったんだ」

「落ち着け委員長。確実に誤解をしている。今すぐに正確な情報共有を試みたいと思うから、一旦その取り出した携けい帯たい端たん末まつをしまってくださいお願いします」

　今すぐにでも通報しそうな勢いのクラスメイトに、土下座せんばかりの迫真さで懇こん願がんする。

　渋々と携けい帯たい端たん末まつをしまいつつも、冷たい表情を張り付かせてシズクは説明を促してくる。




　──全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて事情を説明させていただいた。




「……なあんだ、そういうことならもっと早く言ってよ」

　けらけらと笑いながら、シズクは気安げに俺の二の腕のあたりを軽く叩く。どうやら無事に誤解が解けたようだ。気を取り直したように、シズクは佇たたずまいを改めてアナに告げる。

「自己紹介が遅れてごめんなさい。私は、雨あま宮みやシズク。四しノの森もりくんのクラスメイトよ。よろしくね、アナさん」

「こちらこそよろしくね、シズクちゃん！」

　柔にゆう和わに微笑ほほえむシズクに、アナは満面の笑みで応える。

　とりあえず、無事に一難は去ったらしく、俺はこっそりと安あん堵どの息を漏らす。

　それにきっと、こうもすんなりと信用してもらえたのは、アナがずっと抱いている仔こ猫ねこの影響もあるだろう。シズクは先ほどからわずかに頰ほおを上気させ、気き忙ぜわしげに仔こ猫ねこの様子を窺うかがっている。

「……ひょっとして委員長、猫ねこ好ずき？」

　何気ない俺の問い掛けに、シズクは驚いたように一度大きく身体からだを震わせる。しかし、すぐに平静を装い、ふぁさりとクールに長い髪をかき上げた。

「ま、まあ、そうね。嫌いではないわ。人並みには、いえ、多少は平均よりもわずかに、そこはかとなく、逸いつ脱だつして好きね」

「要するに、めっちゃ好きなんじゃねえか」

　何だよその雑な取とり繕つくろい。その謎の見栄に何の意味があるんだよ。

　俺の突っ込みに、シズクは恥ずかしそうに俯く。

「……だって猫ねこ好ずきなんて私のイメージじゃないというか……委員長としての威い厳げんが……」

「意外とそういうの気にするんだな……。クラスの連中の前でならともかく、今はそんなの気にするなよ。ほら、お互い秘密を共有し合った仲だろう？」

　俺の言葉にシズクは、「[image: う゛]……」と言葉を詰まらせる。

　二の句が継つげずにいるシズクに、アナは満面の笑顔のまま追い打ちを掛ける。

「なんだー。猫ちゃんが好きなら言ってくれればいいのにー。ほら、任にん三さぶ郎ろうー、美人のお姉さんのお胸に抱かれてきなー」

　そして抱いていた仔こ猫ねこを押しつけるようにシズクの腕の中へ。仔こ猫ねこは突然抱き主が代わってもさほど気にした様子もなく、可愛かわいらしく小さなあくびを浮かべて微睡まどろんでいた。

　瞬間、シズクの表情が蕩とろけた。

「ふわあああ……可愛かわいい……だめ……可愛かわいすぎて立ってられない……ああ、よだれ垂れた……」

「一瞬でなんか廃はい人じんになったな！」

　びっくりだわ。いつも真面目で厳しいクラス委員長が秒で腰こし砕くだけとか、ひょっとして仔こ猫ねこって最強生物なんじゃねえの……？

　真剣に下らないことを考え始めたところで、さすがに身を持ち直したのか、制服の袖そでで雑に口元を拭ぬぐってからアナへ仔こ猫ねこを返してシズクは言う。

「──と、とにかく、その子の家族を探してるって話よね。この辺りのコロニィは大体把は握あくしてるし、猫ねこ好ずき情報網もバッチリだから、私に任せて。きっとすぐに家族は見つかると思うわ」

「今この状況に限ってはすげえ頼もしいけど、おまえ普段何してんだよ……」

　若じやつ干かん引く俺に、シズクは頰ほおを染めながら、「放っておいて！」と返す。

　ひょっとして委員長、俺が思ってるよりも友だち少なくて放課後ヒマしてるのだろうか……。

　気にはなったがなんだか触れてはいけない話題のような気がしたので、俺もこれ以上は踏み込まないことにする。

　いずれにせよ、この場はシズクに従うのが最良の判断だろう。

　俺とアナは、クラス委員長の少女に連れられるままに、特区内を巡る旅に出たのだった──。




　　　　６




　──三十分以上も特区内を歩き回り、ようやく仔こ猫ねこの家族を見つけることができた。

　猫ねこ好ずきネットワークというのはバカにできないもので、聞き込みの結果、仔こ猫ねこは飼い猫であることがわかった。そして意外なことにその飼い主は、いつかアナの前で転んで治療をされたあの女児だった。

　世の中は意外と狭い。もしかしたら、あのとき急いでいたのは、いなくなってしまった飼い猫を探していたからなのではないか──そんなことを思ったが今さら確認する術はないので、とりあえずはすべてが丸く収まったことを大人しく喜ぶことにする。

　それに近辺の公園や路地裏などの猫が集まりそうな場所を巡りつつ、記憶をたぐりながら上手うまい具合に不良連中や黒服、それに御手洗みたらいの追跡を躱かわせたのではないか、と少し自画自賛。

　それもこれもすべてシズクのおかげだった。やはり圧倒的に頼りになる。

　女児と別れた公園の片隅で、アナは喜色に顔を染める。

「イザヤくんもシズクちゃんも本当にありがとう！　わたし、この辺りに全然詳しくないから、一人だったら途方に暮れてるところだったよ！」

　満面の笑みを浮かべて感謝の言葉を述べるアナ。シズクは柔にゆう和わに微笑ほほえんで小首を傾げる。

「気にしないで。アナさんの役に立てて私も嬉しいし、何より仔こ猫ねこが無事に家族のもとへ戻れて良かったわ」

「シズクちゃんマジ天使！」

　がばりとアナはシズクに抱きつく。身長はシズクのほうが少し高いくらいなので、仲のいい姉し妹まいのように見えて微笑ほほえましい。

　だがいつまでも遊んでいる場合ではない。腕時計を確認すると時刻はもう午後五時半を過ぎたところだった。そろそろアナを狙う刺し客かくに注意を払わなければならない時間帯だ。

　しかし……もしかしたら、今回は色々なことが上手うまいこと嚙み合って、このままやれば何事もなく無事にアナが生き延びられるかもしれない、という淡あわい期待もある。

　シズクも味方してくれているし、あるいは本当にこのまま何事もなく切り抜けられるかも。

　そんなことを考えながら、仲なか睦むつまじげにくっついている二人を眺めていると──不意にシズクの携けい帯たい端たん末まつが着信を奏かなでた。

「──ちょっとごめんなさい」

　シズクはアナから離れて、ディスプレイを覗き込むと、そのまま俺たちに背を向けて距離を取り携けい帯たい端たん末まつを耳に宛あてがう。

　あまり人に聞かれたくない会話なのかもしれない。俺もアナを伴ともない、シズクから少し離れる。

　アナは、少しだけ名残なごり惜おしそうにシズクの背中を見つめながら、急に名案を思いついたようにそっと手を叩く。

「そうだ！　良かったらみんなでご飯でも行こうよ！　お礼にご馳ち走そうするよ！」

「ああ、そういえば腹減ったな……」

「だよね！　じゃ決定だ！　シズクちゃんも行けるといいなあ。楽しみだ！」

「おまえは何でも楽しそうでいいね。羨うらやましいよ」

「何それ、皮肉？」

「違うよ、本心だよ。その感受性は大したものだって話」

　頰ほおを膨ふくらませるアナに苦笑して答えるが、心に引っかかるものもある。

　御手洗みたらいが言っていたことが本当ならば……アナはこれまで毎日、心身ともに傷つけられてぼろぼろのはずだ。

　それなのに、どうしてアナは、こんなにも楽しそうに笑えるんだ……。

　両親を亡くして、左腕もわけわからないことになって。俺も大たい概がい不幸だが、それでも俺にはカナンや檻おり神がみという絶対的な味方がいた。しかし、アナには誰一人味方がいなくて……。

　それでもこうして、何一つ苦労していないかのように、笑っている。味方がいてもなお、捻ひねくれて人生を悲観した俺からしたら、驚きよう異いとさえ言える。

　いったい何が彼女の支えになっているのか。アナの本質に迫りたいが……その勇気はない。

　もう少し、《この世界》のアナと仲良くなれればあるいは切り出せるのかもしれないが……。

　そんなことを考えていたら、通話を終えたシズクがこちらへ戻ってきた。しかしその顔は、どこか思い詰めたように浮かない。

「どうかしたのか？」

「──ええ……ちょっとね」

　わずかに目線を逸らしてシズクは俯うつむく。俺とアナはシズクの変わりように戸惑い、顔を見合わせる。それからシズクは気持ちを切り替えるように、一度深い深いため息を吐く。

「──今日はとても楽しかったわ」

　ゆっくりと顔を上げ、どこかつらそうに表情を歪ゆがませながらも、シズクはしっかりと俺とアナの目を見て続ける。

「私は……その、恥ずかしながらあまり親しい友だちがいないから、放課後にこうして誰かと一緒に何かをする、っていう経験がほとんどなくて……。でも、そういうのに憧あこがれてもいて、そういう意味では、夢が叶かなったとも言えるわ。二人にはとても感謝してる。私みたいな《人でなし》と仲良くしてくれてありがとう。だから大人しく────死んでください」

「………………は？」

　意味を理解するのに幾いくばくかの時間を要する。それくらい──破は綻たんした発言だった。

　固まる俺たちに、シズクは妙に緩かん慢まんな動作で右腕を伸ばし、何な故ぜかデコピンの要領で中指を構えた。

　その中指からわずかに朱あかい血液が滴したたっているのを見て────全身が総毛立った。

　反射的に身体からだが動いたのは、これまで幾いく度どかの死線を超えてきた経験によるものか。

　気がつくと俺は、ほとんどタックルの勢いでアナを地面に押し倒していた。

「きゃっ!?　な、なに突然!?」

　驚きと不満の声を上げるアナ。

　しかし直後、それを遮さえぎるように先ほどまでアナが立っていた場所を、巨大な、細長い何かが高速で通過していった。

　一秒後、遥はるか後方で金属が拉ひしやげるような轟ごう音おんが響き渡る。

　恐る恐る振り返ると──俺たちの後方で路ろ駐ちゆうされていた車の横腹に、何な故ぜか深々と赤黒い鉄骨が突き刺さっていた。

　それを見て一瞬で状況を理解してしまった俺は……絶望に打ち拉ひしがれる。




　──《鮮血アイアンワーの製クス・オブ・鉄所ブラツドレイン》。




　わずか一滴てきの血液から巨大な鉄骨を生成する埒らち外がいのハイソフィア。

　アイオーンランキング第四位の実力を持つ人類の切り札。

　その名は──。

「──咄とつ嗟さの反応にしては大したものね」

　いつもの柔にゆう和わで優しげなものとはほど遠い、極めて冷れい徹てつかつ機械的な口調で──《熾天使セラフ》雨あま宮みやシズクはそう言った。

　俺はあまりのことに言葉が出てこない。
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　……予想できたことだった。

　前回俺たちを襲った御手洗みたらいが《熾天使セラフ》であるならば……同じ《熾天使セラフ》であるシズクも同様に俺たちを襲う可能性があることくらい……少しでも脳みそが詰まっているのであれば誰にだって予想できたはずだ。

　だがそれでも──俺の思考回路には一片ぺんたりともその可能性は湧いてこなかった。

　何な故ぜか。そんなものは決まっている。

　俺は雨あま宮みやシズクというクラス委員長の少女のことを──心の底から信じ切っていたから。

　あのいつも優しくて世話焼きなシズクが、俺たちを襲うはずはないと、端はなから決めつけていたから……この結末を予想できなかった。

　でも……でも！　シズクが俺を裏切るなんて、そんなの予想できるわけないだろ……っ！

　悔しさと絶望のあまり奥歯を嚙み締め、ただただシズクを睨みつける。

　対するシズクは、普段では考えられないほどの無表情を浮かべながら、地面に倒れ伏す俺たちを睥へい睨げいして淡たん々たんと告げる。

「──四しノの森もりくんがどういうつもりか、何を考えているのかはわからないけど……その子、明あけ星ぼしアナは危険なの。だから、今この場で可か及きゆう的てき速すみやかに──殺さないと」

　恐怖でのどが縮み上がりそうになるが、それでも俺は勇気を振り絞って声を張る。

「ま、待て委員長！　落ち着け早まるな！　これは何かの誤解だ！」

「誤解をしているのは四しノの森もりくんでしょう？　明あけ星ぼしアナは、世界の敵よ。だから殺す。もしも邪魔をするつもりなら──四しノの森もりくんでも容よう赦しやはしないわ」

　冷れい淡たんな視線が、決して噓やハッタリなどではないことを如によ実じつに語っている。

　そのあまりの変へん貌ぼうぶりに……怒りをとおり越して悲しくなる。

「なんで……なんでだよ……。俺の味方でいてくれるんじゃなかったのかよ……今までのは、全部、噓だったのかよ……」

「……っ！」

　するとシズクは無表情を歪ゆがめて、どこかつらそうな面おも持もちで言う。

「……噓じゃない。噓じゃないけど……でも、それでも私にはこうするしかないのよ……っ！　私は弟のためにも、《熾天使セラフ》として人類の未来を守る義務があるの！　明あけ星ぼしアナが、人類を滅ぼすのであれば、殺してでもそれを止めないといけないの！　たとえそのことで四しノの森もりくんに嫌われたとしても……四しノの森もりくんを殺すことになったとしても……っ！」

　わけがわからない。

　どうすればいいのか、何が正解なのか、まったくわからない。

　そもそも俺には本来、シズクからこれほどまでの敵意を向けられる謂いわれはないはずだ。

　かつて、左腕の暴走で俺がたくさんの人を傷つけてしまったとき。

　俺の左腕の秘密を知ってしまった代わりにと、シズクは本来厳守であるはずの自身のハイソフィア《鮮血アイアンワーの製クス・オブ・鉄所ブラツドレイン》の秘密を教えてくれた。

　それ以来、俺とシズクは、お互いの秘密を共有し合った特別な仲で。

　クラスで唯一の理解者だと思っていたのに……。

　そんなシズクによる裏切りは、思っている以上に、俺の心にダメージを与えた。

　ショックのあまり呆然と立ち尽くす俺。

　そのとき、俺の脇を駆け抜ける小柄な、金色の影が──。

「お願い！　イザヤくんは関係ないの！　だから殺すならわたしだけにして！」

　──気づいたときには遅かった。背後に庇かばっていたはずのアナが、俺の脇を抜けてシズクに向かって駆け出し、彼女の目前で両手を広げて立ちふさがったのだ。

「待──ッ！」

「動かないで！」

　思わず手を伸ばそうとするが、それより早くシズクはアナの細い首に腕を回して拘こう束そくする。こちらに向き直ったアナは、息苦しいのか、顔をわずかに歪ゆがめてつま先立ちになる。

　この状況ではさすがに動くことはできない。俺は降参の意を示しながら諸もろ手てを挙げて、それでもつらいのを必死に堪こらえてシズクを睨みつける。

「……どうしちゃったんだよ委員長……いつもなら困ってるヤツは放っておけないくせに……アナを殺すなんて絶対に間違ってる……っ！」

「──間違ってるとか、間違ってないとか……これはもうそういう次元の話じゃないのよ……っ！」

　いつの間にかシズクの右手には……無骨なナイフが握られていた。彼女のハイソフィアは鉄骨を再構成する能力だと思われがちだが、鉄製のものであれば複雑でない限り大抵のものは作り出せるらしい。

　首元にナイフを押し当てられた冷たさからか、アナの顔が青ざめる。

　怯おびえるアナと対照的に、シズクは今にも泣き出しそうな顔で叫ぶ。

「──私だって、人殺しなんかしたくない！　でも、明あけ星ぼしアナが世界を滅ぼしうるのであれば、血を吐いてでも殺さないといけないの！　だってそうしないと、あの子の世界がなくなっちゃう……っ！」

「そ、そんなことして弟さんが喜ぶとでも思ってるのかよ！」

「知ったような口くち利きかないで！　四しノの森もりくんに何がわかるっていうのよ！」

　まるで子供のケンカのような──感情のぶつけ合い。

　これはもう理屈ではない。俺もシズクも、お互い理外の信念を押し通そうとしているだけなのだから……。

　そんな中、不意にアナが自らの死を目前とした状態でありながらも驚くほど穏やかな声で口を開く。

「……シズクちゃん。迷惑掛けちゃってごめんなさい。その……わたしは死んじゃってもいいから……イザヤくんのことよろしくね……っ！　それでチャラだから……わたしは、シズクちゃんのこと恨うらまないから、だからシズクちゃんもこのことは気にしないで……っ！　これはきっと、運命だったんだよ……っ！」

「────っ！」

　そのどこか超ちよう然ぜんとした、己の過か酷こくな結末を受け入れるかのような覚悟に、俺もシズクも言葉を吞む。

　それから、必死に感情を押し殺してシズクは応える。

「──ええ、そうね。本当に露ろ悪あく趣しゆ味みな……底意地の悪い神様が……決めたことだから……」

　声を震わせながら、シズクは少しずつ右手のナイフをアナの頸けい動どう脈みやくに近づけていく。

　やはりシズクは、本心では誰も傷つけたくなどないのだ。

　それならばあまりにも……あまりにもシズクが救われないではないか……っ！

　やめろ……やめてくれ……。

　怒りと悲しみと後悔で思考はぐちゃぐちゃだ。

　のどが張り付いて声が出ないし、身体からだは金かな縛しばりにあったようにピクリとも動かない。

　ただただ、俺は歯を食いしばりながら目の前のアナとシズクの姿を見つめる。

　そうして鋭えい利りな刃は先さきがアナの白くて柔らかい首元に触れ──。




　────突如、彼女たちの背後に一対の歪な翼を持った異形の怪物が現れた。




「──────は？」

　気づいているのは俺だけ。それはあまりにも意味不明すぎる光景だった。

　何な故ぜ……何故このタイミングで《悪魔》が現れる……？

　意味が……意味がまったくわからない。

　なんで……どうして……？

　思考停止して目を見開くことしかできない俺をあざ笑うように、次の瞬間──。




　アナとシズクは、二人まとめて背後から《悪魔》の錐きりのような前ぜん腕わんに左胸を貫つらぬかれた。




　二人とも、信じられないという顔で双そう眸ぼうを見開く。

　打ち込まれた錐きりだけを支えにして空中に持ち上げられる二人。

　そのまま二人を嚙み砕こうと邪悪な大口を開ける《悪魔》。

　しかし──。

「……っぐ……あああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、口から鮮せん血けつを吐きながらシズクは叫び、天に向かって腕を振るう。

　飛散した大量の血液は、プラズマを伴ともないながら無数の鉄骨となり空中展開し──《悪魔》目め掛がけて雨のように降り注ぐ。

　集中爆撃のような轟ごう音おんが鳴り響く。直下地震のような激しい揺れ。

　二人の身体からだが紙切れのように舞い、地面に投げ出される。

　爆風に乗じて、縫ぬい止められていた錐きりから逃のがれられたようだ。

　俺は慌てて倒れ伏した二人に駆け寄る。

　二人とも微動だにしない。やはり、死んで──。

　圧倒的な絶望が脳のう裏りをよぎる。しかし、そこでシズクがごぽり、と大量の血液を吐き出した。

　シズクはまだ生きている──っ！

　俺はシズクに飛びつく。シズクは背後から穿うがたれた左胸に大きな穴を空けながらも、かろうじてまだ息をしていた。

「……おい、シズク死ぬな……っ！」

「四しノの森もり……くん……」

　シズクは真っ青な顔で、しかしどこか満ち足りたように微笑ほほえむ。

「今……私の能力ちからで無理矢理出血を止めながら……血液を循じゆん環かんさせてるところよ……鉄分……ヘモグロビン操作は私の十八番おはこだから……でも……長くは保たないから……キミとアナさんだけでも……逃げて……《悪魔》は……可能な限り私がそこに射止めておくから……」

「…………っ！」

　どうすればいいのかわからない。

　この怪け我がでは……シズクは助からない。にもかかわらず、最さい期ごの力を振り絞って俺を助けようとしてくれている。

　できることならばシズクも抱きかかえて行きたいが……ハイソフィアの有効範囲を考えるとそれも難しい。

　ならばどうしたって……シズクをここに見捨てていくしかないじゃないか……っ！

　あまりにも理不尽な結末。過酷な運命に涙が溢あふれる。

　そんな俺にシズクは手を伸ばす。冷たい指で俺の涙を拭いながら、息も絶え絶えに小さく苦笑を浮かべる。

「……泣かないで……四しノの森もりくん……男の子でしょ……？」

「シズク……っ！」

「……このタイミングで、名前で呼ぶなんて……ずるいわ……」

　力なくシズクは微笑ほほえむが、俺は溢あふれ出でる涙を止められなかった。

　俺には現状をどうにかする力がない。

　ならばせめてシズクの最さい期ごの想いだけは遂とげなければ……っ！

　俺は涙なみだ声ごえで、格好悪くシズクに告げる。

「ごめんシズク……そして、ありがとう……」

　その言葉にシズクは再び微笑ほほえんで──そして目を閉じた。

　死んでは……いないはずだ。今も《悪魔》は無数の鉄骨に全身を刺さし貫つらぬかれ、苦しそうにもがいている。

　逃げるなら……今しかない……っ！

　無理矢理意識を切り替えて、俺は倒れているアナの元へ駆け寄る。

　シズクと同様、アナの左胸も真っ赤に染まっているが……まだ微かすかに息がある。

　おそらく、シズクと一緒に刺さし貫つらぬかれたことでアナの肉体にわずかながらシズクの血液が入り込み、それがアナを生かしてくれているのだろう。

　命を賭として……シズクはアナを守ってくれた。

　その事実がまた、俺の胸を熱くする。

　とにかく──急いでこの場を離れよう。そうしてアナを上手うまいこと救急隊に受け渡すことができれば……少なくともアナだけは救うことができるはずだ。

　シズクの想いを無駄にしないためにも……せめてこの願いだけは成なし遂とげなければ……。

　俺はアナを抱かかえて立ち上がる。

　そうして気力を振り絞りながらその場を離れようとしたとき──。




「■■■■■─────！」




　鉄骨に縫ぬい止められもがいていた《悪魔》が可聴領域を超越した咆ほう吼こうを上げた。

　超音波のような音の衝撃に、俺はアナを抱かかえたままたたらを踏む。それでも何とか転ぶことなく踏み留まれたのだが……。

　振り返った先──縫ぬい止められた《悪魔》が、突如として漆黒の光を発して爆発した。

　これまでで最大の衝撃。さすがに耐えられず、俺は為なす術すべなく暴風に吹き飛ばされる。

　握あく力りよくが限界に達し、抱きかかえていたアナが宙を舞う。

　二度ほど地面をバウンドして、俺はゴロゴロと地面を転がる。その途中、腹部を刺さし貫つらぬくような激痛に見み舞まわれる。

　何かにぶつかり、ようやく身体からだの回転は止まる。ふと自分の腹を確認してみると、太い木材の破片が突き刺さっているのが見えた。

　ああ……クソッ……また……またダメなのかよ……。

　酷い虚無感に襲われる。

　何が起こったのかはわからないが……とにかく俺は這はい進すすみ、離はなれ離ばなれになってしまったアナを探す。

　アナは……力なく無造作に手足を投げ出し、まるで使い古して捨てられたビスクドールのように、冷たい地面に転がっていた。

　必死にもがいてアナの元まで辿り着いたとき、もう彼女は息をしていなかった。

　白磁のような肌はいっそ無機質ですらあり、到底生きた人間のそれには思えない。

　涙を流しながら彼女の遺体を抱きしめ、何気なく先ほどあった爆発のほうへ目を向けて──。




　────思考が完全に停止した。




　異常なまでに朱あかい空の下。

　そこには、全長二十メートルを優に超える、異形の怪物が佇たたずんでいた。

　四対八枚の歪いびつな翼は漆しつ黒こくに塗ぬれ、その禍まが々まがしさは一目見ただけでも吐き気を催もよおすほど。

　生きとし生けるものの対極。本能的な嫌悪感を抱いだかざるを得ない地獄の使徒。

「あ……あぁ……」

　声にならない声が漏れる。

　震えが止まらない。脳の奥底に厳重にしまい込まれていたはずのトラウマが蘇よみがえる。

　それは──十年前のあの日、突如として俺からすべてを奪った異形の王《サタナエル》と酷こく似じした存在だった。

《それ》が何者なのかはわからないが……絶対的に人類にとっての絶望でしかないことくらいは、理解できる。

　不意に《悪魔》は、頭部にある口のような器官をパカンと開き、そこから無造作に漆しつ黒こくの球体を撃ち出した。

　その球体は高速で飛ひ翔しようし、俺たちの遥はるか後方に着ちやく弾だんする。

　直後──凄まじい爆ばく炎えんと衝撃波と暴風が巻き起こる。

　為なすすべもなく、俺の身体からだは紙切れのように吹き飛ばされる。

　宙を舞まい、錐きり揉もみし、地面に何度も叩きつけられ。

　それでも生きていられたのは、ほとんど奇跡みたいなものだ。

　三半規管がマヒして平衡感覚が曖あい昧まいなまま、閉じていた目を開く。

　その先の光景は────まさに地獄だった。

　辺り一面、劫ごう火かに覆おおわれ、周囲には無数の悲鳴や怒ど声せいが渦うずを巻いている。

　方々には、地面に何気なく転がる人、人、人──。

　ある者は血を流し、ある者は炭化し、ある者は原形を留とどめておらず。

　それらは尊厳すら失い、逃げ惑う人々に踏まれ、足あし蹴げにされ、土に塗まみれていく。

　周囲の建物は、軒のき並なみ先ほどの衝撃波と暴風により廃はい墟きよ同然となり、今はただ朱あかく燃え上がっている。倒とう壊かいしてしまった家屋も無数に見える。

　──おおよそ考え得る限りの地獄が、そこにはあった。

　たった一撃でこの甚じん大だい被ひ害がい。何という……デタラメな存在。

　そうしてようやくそこで俺は──ぼんやりと最悪の可能性に思い至る。




　まさか御手洗みたらいやシズクが言っていたのは、このことだったのではないか。

　明あけ星ぼしアナという少女は……本当に人類の敵だったのではないか、と。




　もしもその可能性が真実なのだとしたら……俺はいったいどうすればいい……。

　ただそこに存在するだけで破壊と死を撒まき散ちらす異形の巨きよ神しんが、陽炎かげろうのように揺らいでいるのを見つめながら、俺は────絶望した。




　いつの間にか俺の目の前には、虹にじ色いろに輝く球体が浮かんでいた。

　左腕は……また聖せい骸がい布ふが外れ《悪魔の腕》が剝むき出だしになっている。

　半ば無意識に、俺は球体に左腕を伸ばす。

　そっとそれを握ると、パリン、とガラス細工のように脆もろく砕け散る。

　そして俺の意識はそれきり──暗転した。
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　────いったい何度《リセット》を繰り返しただろう。




　十を超えたあたりから数えることはやめ、俺はただひたすらに、アナが生き残るための道だけを模も索さくし続けた。

　それでもまだ一度として、アナは生き残れていない。

　どの《リセット》でも、必ず黒服か、御手洗みたらいか、シズクか……あるいは、突如出現した謎の《悪魔》によってアナは殺されてしまう。

　この世界の──アナを絶対に殺してやろう、という意思は、あまりにも強すぎる。

　あるいはそれは、因果的帰結によってもたらされているものなのかもしれないが、いずれにせよその判断ができない俺にとっては、ただの《アナの死》といういつもの結末に過ぎない。

　だから、アナの《死》を見届けるたびに、俺はその《因果》を殺してやり直す。

　アナが死んで、やり直して。また死んで、やり直して──。




　そうして俺は、この世の誰よりも守りたい大切な少女の《死》を──繰り返す。




　　　　１




「──おい、イザヤ！　聞いてるのか！」

「…………あ？」

　突然怒ど声せいのような声が耳じ朶だを震わせ、俺は珍しく……本当に久しぶりに驚いた。

　最近は見飽きた光景を消化試合のように眺めるばかりだったので、怒られることでも初めての出来事は少し嬉しく感じてしまう。

　ぼやけていた意識のピントを、《今》へと合わせる。

　目の前には、怒ったように眉まゆを顰ひそめながらも、つらそうに唇くちびるを結んでいる檻おり神がみの姿が。

　薄暗く狭苦しいここは……学院の檻おり神がみの研究室ラボだ。

　それから、ああ、とようやく今の状況を思い出す。

　今回は気まぐれに檻おり神がみの定期検診を受けに来たのだった。

　ずっとアナをどうにかすることばかり考えていて、久しく定期検診を受けていなかったことを思い出したからだ。

「……ごめん。聞いてなかった。もう一回言ってもらえるか？」

　その言葉に檻おり神がみは、ますますつらそうな顔で応える。

「……どうしたんだ、イザヤ。今日はずっと上うわの空だし具合も悪そうだし……何よりいつも以上に目に覇は気きがないぞ……」

「……そんなことないよ。俺はいつもどおりだよ」

　応えながらも、内心で苦笑を浮かべる。

　目に覇は気きがないね……。そりゃ、目の前で大切な女の子が惨ざん殺さつされるのを数時間おきに何度も何度も見せ続けられて、それでも元気ハツラツなヤツがいたら逆に見てみたいわ。

　皮肉のような心情は、しかし決して表に吐と露ろしない。

「──そんなことより、さっき言ってたことって何だよ。まさかそんな下らないことじゃないだろ」

「……悲しくなるから、下らないなんて言わないでくれ……おまえの身体からだのことを心配してるんだ……」

　心配されたところで檻おり神がみにはどうすることもできないんだから放っておいてほしいとは思ったが、今にも泣き出しそうなくらい顔を歪ゆがませられると、つっけんどんな対応をするのも何だか申し訳ない気がする。

「……悪かった。少し虫の居所が良くなかったんだ。それで、本当は何を言ってたんだ？」

　すると檻おり神がみは一旦息を吞み、すぐに真面目な表情を浮かべ直して告げる。

「──左腕の《侵蝕》の進行が早すぎる。この二週間で倍以上の数値が出ている。このままじゃ……一年どころか半年すら保たないぞ……」

「────」

　少しだけ、その告知に驚き、しかし大半では、まあ、そうだろうな、という諦てい観かんめいた納得をしてしまう。《リセット》を繰り返すたびに、毎回どんどんと体調が悪くなっていくし、左腕は激痛を発するばかりだし、おまけに少しずつ《悪魔の腕》の境界が二にの腕うでのほうへ上ってきていたのでおかしいとは思っていた。

　そもそも《リセット》を行うために、《悪魔の腕》の力を使っている以上、この時間の繰り返しが負担になっていないはずがない。

　自じ嘲ちようするような笑みを浮かべながら俺は肩を竦すくめる。

「まあ……いよいよって感じかな。それまではせいぜい悔いのないように生きるさ」

「……イザヤ、おまえ何だか自じ暴ぼう自じ棄きになってないか？」

　思いがけず鋭い問い掛け。意図せず俺は言葉に詰まる。

「そ、そんなことないぞ。俺はいつもこんな感じで適当だろ」

　動揺を悟らせないように茶化して言うが、それでも檻おり神がみは酷く悲しそうに首を横に振る。

「……まえまでは、適当な振ふりをしながらも懸けん命めいに《今》を生きようと藻も搔がいてただろ。でも今は……何というか、本当に適当な感じだ……。生きることを諦めてるというか……目が《今》を見てないというか……。とにかく、自や棄けにだけはならないでくれ。師匠だって……お母様だっていつも言っていただろう……？『人生は後ろ向きにしか理解できないが、前向きにしか生きられない』って。だからその……つらいことがあるなら私が助けになるから──」

　無責任なその言葉に。

　一瞬、感情のコントロールが利きかなくなって爆発しそうになったが、何とか溢あふれかけた黒い感情を飲み下し、努めて冷静に応じる。

「──ありがとう、ドク。でも、本当に俺は大丈夫だよ。今日はちょっと具合が悪いだけだから、さっさと帰って寝ることにするよ」

　適当にその場限りの言葉を並べ立て、すぐにそれも忘れる。

　どうせ今回もダメなんだから……覚えるだけ記憶容量の無駄遣いだ。

　それよりも檻おり神がみは天才なだけあって鋭いから、あまり長く話しているとボロが出かねない。

　これ以上、感情をかき乱されては敵かなわないので、手短に会話を切り上げ、俺は学長室を後にする──。
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　──度たび重かさなる繰り返しの結果、出会い方の最適解は、仔こ猫ねこの飼い主探しのパターンであることがわかった。

　本当はもう少し色々なパターンを検討しなければならないのだろうが、やはりあの迷子の仔こ猫ねこは放っておくわけにはいかないし、仔こ猫ねこを探して走り回っている女児がいずれ転んで怪け我がをしてしまうのもできれば回避させてあげたい。

　そんな諸々を考慮すると、仔こ猫ねこを連れて飼い主の女児の家へ直行することが、誰も傷つくことなく色々な問題が解決するので、今のところはこのパターンを最適解としている。

　だが──。

　それでも未だにアナを救う手立てが見つからず、おまけに俺の寿命がどんどん削られていって、この《リセット》自体もいつまで続けられるかわからない、という絶望的な状況は、ますます俺を追い詰め、疲ひ弊へいさせていく。

　あれだけ楽しかったアナと過ごすささやかな時間さえ、楽しめなくなるくらいに──。




　今回も無事に仔こ猫ねこを飼い主の元へ返したところで──名残なごり惜おしそうながらもどこか満足そうな笑みを湛たたえたアナは突然、冷たいものが食べたい、と宣のたまった。

　これは結構珍しいパターンだ、と冷静に分析しながら、俺は駅前公園のイタリアンジェラートの屋台へアナを案内してやる。

　ちなみにこのパターンでは、やがて駅前公園に御手洗みたらいが現れ──アナは死ぬ。

　今ではもう遥か遠い、最初のパターンに近いかもしれない。

　ジェラート屋台のアイスクリームショーケースに並んだ色とりどりのジェラートに目を輝かせながら、結局アナは以前と同じストロベリィジェラートを選択した。どうやらイチゴ系のスイーツが好きらしい。俺は……正直なんでも良かったが、前回確かバニラだったので、今回はチョコミントを選択した。

　ベンチに二人並んで腰を下ろし、ジェラートを舐なめる。

「んーっ！　キンキンに冷えてるねっ！」

「……そりゃアイスですし」

「イザヤくん、相変わらず冷めてるなあ。ほらほら、一口上げるから元気出して！」

　小さなプラスチックスプーンですくった自分のジェラートを強引に俺の口へ押し込んでくる。以前であればこういった力ちから尽ずくのコミュニケーションはうっとうしく思いながらも内心で楽しんでいたが、今はもう──何も感じない。それでもただ機械的に、お返しとばかりに俺も自分のジェラートをスプーンでアナの口に押し込んでやる。

「んーっ！　歯は磨みがき粉こみたいで美味おいしいね！」

「ミントを歯は磨みがき粉こって言うのやめろ……何か食いにくいだろ」

「わたし昔、チョコミント味の歯は磨みがき粉こ使ってたことがあるんだけど、あれ美味おいしすぎてつい反射的に飲み込んじゃうから使うのやめたよー」

「おまえの身体からだって、わりと本能に忠実だよね」

「今を楽しく生きることに全力投球のアナちゃん可愛かわいい！」

「子供か。あと何でもかんでも強引に可愛かわいいネタに持っていくの突っ込みに困るからやめて」

　機械的に、自動的に俺は会話を続けていく。

　しばらくそんな実のないやりとりが続いたところで──。

　不意にアナが、にへへ、と脱力した笑みを零こぼし、話題を変える。

「──ねえ、イザヤくん。どうしてイザヤくんはわたしにこんな親切にしてくれるの？」

「…………？」

　それは思いがけない問い掛けだった。

　今までそんなこと尋ねられたことがなかったので、正直面めん喰くらう。

「どうしてって……おまえが困ってるように見えたから」

「猫ちゃんのときはそうだね。でも、今は困ってないよ。ただわたしのわがままに付き合わせちゃってるだけ。だから、どうして今日初めて会ったわたしに親切にしてくれるのかなって」

「それは……」

　思わず言い淀む。改めて訊きかれると……最初のきっかけが思い出せない。

　下手なことを言ってボロを出すのもバカらしいので、適当に誤ご魔ま化かすことにする。

「……アナが魅力的だからかな。男はみんな、可愛かわいい女の子とデートしたい欲があるんだ」

「噓」

　見みえ透すいた俺の言葉を、アナは一言で切り捨てる。

「最初はね、正直そういう下心的なアレがあるのかな、って思ったんだ。だって、地面に這はいつくばってるわたしに声を掛けてきて、おまけに猫ちゃんの飼い主を探してくれるって言うんだから。この自分が生きるのに必死な時代に、そんなお人ひと好よしがいたら、普通は何か見返りを求めてるのかな、って思うよ」

「だからこうしてデートの見返りを──」

「でもイザヤくん、ちっとも楽しそうじゃないもん」

　きっぱりとそう言い切り、アナは俺を真っ直ぐに見つめる。

「見返りっていうと言い方悪いけど、お礼のつもりでイザヤくんを誘ったんだ。そうしたらイザヤくん、即答でノってきてくれたから、最初からそのつもりだったのかな、って思ってたんだ。でも、こうしてデートしてみて、そうじゃないのがわかった。だってイザヤくん……全然笑ってくれないんだもん」

「…………っ」

　動揺のあまり、俺は自分の顔に触れる。せめて表面上だけは笑っているつもりだったが……それすらもできていなかったのか。顔をしかめる俺に、それでもアナは優しく語りかける。

「イザヤくん、初めから見返りなんて求めてなかったんだ。じゃあ、単純にただ稀まれに見るほどのお人ひと好よしなのかな、誰にでもこうなのかな、とも思ったけど、どうにもそういう感じでもないんだよね。何ていうか、仕草や言葉の端はし々ばしから、わたしをとても気き遣づかって、心配してくれてるような印象も受けて……それでわからなくなっちゃった。この人はどうして、今日初めて会ったわたしのためにここまで尽くしてくれるんだろう。……どうしてふとした瞬間に、とても悲しそうな顔をするんだろう、って……」

「…………っ」

　言葉が出ない。俺は……そんなにもわかりやすく、破は綻たんした行動を取っていたのか。

　でも……俺はただ本当にアナを救いたいだけなんだよ……。なのにどうして、そんなふうに責められないといけないんだよ……。俺だって一いつ生しよう懸けん命めいやってるのに……それでもアナを救えなくて、つらくて、悲しくて、申し訳なくて……。

　考えがまとまらない。ここ最近常に続いていた頭痛が、脈動するようにいっそう酷くなる。

　イライラばかりを募つのらせる俺を見つめて……それでもアナは嬉しそうに笑う。

「──でも、ようやく本当のイザヤくんに会えた気がする。ねえ、本当のキミはどこにいるの？　何を考えて、何を思ってるの？　わたし、本当のイザヤくんのこと、もっとよく知りたいよ」

　すべてを見み透すかすような言葉に、俺の心はざわつく。

「なに、を──」

「ねえ、イザヤくん。わたしね……イザヤくんにとても感謝してるんだよ。本当は独りぼっちでこの広い町をうろつくはずだったわたしを優しくエスコートしてくれてるんだから。イザヤくんのおかげでとても楽しい思い出ができたし、現在進行形で今もとってもうきうきしてる。今までこんな気持ちになったことはないってくらい、幸せなんだ。だから──そのお返しにわたしはイザヤくんの助けになってあげたいの。キミはいったい何を隠してるの？　何を悩んでるの？」

　アナの鋭い問い掛け。思わず爆発しかけるが、それでも何とか感情をコントロールして俺は答える。

「お、俺は何も隠してないし、悩みなんて……」

「噓だよ」

　そう断言して。

　食べかけのジェラートをベンチの上に置くと、アナは俺の頰ほおを両手で摑つかみ、顔を覗き込んできた。至近距離から黄こ金がね色いろの双そう眸ぼうに見つめられる。星せい宿しゆくの瞳は、近くで見るときらきらと輝き、この世のものとは思えないほど美しい。どんどん思考が麻ま痺ひしてくる。

　動けなくなる俺に、アナはストロベリィの香りのする甘い吐と息いきを漏らし、二十センチと離れていない距離で囁ささやく。

「──イザヤくんは噓がへたくそだね。そんなつらそうな顔で、何言ってんのさ。何か隠してるし、ずっと一人で悩んでる。ほら、わたしにお話してごらん？　何か役に立てるかもしれないし、話すだけでも楽になるかも──」

　──もう、限界だった。

　気がつくと俺は、アナの手を振り払い、彼女の両肩を摑つかんで叫んでいた。

「何も知らないくせに勝手なこと言うなよ！」

　突然の怒ど鳴なり声にアナは目を丸くして黙り込む。

　広い公園に、俺の声が響き渡る。周囲の視線がこちらに向いているような気がしたが……構うものか。俺は散々溜め込んできたものをすべて吐き出すようにアナにぶつける。

「誰かに話して楽になるような、そんな簡単なことじゃないんだよ！　役に立つだ？　なら教えてくれよ！　どうして世界はアナを殺そうとするんだよ！　どうやればアナを救えるんだよ！　もうアナが死ぬところを見るのは嫌なんだよ！　何よりおまえの死を少しずつ悲しめなくなってる自分が死ぬほど嫌なんだ！　あれほどつらかったおまえの死が、ただの日常に成り下がりつつあるのが耐えられないんだ！　頼むから……もう俺にわずかでも希望をちらつかせるのはやめてくれ……っ！」

　アナに罪がないことはわかってる。それどころか、アナは俺のためを思って、真剣に悩み考えてくれているのだということも理解できている。

　それでも……俺は気持ちを止めることができなかった。

　何度も何度も、アナの死を繰り返し、そのたびに自分の無力さに打ち拉ひしがれて。

　もう……限界だった。どうして……どうして俺だけがこんなつらい目に遭あわないといけないんだ……。

　心の中の、張り詰めていた何かが、音を立てて切れた気がした。

　これまでの努力とか苦労とか。

　そういったすべてを投げ捨てて、今すぐどこかへ逃げ出してしまいたい。

　つらすぎる現実を直視できず、俺はアナから目を逸そらす。しかし──。

「──そっか……。イザヤくん、つらかったんだね」

　あれだけ一方的に捲まくし立て、怒ど鳴なりつけられたというのに。

　アナは驚くほど穏やかに微笑ほほえむと──突然、何の脈みやく絡らくもなく俺を抱きしめた。

「────っ!?」

　予想外の展開に頭が真っ白になる。

　アナは慈じ愛あいに満ちた優しげな口調で、ゆっくりと語りかける。

「イザヤくんの言ってることはよくわからないけど、そのことでイザヤくんがとっても悩んで苦しんでることはよくわかったよ。でも、苦しくてつらいのに、ずっと頑張ってきて……イザヤくんはすごいね」

「すごくない……全然……すごくないんだ……」

　思考はぐちゃぐちゃで、自分でも何を考えているのかわからない。それでも、自分がアナに抱きしめてもらえるような人間ではないことだけは痛いほどよくわかったので、半ば強引に彼女の身体からだを引きはがす。

　それから顔をくしゃくしゃにして、懺ざん悔げのように告げる。

「俺はもう……ダメなんだよ……。もう……アナが死ぬことに耐えられない……。だからこの《リセット》で……全部……全部終わりにするんだ」

「──リセット？」

　アナは不思議そうに小首を傾げる。そうだ……事情を知らないアナには何のことかもわからないんだ。

　でも……もういい。

　どうせこれで終わりにするなら、全部洗いざらい吐き出して、その上で意い気く地じなしと軽けい蔑べつされたほうがいっそすっきりする。

　俺は昏くらい笑みを口元に浮かべて言う。

「……聞いてくれ。噓みたいな話なんだけど……実は俺は──《今日》を繰り返してるんだ」

　そうして俺は────すべてを語る。




　アナが殺されてしまうこと。そのたびに《リセット》で今日をやり直していること。

　しかし、何度繰り返してもアナは黒服か御手洗みたらいかシズクに殺されてしまうこと。

　そして──誰にも殺されなかった場合、背後に出現した《悪魔》によってアナは殺され、その《悪魔》が世界を滅ぼしうること。

　それでもアナを助けたくて、《リセット》を繰り返して来たが、要かなめである《悪魔の腕》の侵蝕が進み、もう俺も長くは保たないこと。

　その果てに──すべてを諦めたこと。




　アナは俺の拙つたない説明を、至し極ごく真面目な表情で聞き入り、その締しめに深いため息を零こぼした。

「──そっか。そういう、ことだったんだ……」

　意外な言葉に俺は目を丸くする。

「……信じるのか？」

「うーん……俄にわかには信じがたいけど……イザヤくんがそう言うならわたしは信じるよ」

「…………」

　まさかこうも真っ向から信じてもらえるとは思っていなかったので少々面めん喰くらう。

　でも……話が早いのは助かる。俺は再び口元に昏くらい笑みを浮かべて言う。

「……だからさ、俺はおまえに褒めてもらえるようなヤツでもなければ、おまえに抱きしめてもらえるようなヤツでもないんだ。アナを助けたいなんて分不相応な望みを持って、結局何一つ果たせないまますべてを放り出して惨みじめに死んでいくだけの……負け犬だよ」

　わざと吐き捨てるように言う。軽けい蔑べつしてほしい。見下して、罵ば倒とうしてほしい。

　それで許してもらえるのであれば、俺はすべてを受け入れる。

　覚悟を決めてそのときを待ち──ようやくアナは重い口を開いた。

「この──ばかちんっ！」

　ペチン、と。あまりにも弱々しく、突然アナは俺の頰ほおを張った。

　予想外の言葉と行動に放心する俺に、アナは涙さえ浮かべながら俺を叱しかりつける。

「どうしてそんな無茶をするの！　下手したらイザヤくんも死んじゃってたかもしれないんだよ！　おまけに寿命まで縮めちゃって……信じられない！　どうしてそんなに自分を蔑ないがしろにできるの！　どうしてそんなに……わたしなんかのために頑張っちゃったの！　イザヤくんはバカだよ！　前ぜん代だい未み聞もんの大バカ者だよ！」

　俺を睨みつけながらアナは肩で息をする。きっと一息で言い切って苦しいのだろう。

　そういう状況ではないとわかっていながらも思わず彼女を窘たしなめる。

「お、落ち着け……？　ほら、深呼吸して……」

「落ち着いてる場合じゃないでしょ！」

　逆に油を注いでしまったらしい。アナはますますヒートアップする。

「もう……本当に信じられない……っ！　このご時世に、世界が明日崩壊するかもしれない、って内心怯おびえて、みんな自分のことで手て一いつ杯ぱいのこの時代に……っ！　イザヤくんはお人ひと好よしが過ぎるよ！　もっと自分を大切にしないとダメでしょ！」

「…………」

　お人ひと好よしが過ぎる、という部分はおまえにも言えることだと思うけど……とは思ったが黙っておく。何度も《リセット》を繰り返して、アナが自分よりも他人を優先してしまう優しい少女であることは十二分に理解していたので……そういう意味では、俺たちは似たもの同士なのかもしれない。

　他人ひと事ごとのようにそんなことを考えていたら──今度は突然、アナは何も言わず俺の胸に飛び込んできた。

　展開の早さについていけず目を白黒させながらも、反射的に彼女を抱き留める。

　どうしたらいいのかわからず途方に暮れていたところで……アナは俺の胸に顔を埋うずめたまま、声を震わせて呟く。

「──でも。何度もわたしを救おうとしてくれたことは……嬉しい。本当に……本当に、すっごく嬉しい。きっと今が人生で一番幸せだと思う……。ありがとう、イザヤくん。本当に……ありがとう」

　それは溢あふれるような感謝の言葉だったが……まるで告こつ解かいのような悲痛な響きを帯びていて、ますます俺は混乱する。

　アナは名残なごり惜おしむような動作で俺から離れ、どこか大人びた笑みを浮かべながら続けた。

「だから……絶対に自分を責めないで。イザヤくんは立派だよ。それに、悩んで、苦しんで、その結果出した答えが《諦める》なら、胸を張らないと。わたしはイザヤくんが出した答え、全然悪くないと思うよ。むしろ普通なら三回目くらいで諦めちゃうはずなのに、何十回も試し行こう錯さく誤ごを繰り返して……イザヤくんは真面目さんだね」

「ま、待て……。頼むから俺を慰なぐさめるな。俺はおまえを助けられなかったことに責任を」

　皆みなまで言い終わらせてくれず、アナは空いているほうの人差し指で俺の唇くちびるを封じる。

「責任なんて。イザヤくんが感じる必要、初めからないんだよ」

　そう言って彼女はゆらりとベンチから立ち上がり、緩かん慢まんな動作で俺の前に立つ。

　夕日に赤く照らされた彼女は、にへへ、と脱力した笑いを浮かべてから告げる。




「──だって、今日これからわたしが死ぬことは、あらかじめ決められてたことだから」




「…………は？」

　意味が、わからない。おまえは……唐突に何を言い出すんだ……？

　呆然とする俺に、アナは優しく微ほほ笑えみ掛けてくれる。

「だから、イザヤくんが責任を感じることなんかないんだよ。これはね、《運命》みたいなものだから……それでイザヤくんが苦しむことが、そもそもの間違いなんだよ」

「なにを……言って……」

　上手うまく言葉が紡つむげない俺に、まるで子供をあやす母親のような声色でアナは言う。

「──うん。それじゃあ、わたしのことを少しお話しようかな。でも、たぶん面おも白しろい話じゃないし、むしろ不愉快かもしれないから、止めてほしかったら途中でも言ってね」

　後ろ手を組み、夕風を全身で楽しむように目を細めて──彼女は語り始めた。

「わたしね……《サタナエル事変》以前の記憶がないの。事変のあと、旧新宿区で倒れてたのを保護されてさ。身寄りもなくて、たぶん家族は事変でみんな死んじゃったんだと思うんだけど、それで行くところがないからわたしを保護してくれた人が所属していた神しん智ち科学の研究所に引き取られることになったんだ」

「…………」

　その語りは、かつて御手洗みたらいに言われたことを否いや応おうなく思い返させ、鼓こ動どうを加速させる。

「で、なんで神しん智ち科学の研究所に引き取られたのかっていうと……」

　言って、彼女はブラウスの袖そでとスカートの裾すそを少しだけ捲まくり上あげる。両の二にの腕うでと太ももには、真っ白い包帯が巻かれていた。その姿はとても痛々しい。

「……何でかはよくわからないんだけど、わたしの血にはハイソフィア能力を活性化させる作用があるの。でも、普通にお注射で抜いた血だとその作用が弱くって、わたしが痛い思いをしたり、怖い思いをしたりして採取した血にだけ、強くその作用が出るんだって。だからいつも、腕とか太ももとか、そういうところをメスで傷つけて、サンプルの血を採られてるんだ」

「────っ！」

　一瞬、怒りのあまり目の前が真っ赤になる。

　なんで……どうして……っ！

　なんでこんな華きや奢しやな女の子に、そんな酷いことができるんだよ……っ！

　感情が爆発して吐きそうになるが、そんな俺を察してか、服装の乱れを直したアナは、優しく俺に微ほほ笑えみかける。

「……怒らないで、イザヤくん。身寄りのないわたしを保護してくれてるのは事実だし、それに研究所の人も、女の子だから目立つところに傷を作らないほうがいい、って色々配慮してくれてるの。えっちな実験とかもされてないし……わたしは恵まれてるよ」

「だからって！　それはおまえが傷つけられなきゃいけない理由になってないだろ！」

　思わず声を荒あららげる。しかし、アナはあくまでも穏やかな表情のまま首を横に振る。

「……わたしの血がハイソフィア能力を活性化して、結果的に人類のためになるのなら……それだけが身寄りのないわたしの存在価値なら……受け入れるしかないでしょう？」

　どこか超ちよう然ぜんとした微ほほ笑えみに、俺は上手うまく言葉が紡つむげない。

　必要以上に動揺を示す俺に、アナは「……止めようか？」と尋ねてくる。だが俺は、続けてくれ、と先を促うながす。アナはどこか切なげな笑みを浮かべながら小さく頷いた。

「……まあ、そんな感じで、わたしは類例のない特別な検体として、研究所の中だけでこの十年過ごしてきたんだけど……今朝あたりから急に事情が変わってね」

「事情……？」

「うん。なんかね、理由はよくわからないんだけど……わたしのせいで《世界崩壊係数》が変動しちゃったらしいの」

「《世界崩壊係数》の……変動？」

　意外な言葉に俺は首を傾げる。何な故ぜここで……《世界崩壊係数》の話が出てくる？

　理解が及ばない俺に、アナはあくまでも優しく告げる。

「つまりね……今日の午後五時半過ぎ、何らかの理由によりわたしが原因で世界が崩壊してしまう、っていう近未来予測が出たの。だから、その予測をなかったことにするために……《聖せい白はく色しよく委員会》は今日の昼過ぎ、わたしを殺す決定をした」

「────っ！」

　待て……待て……っ！

　なんだそれは……っ！　じゃあつまり、まさか……っ！

「まさかおまえ、自分が殺されることを知ってたのか!?」

　堪こらえられず、俺は声を荒あららげる。しかし、興奮する俺とは対照的に、アナは静かに頷く。

「──うん。知ってたよ。だからそれを《運命》と受け入れた。そのおかげで《世界崩壊係数》の変動も元に戻った。わたしが死ぬことで世界が救われるのであれば……わたしは喜んで死を選ぶよ。でもね──」

　そこでアナは再び、にへへ、と笑う。

「研究所の人がね、さすがにすぐに殺すのはかわいそうだって、自室で心の準備をする時間をくれたの。でも……殺される時間が迫ってきたら、何だか急に寂さびしくなってきちゃって。わたしの人生って何だったんだろう、って不安でいっぱいになってきちゃって……。で、藁わらにも縋すがる思いでいつもしっかり施せ錠じようされてる自室の扉を押してみたら……何な故ぜか開いちゃって。おまけに廊下を覗いたらたまたま誰もいなくて……。気づいたらわたし……研究所から逃げ出してた。もちろん、本当に逃げ出す気なんてなかったよ？　たださ、最後に少しだけ町を見て回りたかったの。そういう、年頃の女の子がやる普通のことを、死ぬまえにやってみたかったの。それで、少し見て回ったらすぐに帰るつもりだったんだけど……その途中で、イザヤくんと出会った」

「────」

　そこで、そう繫がるのか。混乱する頭で朧おぼろ気げに理解する。

「イザヤくんと出会って、猫ちゃんの飼い主さん探したり、ジェラート食べたり……そういう普通のことができて、本当にすごく嬉しかったの。だからもう──思い残すことはないよ。わたしのことで、イザヤくんが苦しむのは嫌だし、そのことでイザヤくんが責任を感じちゃうことなんか何もないんだよ。──逃げ出したわたしを、みんなが殺そうとしてくるのは……当たり前のことなんだから」

　優しく、言い聞かせるようにアナは言うが、俺の脳はその言葉を素す通どおりさせる。

　そんなことより……この事実が衝撃的すぎて、思考が上手うまくまとまらない。

　だって……だって。

　これまでの《リセット》で、アナは一度として自分の死が目前に迫っている素振りを微塵も見せていなかったのだから。

　カフェに行ったときも、ステーキハウスに行ったときも、仔こ猫ねこと戯たわむれていたときも。

　アナはいつも、当たり前のように笑っていた。

　今の幸せが永遠に続くと当然のように思っている、年頃の女の子と同じように。

　数時間後に自分が殺されることを知っていたのであれば、どうして──。




「なら──どうしておまえはそんなふうに笑えるんだよ……っ！」




　血を吐くような、俺の疑問。

　記憶もなく、気がついたら天てん涯がい孤こ独どくで、引き取られた研究所では毎日痛くてつらい実験を強要され……それだけでも心が疲ひ弊へいして当たり前なのに……。

　さらに理不尽に殺されることがわかってなお、どうして笑っていられるんだ……っ！
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　歯を食いしばりながら、俺は必死に感情をコントロールする。そうしないと、つらくて、悲しくて、暴れ出してしまいそうだ。

　だというのに。それでもアナは冷静に、穏やかに微笑ほほえんで答える。

「わたしね、記憶がないって言ったけど、実は一つだけ覚えてることがあるんだ。薄暗い部屋の中、一人で一いつ生しよう懸けん命めいに働いている白衣を着た亜あ麻ま色の髪の美人──。その人がね、わたしに微ほほ笑えみかけながら言ってくれるの。『──人生は後ろ向きにしか理解できないが、前向きにしか生きられない。だからアナ、笑いなさい。つらいときこそ、悲しいときこそ、不敵に笑ってやりなさい。そうすれば、あなたの未来はきっと明るくなるから』って」

「────っ!?」

　驚きのあまり、一瞬心臓が止まる。だって、それは……それは……っ！

「それは……俺の母さんだよ……っ！」

　何とか声を振り絞る。アナは、生前の母さんと会っていたのか……っ！

　さすがに予想外の事実だったためか、アナは驚いたように目を大きく見開き、息を吞む。そして、急に得心いったように、息を吐いた。

「──そういう、ことだったんだ。イザヤくんを最初見たとき、どこかで会ったような気がしてたんだけど……そっか、あの人の面おも影かげがあったからなのか」

　俺はずっとアナに母の面おも影かげを見ていた。そして同時に──アナは俺に母の面おも影かげを見ていた。

　どうやら最初から俺たちは……母という過去で繫がっていたらしい。

　何という──奇跡のような偶然。

　放心する俺に、アナは穏やかに語りかける。

「だからわたしね、つらいときも楽しいときも、笑うことにしてるの。記憶のないわたしの、唯一の拠より所どころだから……。でも、それを抜きにしても、楽しいときに笑えば、それは素敵な思い出になるし、つらいときに笑えば、つらさが和やわらぐでしょ？　だからいつも脱力して、ニュートラルに笑うクセがついちゃったんだけど……」

　そう言ってアナは、にへへ、と恥ずかしそうに笑う。

「でも、やっぱりどんなときでも笑えば楽しくなってくると思うんだよね。それに毎日がつらいからこそ、楽しいときにはたくさん笑って心の底から楽しまないともったいないでしょ？　だから、わたしは瞬間、瞬間を最高に楽しんでるの。たとえ明日が来なくても、明日が来ないからこそ、他人が見て羨うらやましくなるくらい、笑って楽しんでやるって決めたの！」

「──────っ」

　母が俺たちに遺のこした、どんなときも笑っていれば幸せになれるという夢見がちな信念。

　それは母が俺に遺のこしてくれた唯一の教えだったけど……俺には受け入れることができなかった。大好きだった母が死んで、左腕も《悪魔》化して。そんな状況で、どうやって笑えばいいのかわからなくなってしまっていた。

　だが……アナは違った。

　俺なんかよりもよっぽど過酷な人生を送りながら、それでも希望を失うことなく、笑い続け。

　そうすることで、自らの理不尽な死すらも、乗り越えようとしている──。

　たった一つだけ、覚えていた教えを、愚ぐ直ちよくに信じ続けて……。

　思わず涙が浮かぶ。

　すごいよ……おまえ……本当にすごいよ……。

　俺みたいに勝手に自分で諦めて、人生に見切りをつけていただけの雑魚ざこなんかとは、生きるステージが違う。

　溢あふれた涙が頰ほおを伝って次から次へと流れ落ちる。

　そんな俺を見て──アナは再び慈じ愛あいに満ちた笑みを浮かべ、俺を抱きしめた。

　抵抗なんか……する気も起きない。

　ただされるがままに、俺はそっと頭を撫でられる。

「──最後の思い出作りに、付き合ってくれてありがとう。きっとイザヤくんのお母さんが、最後にわたしとイザヤくんを引き合わせてくれたんだね。今のわたしも、イザヤくんがかつて出会ったわたしも、みんなイザヤくんには感謝してるし、みんなイザヤくんのこと大好きだと思うよ。イザヤくんは優しいから泣いちゃうと思うけど……あまり思い詰めないでくれると嬉しいな。──じゃないと、安心して逝いけないよ。だからほら、イザヤくんも笑って？」

　いやだ……いやだ……っ！

　ふつふつと、怒りとも悲しみともつかない感情が湧き上がってくる。

　どうしてアナが死ななければならないのか。

　こんなにもこれまで苦しんできて、理不尽な死にも笑顔で立ち向かっていこうとする優しくて強い女の子が、どうして死ななければならない。

　そんな世界……間違ってるだろ……っ！

　…………。




　────ああ、そうか。




　天てん啓けいのように、不意に蘇よみがえる原初の決意。

　そうだ……そんな世界、間違ってる。

　どの《世界》でも、アナは破は天てん荒こうで、無邪気で、優しくて……この上なく強い。

　そんな素敵な女の子が、当たり前のように殺される世界なんて、絶対におかしい。

　だからこそ俺は、この明あけ星ぼしアナという少女を救いたいと願ったのではなかったか。

　始まりの、とてつもなく単純な動機を思い出して……消えかかっていた心の灯ひに、再び勢いが戻る。

　そうだ……俺はこんな短い繰り返しの時間じゃなくて、この先のもっとずっと長い時間をこの少女と過ごしたかったんだった……っ！

「……ありがとう、アナ。本当に……本当に、ありがとう……」

　心からの感謝を告げて、俺は一いち抹まつの名残なごり惜おしさを残しつつアナから離れる。

　アナの上等そうなブラウスは俺の涙で濡れ、薄うす桃もも色いろの下着が一部透すけて見えてしまっていたが、まるで気にした様子もなく、アナは俺の顔を見てにっこりと微笑ほほえんだ。

「目が元気になったね。これが本当のイザヤくんか。ちょっとカッコ良くてドキドキする」

「……惚ほれるなよ？」

「そ、そんなチョロくないもん！」

　急に赤面してアナは頰ほおを膨ふくらませる。

　うん、それでこそアナだ。満足げに頷いてから……俺は改めて決意を述べる。

「俺は──やっぱりおまえを助けたいよ」

「うんうん、それでいいんだよ、って、えええっ!?　イザヤくんわたしのお話ちゃんと聞いてたの!?」

　想定外の反応だったのか、アナは目を剝むいて驚く。

「いや、落ち着いてイザヤくん。わたしが殺されるのは、もう《決まった》ことなんだよ……？」

「違う。《決まった》ことじゃない。誰かが《決めた》ことだろ」

　俺は涙の跡あとを乱暴に袖そでで拭ぬぐってから、彼女の目を真っ直ぐに見つめて告げる。

「《ラプラス》の因果律演算の結果、どうやらアナが世界を崩壊させるかもしれない、ってことがわかって、やむなくアナを殺すことで世界崩壊を防ごうとしてるわけだろ？　もちろん、それは乱暴だけど手段の一つではある。でも……それだけじゃないはずだ。アナが生きていて、世界も崩壊しない、そんな都合のいい未来だって探せばきっとあるはずだ。だから諦めるな。アナが死ねば世界が救われるなんて戯ざれ言ごと真に受けるな。運命なんてクソ喰らえだ。おまえだって……死にたいわけじゃないだろう？」

「それは……そうだけど……」

　急にアナは不安そうに瞳を泳がせる。

「で、でも、イザヤくんだって《見た》んでしょ？　結局わたしが、世界を崩壊させちゃう未来を……」

「見た！　見たけど、大丈夫だ！」

　力強く、俺は胸を叩く。

「確かに、今日の午後五時半過ぎ、アナの背後に現れた《悪魔》が、アナの心臓を後ろから刺さし貫つらぬいて、それでその後何な故ぜか巨きよ大だい化してこの辺一帯を壊滅させる。それはたぶん、何らかの《因果》によって定められた事実なんだろう。だが、《因果律演算》ってのは、あくまでも確率的に未来を予測するものだ。だから、たとえ《世界崩壊係数》が最大値の99を示したとしても、針の穴を通すくらいの薄い確率で、それを回避することが可能なはずだ」

「そ、そんなこと……ホントにできるのかな……？」

「やってみなきゃわからん！　確かにこれまではできなかったけど……それは、この先もできないって意味じゃないはずだ！　たぶん《悪魔の腕》の力は、このために神様がくれた力なんだ。アナを救えって、神様が言ってるんだ。だから俺は、最後まで諦めない！」

　朗々と、声高く、俺は宣言する。

　一瞬の沈黙。

　驚いたように目を丸くして俺の言葉を聞いていたアナが────不意に涙を零こぼす。

「……ほんとに、わたしは生きていてもいいのかな……？」

「当たり前だろ。何バカなこと言ってんだよ。むしろ俺はおまえが生きてないと困る。おまえみたいな妙ちくりん、ほかにいないんだから。珍ちん獣じゆうは保護しないといけないだろ」

「なにそれ」

　涙を零こぼしながら、それでもアナは楽しそうに笑った。

「……わたしも、死にたくないよ……。死ぬのは仕方ないことだって、怖くないって、自分に言い聞かせてきたけど……イザヤくんと会って、楽しいことたくさん知って……急にものすごく死ぬのが怖くなっちゃった……。生きて、イザヤくんといろんなことしたいよ……。もっとたくさん遊んで、たくさんお話して……もっともっと仲良くなりたいよ……っ！」

「ああ、できるよ。なんてったって、おまえにはまだまだたくさんの時間が残ってるんだから」

「イザヤくん……っ！」

　アナは俺の胸に飛び込んでくる。そして縋すがりつき、子供のように嗚お咽えつをもらす。

「お願い……イザヤくん……助けて……わたしを、助けて……っ！」

　それは今までどんなにつらいことがあっても笑って、気き丈じように振る舞ってきた彼女が……初めて見せた弱さだった。

　だから俺は、それを守るように、彼女をそっと抱きしめる。

　強く抱いたら壊れてしまいそうなくらい細くて、でもとても温かい少女の身体からだだった。

　アナが年頃の、普通の女の子だという当たり前のことを改めて思い知らされる。

　このあまりにも尊い少女は──俺が絶対に守ってやる。

　決意の焰ほのおを胸に宿す。

　それからしばらくして、落ち着きを取り戻したアナが怖おず怖おずと俺の腕を離れる。

　こしこし、と乱暴に袖そでで目元を拭ぬぐって、アナは頰ほおを朱しゆに染めて、にへへ、と笑った。

「……これでおあいこだね」

「……まあ、そうだな」

　改めて思い返してみると、俺は俺でアナの胸に顔を埋うめて泣いていたのだから、恥ずかしいことこの上ない。お互いの精神衛生のため、なかったことにしよう。視線だけで暗あん黙もくの了解を取ってから、俺はわざとらしく話題を変える。

「とりあえず……ジェラートをさっさと食べちゃおうか。このまま溶かすのはさすがにもったいない」

「うわあああ！　忘れてたもったいない！」

　慌ててベンチに座り直して半分溶けかかったジェラートをすごい勢いで食べ始める。

「……ぐっ！　ぬわーっ！　頭が！　頭が割れそうに痛いーっ！」

「アイス食べるのヘタクソか」

　額を抑おさえて悶もん絶ぜつするアナに苦笑を向けて、俺も残った冷たいジェラートで火ほ照てった身体からだを冷やしていく──。




　　　　３




　溶けかかったジェラートを食べ終え、多少の冷静さを取り戻したところで、改めて現実に向き直る。

　時刻はまだ午後五時少し手前。諸もろ々もろが動き出すには少しだけ余裕がある。

　だが……もう試せそうなことはすべて試し終えてしまっていることもあり、肝かん心じんの起死回生のアイデアが何も浮かばない。アナも一緒に考えてはくれているが……あまり芳かんばしくはない。

「……とにかく逃げ回るのはどうかな？　例えば、カラオケボックスとか人目につかない場所でやり過ごすとか？」

　アナの思いつきを、申し訳ないと思いながら俺はすぐに却下する。

「……もう試したよ。そういう店舗は何な故ぜかすぐに黒服に見つかる。たぶん、監視カメラの映像とかをどこかで確認してるんだろうな。町中でも、監視カメラが設置されてる大通りなんかを通ると結構な確率で黒服に見つかる」

　そう、実はランダムに逃げ回った場合、黒服連中に見つかって殺されるパターンが一番多い。たぶん六割は下らないはずだ。残りの四割は御手洗みたらいとシズクで半々くらい。どうやら現在、新宿特区内には《熾天使セラフ》が三名しかいないらしい。

　一度、黒服連中に路地裏へ追い詰められたところで、左腕の聖せい骸がい布ふを外し《悪魔の腕》の能力で応戦しようとしたことがある。

　御手洗みたらいやシズクのような《熾天使セラフ》には通用しないだろうが、一般人の彼らならばどうにかなるのではないか、と考えたのだ。

　だがその目もく論ろ見みは──あっけなく失敗した。第一陣を壊滅させることくらいならできたが、続く第二陣、第三陣に包囲され、《悪魔の腕》の効力が届かない遠距離から蜂はちの巣すにされて……死んだ。

　とにかく黒服連中は数が圧倒的に多いので、下手すると御手洗みたらいたちよりもよほど厄やつ介かいかもしれない。

　結局のところ、逃げるにせよ戦うにせよ、詰んでいる状況に変わりはないわけだが……。

「──ねえ、イザヤくん。さっきお話を聞いて、一つだけわからないことがあったんだけど……聞いてもいい？」

　アナの問い掛けに、埋まい没ぼつしかけていた意識を引き戻す。

「ん？　ああ、なんでも聞いてくれ」

「あのさ、その御手洗みたらいって人のことなんだけど……確か《悪魔》の討とう伐ばつ数だったら一位なんだよね？」

「そうらしいな。俺も伝聞だから確かなことはわからないけど……それが何だ？」

「討とう伐ばつ数一位ってことは、誰よりもたくさんの《悪魔》を倒してる、ってことだよね？　ものすごく強いってことだよね？　なのに……アイオーン・ランキングはどうして第七位なの？」

「────っ」

　アナの何気ない言葉に、俺は思わず息を吞む。それは……俺には考えつかなかった発想。

　確かに言われてみれば、実際、何もないところから拳けん銃じゆうを取り出す、という極めて反則的なハイソフィアのわりには……評価が低いような気がしなくもない。

　あるいは六位以上の連中が、御手洗みたらいに輪を掛けて凶悪なハイソフィアを持っている、という可能性は否定できないし、そもそも討とう伐ばつ数だけで判断されるようなものでもないのだろうが、気掛かりと言えば気掛かりだ。

　もしかして……上位に食い込めない致命的な弱点でもあるのか……？

　閃ひらめいた一筋の光明を頼りに、俺は考察を続けていく。

　確か、以前シズクは言っていた。

　御手洗みたらいのハイソフィア《自銃ガンズ・オブ自在・リバテイ》は、系統的には、再さい構こう成せい系か具ぐ象しよう化か系であると。

　現存する物質を一度素粒子レベルにまで分解したあと、自己の様々なイメージに作り替える《再さい構こう成せい系》と、物質に依存せず、何らかの機能を持った《形》を作り出す《具ぐ象しよう化か系》。

　そのどちらもがあり得るというが……実際のところどうなのだろうか？

　何か情報はないだろうか、と頭の中でかつて体験した光景をリプレイする。

　何度も何度もリプレイして……そうしてようやく一つの相そう違い点に気づく。

　それは──薬莢。

　あまり詳しくは知らないが、薬やつ莢きようとは銃の弾と火薬を収めてある筒つつのようなもので、これは弾を発射するごとに銃から排出される仕組みになっているらしい。

　確か、黒服連中に撃たれたときは、銃から薬やつ莢きようが排出されていたが、御手洗みたらいに撃たれたときは、俺は一度として薬やつ莢きようが排出されるのを見ていないし、音も聞いていないはずだ。

　結論から言うと──御手洗の銃からは弾は出ても薬莢が排出されない。

　だとしたら──あれは銃という物体を再構成したものである可能性は低い……？

　ならば具ぐ象しよう化か系能力で、銃のような形を作っており、実際には『引き金を引くと狙った場所に着ちやく弾だんする』といった《結果》を投とう影えいしているだけなのでは……？

　ほとんど妄もう想そうのような暴論だが、少なくとも手持ちの情報とは矛む盾じゆんしない。

　そしてあれが、物質的な武器なのではなく、概念的な武器なのだとしたら……勝機はある。

　思わず不敵な笑みを浮かべる俺に、アナは訝いぶかしげな視線を向けてくる。

「……なんか、ものすごく悪い顔してるけど、どうしたの……？」

「いや、ちょっと……うん。今まで散々痛めつけられてた連中に一泡あわ吹ふかせる算段を思いついた」

　だが、ここはまだスタートラインでしかない。仮にこの作戦が上手うまくいったとしても……最終的に《悪魔》の出現によってアナは殺されてしまう。

　アナの背後に《悪魔》を出現させないのはたぶん無理だから、俺が考えるべきは、《悪魔》にアナを殺させないことなんだけど……どう考えてもそんな起死回生の妙みよう案あんは浮かんでこない。

　しかし、タイムリミットは刻一刻と迫ってきている。気持ちばかりが焦ってしまう。

　せめて何か、何か取っ掛かりでもあれば──。

　頭を抱えていたそのとき──不意に胸ポケットの携けい帯たい端たん末まつが着信を奏かなでた。

　突然のことに驚く。これまでで初めてのことだ。

　怖々とディスプレイを覗くと──それはカナンからの連絡だった。

　何事かと訝いぶかしみながら、俺はアナに視線で断りを入れて、携けい帯たい端たん末まつを耳に当てる。

「──もしもし？」

『兄さん！　今どこにいるのですか！』

　開口一番、カナンは金切り声を上げる。普段物静かに淡たん々たんと話す妹なだけに、そこまで感情を露あらわにするほどの緊急事態が起こったのかと身構える。

「お、落ち着けカナン……。どうした？　何があった？」

『何があった、ではありませんよ！　先ほどカーチャから連絡をもらいました！　兄さんが大変だと！』

「ああー……」

　一瞬で状況把握。そうか……この《世界》だと檻おり神がみの定期検診を受けてるから、その結果を心配した檻おり神がみがカナンに一報入れていたのか……。

　確かにこの《世界》の人の感覚では、昨日まで何事もなかったはずなのに今日突然、《悪魔の腕》の侵蝕が加速して余命半年になった、なんて事実は衝撃的に思えるだろう。

　カナンに何と声を掛ければいいのかわからず口ごもっていると、彼女はますます感情的な声で怒ど鳴なる。

『ああ、ではありません！　なんで兄さんはそう自分のことなのに他人ひと事ごとなのですか！　とにかく今の居場所を教えてください！　カナンはもうこの先ずっと兄さんにくっついて過ごすことに決めたのですから！』

「……そんなん勝手に決められても。というか、おまえ見回りの途中なんじゃないの？」

『見回りなど誰かに代わってもらえば良いのです！　今カナンには兄さんと一緒にいること以上に優先されることなど……って、あれ？　兄さん、どうしてカナンが今日当番だと知っているのです？』

「……っ！」

　うっかり失言。まさか、以前の《世界》で見回りに同行したとも言えず適当に誤ご魔ま化かす。

「……まあ、ほら。カナンのことは全部お見通しだからさ」

『──さすが兄さんです。やはりカナンと兄さんは相思相愛ですね』

「……ただの兄妹きようだいだけどね」

　一応の突っ込みにも覇は気きが出ない。実の妹とこんな中身のない掛け合いをしている場合ではないのである。なんと言いくるめて通話を切ろうか、と悩んでいると、とても珍しくカナンは通話口の向こうで、くすりと笑った。

『──でも、少し安心しました。カーチャから、兄さんが何だかとても自じ暴ぼう自じ棄きになっている、と聞いていたので……』

「…………」

　そう、か……。あのときの俺は、確かに半ばヤケになっていたから、それを心配して檻おり神がみはカナンに連絡を入れたのか……。

　何だかとても申し訳ないことをした、と反省する。

「……カナンも、心配掛けたな。確かに、色々なことがショックだったけど……俺は大丈夫だから。最後まで諦めないって、決めたから」

『──それは素敵ですね。やはり兄さんはそうでなくては』

　どこか安心したように、カナンは少しだけ優しい声色で言った。

『それより、カーチャにも一言連絡を入れておいたほうが良いと思いますよ。兄さんが元気ないのを心配しすぎて、次の兄さんの誕生日には、一錠じよう飲むだけでものすごく元気になれるおクスリを発明してプレゼントすると息巻いていましたから』

「……おい、それ絶対ヤバい代しろ物ものだろ。大体ドクは──」

　過保護すぎる檻おり神がみの対応に呆れて────。




　………………あ。




　その瞬間。

　雷らい鳴めいのように脳のう裏りに閃ひらめいたある発想。

　まさか……これが答えなのか……？

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない思いつき。発想の転換。だが、これならば──。

　アナを救うために世界を繰り返す、という大前提を覆すことでアナを救い出せる──っ！

　自分の閃ひらめきに鼓こ動どうが速まる。だが、確信に近いものを抱いだきながらも一いち抹まつの不安は残る。

　もしもこれを実行するとなると……絶対に失敗は許されない。

　本当にこんなことが、俺にできるのだろうか……？

　心の裡うちに問い掛けたところで──。




『──兄さん？　どうかしましたか？』

　耳に当てた携けい帯たい端たん末まつの向こうから、たった一人の肉親の声が聞こえて俺は思考を中断した。

「……あ、ああ。ごめん。ちょっと……考え事してた」

『そう、ですか……。まあ、何でもいいです。とにかく兄さん今どこにいますか？』

　何と、答えるのが正解だろうか。

　カナンをこの一件に関わらせるのは正直気が進まないし、関わらせたところで正直どう動くかわからない不安材料でしかないから、できれば俺の計画のためにもヤツには遠くでジッとしていてもらいたいのだが……。

「──カナンは今どこにいるんだ？」

『カナンは、今は南地区の辺りを見回っていたところですが……』

　南地区！　その言葉に、俺は思わず指を鳴らす。都合がいい。もうすぐその辺りには《悪魔》が出現するはず。ならば、近きん隣りん住民の安全のためにも、そしてアナを確実に生き延びさせるためにも、カナンにはそちらで自分の仕事をしていてもらおう。

「南地区だな、わかった。今から俺もそっちに行くよ。よく行くステーキハウスわかるよな？　その前で待ち合わせな。それじゃあ」

『あ、ちょっと兄さ──』

　早口で告げ、返事も待たずに通話を切る。

　そして、携けい帯たい端たん末まつをポケットにしまい込み──改めてアナに向き直る。

「喜べアナ！　アナを無事に生き延びさせるための素晴らしい作戦を思いついたぞ！」

「ええっ!?　突然どうしたの!?」

　あまりの豹ひよう変へんぶりに驚くアナだが、今は説明している時間も惜しい。

　俺は彼女の手を引いて駆け出す。

　向かう先は──繁はん華か街。俺は、アナが疲れない程度に足を動かしながら彼女に告げる。

「いいか、アナ！　これから何が起こっても心配するな！　アナは必ず俺が守る！　だから、アナも俺を信じてくれ！　それだけが、この作戦の秘策だ！」

「う、うん！　な、何だかよくわからないけどわかったよ！　任せたイザヤくん！」

　多少ヤケになりながらも、アナは全ぜん幅ぷくの信頼を寄せてくれる。

　その心ここ地ち良よい信頼に酔いしれながら──俺は再び携けい帯たい端たん末まつを取り出してある人物を呼び出す。三コールで目的の人物は出た。

「──あ、もしもし、委員長？　突然で悪いけどちょっと頼みが──」
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　繁はん華か街に到着した俺たちは、走るのを止め、大通りを歩いて行く。

　時刻はもう午後五時を過ぎている。ここからは慎重に行かなければならない。

　長い繰り返しの経験で覚えた黒服が通らないルートを選びながら歩みを進める。

　乱数調整のように少しだけ遠回りをしてから、俺は狭い路地裏へ入っていく。

「こっちだ。足あし下もと悪いから気をつけてな」

「う、うん……なんか薄暗いね……」

　不安そうに制服の裾すそを摑つかみながら、アナは俺のあとをついてくる。

　そして、しばらく進んだところで、突然、身み震ぶるいがするほどの寒気を感じ、俺は半ば反射的にアナに飛びついて道ばたに押し倒した。

「こんなところでなに!?　イザヤくんやっぱりわたしの身体からだが目当てだったの!?」

　急に転ばされたせいか、よくわからない不満を漏らすアナ。しかし、その直後──パァン、という乾いた破裂音が狭い路地裏へ響き渡った。

　──よし、タイミングはばっちりだ。

　口元に笑みが浮かびそうになるのを必死に堪こらえながら、俺はアナを背中に庇かばうようにして振り返る。

「──へえ、避けるなんてやるじゃん」

　振り返った先には、緋ひ色いろの髪を逆立てた目つきの悪い少年が立っていた。

　神しん智ち学院の制服に身を包み、天使科のエンブレムを輝かせながら、その両手には白と黒の禍まが々まがしい印象のハンドガンをぶら下げている。

　見まがうはずもない──御手洗みたらいナツメだ。

　実を言うと、この時間、この場所で御手洗みたらいに襲われるという確証はなかった。

　というのも、ここはかつて御手洗みたらいに襲おそわれた路地裏とは別の路地裏なのだ。距離にして約百メートルは離れている。

　だが、かつて襲われたときのタイミングから考えると、この時間帯この近辺をうろついていれば御手洗みたらいに見つけてもらえるのではないか、という期待はあった。

　少し危ない橋を渡ったが……その甲か斐いは十分にあった。

　何な故ぜなら、かつて襲われた路地裏では都合が悪かったから。

　俺は内心の昂こう揚ようを悟らせないように、御手洗みたらいに応じる。

「おい、そんな物ぶつ騒そうなものはしまえ。たとえおもちゃでも人に向けるものじゃないぞ」

「──俺の一撃を余裕で躱かわした時点で、おもちゃじゃないことくらいはわかってんだろ」

　目を細め、御手洗みたらいはこちらを見定めるように声を低くする。

「てめえが何者かは知らねえが……大人しくその娘をこっちに差し出すなら、これ以上手荒な真ま似ねはしねえ。だが、そうじゃないなら──」

「断る」

　御手洗みたらいの言葉に被かぶせるように、俺は拒否を示す。

　その一瞬で、周囲の温度が低下する。俺を獲物と定めたように、御手洗みたらいの視線が鋭くなる。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気に否いやが応おうでも緊張感が高まっていく。

　──頼む……あと少し……あと少し……っ！

　祈るような気持ちで、俺は御手洗みたらいと対たい峙じする。

　おもむろに御手洗みたらいは両手のハンドガンを掲かかげ、こちらに狙いを定める。

　そして、御手洗みたらいに銃じゆう口こうを向けられ、ここまでか──と、すべてを諦めかけたところで。

「あれー？　ねえ、何してんの、お兄さん方？　もしかしてその美人取り合ってるとか？　良かったら俺らも混ぜてよー」

　この危機的状況にそぐわない軽けい薄はくな声が、突然、路地裏に響き渡った。

「──あん？」

　この状況で声を掛けられたのが予想外だったのか、御手洗みたらいは振り返る。

　俺たちも御手洗みたらいの背後へ視線を向ける。

　その先には──いつぞやの不良連中があまりにも危機感のない下げ卑びた笑みを浮かべながらへらへらと立ち尽くしていた。




　────計画どおり。




　堪こらえきれず凄せい絶ぜつな笑みをこぼす。

　そう、この路地裏は──俺が最初の《世界》で不良連中に襲われた場所！

　また襲われるという確証はなかったが……上手うまくいって良かった。きっと俺たちとはまったくの別件で、彼らにはまたそういう因果があったのだろう。

　だから俺はそれを──利用する！

　御手洗みたらいが視線を外した隙を俺が逃のがすはずもない。

　アナの手を引いて俺は、御手洗みたらいに向かって全力で駆け出す。俺たちの逃走に気づいた御手洗みたらいが、こちらに銃じゆう口こうを向け、狙いを定めようとするが──ワンテンポ遅い。

　俺は思いきり御手洗みたらいを突き飛ばし、ついでに不良連中もかき分けて路地裏から脱出する。

　背後から「待て」だの「殺す」だの不ふ穏おん当とうな怒ど声せいが聞こえてくるが構うものか。

　俺たちは再び人混みをかき分けて、大通りを進んでいく。

　ちらりと背後を窺うかがうと、俺たちの五メートルほど後方を不良連中が青い顔をして走り、そのわずか数メートル背後を御手洗みたらいが二丁拳けん銃じゆうを構えながら走っている。

　予想どおり、不良連中は御手洗みたらいが銃を持ったやべー奴だと気づいたようで、もう俺たちを追うのとは関係なしに、自分たちが助かりたいばかりに必死で走っている。俺は走りながら彼らに告げる。

「そうやって俺たちの後ろを走ってる限りは、撃たれないぞ！　だが、少しでもルートを逸それたりしたらその瞬間、撃たれるだろうから死ぬ気で俺らの後を追いかけてこい！」

　そう、言うなれば彼らの役割は──弾避け。

　御手洗みたらいの《自銃ガンズ・オブ自在・リバテイ》が、もしも具ぐ象しよう化か系のハイソフィアで、その本質が、視し認にんした先に着ちやく弾だんの因果を結ぶ、というようなものなのであれば……少しでも目標が見えなくなったらもう、因果を結ぶことができなくなるのではないか、と考えたのだ。

　だから俺は、不良連中を即そく席せきの煙えん幕まくならぬ人じん幕まくとして利用することを思いついた。

　アイオーン・ランキングが第七位と、《悪魔》討とう伐ばつ数一位であることを考慮しても低いのは、おそらくその致命的な汎はん用よう性の低さが原因なのではないか──という、半ば言いがかりのような推測はどうやら当たっていたらしい。その証拠にこんな絶好のチャンスなのに御手洗みたらいは一度も銃を使っていない。

　やはり俺たちを正確に視し認にんできない状況では、そのハイソフィアも行使できないようだ。

　こうなってしまえばもう、御手洗みたらいは封じたも同然だ。銃を使えない御手洗みたらいなど怖くもなんともない。

　そして、これだけの大騒ぎをすれば、町中をうろついている黒服連中に気づかれるのも当然の理で。

　気がつくと俺たちの集団はずいぶんと大所帯になりながら、走り回っていた。

　これもすべて計画どおり。

　あとは、連中を引き連れてあの場所へ向かえば、計画の九割が完了する。

　俺は一度気を引き締め、最後の大仕事に奮起する。

　さあ──クライマックスだ！
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　ようやく辿たどり着ついた目的地は──草一つ生えていないとても殺風景な荒野だった。

　間違ってもデートのときに女の子を連れてくるようなところではないし、そもそも特区の住民は決して近づこうとしない忌いみ嫌きらわれた土地でもある。

　ここは──始まりの場所。

　最初の《世界》のとき、俺が十年ぶりに足を向けた忘れられない思い出の場所。

　そう、ここが──。

「……《サタナエル事変》跡あと地ち」

　俺のすぐ隣で、アナが息を切らしながらもぽつりと呟く。

　そう、ここはかつて旧新宿に存在した研究所の跡あと地ちだ。あの事故以来、どういうわけか研究所の周囲五十メートルは、動植物の寄りつかない死の土地になってしまった。

　そのため再開発後もここだけは、まるで存在しないかのように放置されている。

　そんな不毛の大地の真ん中に立つ俺とアナ。いつの間にか周囲は完全に黒服に包囲されていた。ちなみに不良連中は、ここへ到着後、実は自分たちが無関係であることに気づくと我関せずとばかりに早々に立ち去っていった。イキっていたわりにガチの修しゆ羅ら場ばは怖いらしい。

　内心で呆れていると、御手洗みたらいの声が響く。

「──明あけ星ぼしアナを大人しく渡せば、命だけは助けてやる。だが、少しでも抵抗するつもりなら殺す。時間がねえ、五秒で決めろ」

「断るっ！」

　俺は朗々と叫ぶ。本当はもう少しだけ時間稼ぎがしたかったが、さすがにこれ以上はもう引き延ばせない。

　だから、頼む……早く……早く来てくれ……！

　祈るような切なる願い。

　今まで散々いたぶってきやがったんだから、最後くらい、俺の願いを聞いてくれ……っ！

　果たしてその必死の願いは──結実する。

「待ってください！」

　突如、包囲の外、町の方から鈴を鳴らしたような美しい声が響き渡る。

　何事かとみんなの視線がそちらへ向く。俺からは人ひと垣がきが邪魔で様子が窺うかがえないが、その声を聞けば誰が来たのか見ずともわかる。

　その誰かは、息を切らしながら包囲の内側へと入り込み、御手洗みたらいの隣に並ぶと、片手を上げて彼を制した。

「……御手洗みたらいさん……ちょっと待って……彼には聞かなければならないことがあります……」

「……チッ、雨あま宮みやか」

　面めん倒どうくさそうに御手洗みたらいは舌打ちをする。

　そう、そこに現れたのはお節介なクラス委員長の雨あま宮みやシズクだった。

　事前にここへ呼び出しておいたのが奏功した。そして予想どおり、《熾天使セラフ》としての格が上位のシズクの言葉は、御手洗みたらいといえども無下にはできないらしい。

　ほぼすべての計画を終えた俺は、その満足感から穏やかに微笑ほほえむ。だって大切な人に言われたのだ。つらいときこそ笑え。笑っていればきっと幸せになれる、と。

　しかし、対比するようにシズクの表情は硬い。彼女は一語一語慎重に選択しながら尋ねる。

「──四しノの森もりくん。さっきの電話は……どういうことなの？」

　それは先ほどの電話の内容のことを言っているのだろう。俺はあくまでも余裕の表情を崩さずに答える。

「言葉どおりだ。俺はこの場で──明星アナの無実を証明してみせる」

　そう、それがシズクへ電話した内容だ。電話をした時点では、シズクはまだアナの殺害命令を受けていないようだったが、『明あけ星ぼしアナ』という名前に心当たりができたら《サタナエル事変》跡あと地ちへ来てほしい。そこで彼女の無実を証明する、と一方的に伝えて電話を切っていたのだ。その後は余計な連絡が来ないよう端たん末まつの電源を切り、制服の胸ポケットにしまい込んである。

「明あけ星ぼしアナからすべて事情は聞いた。その上で──俺はアナが世界の敵じゃないことを証明してみせるって言ってるんだ」

　朗々と、この場にいる全員に聞こえるように、俺は告げる。

　シズクは、訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「……なるほど。でも、どういうつもり？　どうしてこんな無茶なことするの？　今だって下手したらすぐに殺されてもおかしくない状況なのよ？」

「もちろん、アナのためだ。だが、当然それだけじゃなくて、これは世界のためでもある」

　そして俺は──背後に隠していたアナを引き、その細い首に腕を絡めて拘こう束そくする。後ろから抱きしめるような体勢。「な、何事!?」とアナは心配そうな視線を向けてくる。身長差を考慮して少し屈みながら、俺は耳元で、大丈夫、俺を信じろ、と囁ささやく。

　俺の突然の豹ひよう変へんに戸惑いながらも、シズクは尋ねてくる。

「……まさか、そうやってしていれば、四しノの森もりくんの身体からだに銃じゆう弾だんが当たることを恐れて銃じゆう撃げきされない、とでも思っているのかしら？　だとしたら、認識が甘すぎるわ。ここにいるみんな、キミの命よりも、明あけ星ぼしアナを殺すことを優先するから」

　その言葉に、俺は不敵な笑みを浮かべて答える。

「──逆だよ。間違ってるよ、委員長。こうすることで、あんたらはアナを殺すことができなくなるんだ」

　シズクは不愉快げに顔をしかめる。

「……意味がわからないわ。キミはいったい、何がしたいの？」

「俺はただ……こいつの価値を正しく知ってもらいたいだけさ。こいつを殺すことのデメリットを」

「何わけわかんねーこと言ってんだ、てめえは」

　不機嫌そうに御手洗みたらいが一歩前へ進み出る。

「そいつを今この瞬間生かしておくこと自体デメリットの塊かたまりなんだろうが。時間が惜しい、まとめて殺しちまえばいい」

　二つの銃じゆう口こうを俺たちに向けるが、シズクは何かを考えるように口元を歪ゆがめながら「待ってください」と御手洗みたらいを止める。

「四しノの森もりくん。こちらには時間がありません。何か考えがあるのなら、簡潔に述べてください」

「もちろん、そのつもりさ」

　一度そこで言葉を切って小さく深呼吸をする。

　ここから先は失敗が許されない。人生最初で最後の大立ち回りを、とくとご覧ろうじろ……っ！

　覚悟を決めて俺は語り始める。

「──まずは基本事項の確認だ。今朝あたり、突然《世界崩壊係数》が変動した。理由は不明だが、とにかくその原因は明あけ星ぼしアナにあることがわかった。明あけ星ぼしアナが世界を滅ぼす──その因果律演算を修正するために、《聖せい白はく色しよく委員会》上層部は、明あけ星ぼしアナの殺害を決定した。ここまではいいな？」

　シズクは曖あい昧まいに頷く。

「……ええ。さっき電話で報告を受けた話だとそういうことみたいね。もっとも、私たち《熾天使セラフ》は、当初の《世界崩壊係数》の変動修正に関与してないから初耳だったけど」

　ちらりとシズクは御手洗みたらいを窺うかがうが、御手洗みたらいは不機嫌そうにしているだけで何も言わない。

　とりあえず御手洗みたらいのことは無視して俺は話を進める。

「さてその上で……明あけ星ぼしアナの殺害を決定したことで、とりあえず一旦は《世界崩壊係数》はゼロに戻ったはずだ。これは今日の午後四時の時点での報道を見ればわかる。だが……《世界崩壊係数》の発表があった午後四時のあと──問題が起こった。それが、明あけ星ぼしアナの脱走だ。それにより、再び《世界崩壊係数》の変動が発生した。そうだな？」

　今度は、シズク──ではなく、その後ろに控えている黒服連中に視線を向ける。

　まさか話を振られるとは思っていなかったのか、黒服連中は戸惑った様子を見せたが、リーダー格の男が代表して重々しく頷いた。

　よし、想像どおり……。俺は口元に小さな笑みを浮かべて続ける。

「……だが、そのときの変動は、最初《熾天使セラフ》へ連絡がいかないよう手を回したな？　たぶん、殺害を決定した対象に逃げられたなんて知られたら、委員会の面めん目ぼくが潰れる恐れがあるって考えたんだろう。でも結局、その対象は見つからず、やむを得ず、《熾天使セラフ》へ応援を頼むことにした……。そうだな？」

　俺の鋭い指摘に、黒服の男は忌いま々いましげに口元を歪ゆがめながら頷いた。

　すると今まで黙っていた御手洗みたらいが、小こ馬ば鹿かにするように声を上げる。

「はっ！　つまり俺らは、てめえらのお粗そ末まつな警備の尻しりぬぐいをさせられてたってわけか！　委員会様々ってやつだな、オイ！」

　年上に対する敬意のまるで感じられない皮肉に、黒服の男たちは苛いら立だった様子を見せながらも何も言えない。パワーバランス的には《熾天使セラフ》のほうが、黒服連中よりも上なのだろうが……。どうにも互いを信用していないというか、溝みぞのようなものを感じてしまう。《聖せい白はく色しよく委員会》も一枚岩ではないのだろうが……まあ、今の俺には関係のない話だ。

　俺は睨み合う御手洗みたらいと黒服たちを無視して話を進める。

「──いや、別に俺は黒服のお兄さん方を責めてるわけじゃないんだ。ただ俺が言いたいのは、明あけ星ぼしアナの気まぐれな行動一つで変動してしまうくらい《世界崩壊係数》ってのは、曖あい昧まいなものなんだ、ってことだ。それを踏まえた上で……例えば、何らかの出来事によって、また《世界崩壊係数》がゼロに戻ったら……どうする？」

　その問い掛けに……シズクたちはささやかな困惑を見せる。それは俺の語りにわずかながらでも興味を示してくれている証拠でもある。話も聞いてもらえずに無残に殺される可能性もあったので、この展開は幸運だ。俺は上手うまく興味を引けるように話題を誘導していく。

「元々、明あけ星ぼしアナは、神しん智ち科学研究に必要な人材として研究所で保護されていたはずだろう？　それは延ひいては、人類を《悪魔》の脅きよう威いから救うための重要なピースであるとも言える。だから可能な限り、アナには生きていてもらったほうが良いわけだ。つまり……例えば《世界崩壊係数》がゼロに戻るような《何か》が起これば、ここでアナを殺すこと自体が、人類存続のためのデメリットになり得るんじゃないか？」

「理屈はわかるけど！　そんなもの仮定の水掛け論でしょう！」

「もう面倒くせえ！　任務どおりにぶち殺しゃあいい！」

　必死に叫ぶシズクと、今にも引き金を引きそうに凄すごむ御手洗みたらい。

　さすがに時間のなさと、俺の迂う遠えんな言い回しに怒り出したか。

　だが怒るということは、それだけ興味を引けたということだ。俺の屁へ理り屈くつを……軽んじることができないでいる。

　だからもう──十分だ。

　俺は唐突に、ため息を吐く。

　ロジックは完璧だし、時間は十分に稼いだはず──だからあとは運を天に任せるだけ。

　祈るような気持ちで数秒を耐えて──。




　直後──ほぼ同時に三つの携けい帯たい端たん末まつ着信音が鳴り響いた。




　シズクと御手洗みたらいと……黒服のリーダー格のものだ。

　突然のことに困惑した様子を示しながらも三人は顔を見合わせてそれぞれ着信に応じる。

　すぐに三人の顔は驚愕のものに変わる。最も反応が激しかったのは……御手洗みたらいだった。

「ああっ!?　明星アナの殺害命令撤回と緊急保護だあっ!?　てめえ、舌の根も乾かねえうちに何真逆の指示出してやがる!?　ざっけんなよ、おい、指令に代われ！　おい……っ！　切りやがったあのクソ野郎！」

　明らかに激怒した様子で犬歯を剝き出しにしながら、今度は俺に向かって怒ど鳴なる。

「おい、てめえ！　何しやがった！　どんな工作すりゃこんなふざけた指示に変わるんだよ！」

　対して俺は、想定どおりの展開に胸をなで下ろし、晴れ晴れとした穏やかな気持ちで答える。

「──だからさっきから言ってるだろう。《世界崩壊係数》がゼロに戻るような《何か》が起こったって。良かったな、先走ってこいつを殺さないで。もし人類の未来に重要なこいつを殺してたら、今頃大目玉だったぞ」

　俺の皮肉に、御手洗みたらいは奥歯が砕けるほどに歯を食いしばって睨みつけてくる。

　それを片手で制しながら、シズクが惚ほうけたように言う。

「──驚いたわ。四しノの森もりくん……やってくれたわね」

「褒め言葉として受け取っておくよ。それよりも、新しい指示どおりこいつの安全確保を頼むよ。ほかのむさい男どもじゃ信用できないけど、委員長なら安心して任せられる」

「それはもちろんだけど……」シズクは訝いぶかしげに小首を傾げる。「ねえ、四しノの森もりくん。本当に何をやったの？　何をどうすれば……《世界崩壊係数》に干かん渉しようできるの……？」

「もうすぐ時間だ。すぐにわかるよ」

　穏やかに微笑ほほえんで──俺はアナの耳元で囁ささやく。

「──綱つな渡わたりみたいにギリギリではあったけど、何とか無事に運命は乗り越えたよ。あとのことはシズクに任せれば大丈夫だ。あの娘は超ちよう弩ど級きゆうのお人ひと好よしだからきっとアナの助けになってくれる。本当はこの先もおまえと一緒に過ごしたかったけど……俺はここまでだ。アナは覚えてないだろうけど……おまえにはたくさんの恩があるんだ。だからここで、その恩を返すよ」

「い、イザヤくん……？　何を言って──」

　背後から拘こう束そくされたまま困惑したように振り返り──アナは驚愕に目を見開く。

　ああ──もう時間のようだ。

　振り向かなくてもわかる。背後から凄まじい悪寒と吐き気を催もよおす腐ふ臭しゆうが漂ただよってくる。




　すべての元凶。人類の天敵──《悪魔》。




　そして、俺の背後に突如出現した《悪魔》は、その錐きりのような腕で──背後から俺の心臓を穿うがち貫つらぬいた。

　かつてシズクとアナをともに貫つらぬいたときと同様のシチュエーションで──。




　──しかし、その錐は俺までで止まっていた。




　アナには傷一つ付いていない。

　何な故ぜならば……俺の制服の左胸のポケットには携けい帯たい端たん末まつが収められていたから。




　──最新型携帯端末保護ケース《無敵装甲》。




　稀き代たいの天才、檻おり神がみエカテリーナが発明した『《悪魔》が踏んでも壊れない携けい帯たい端たん末まつ保護ケース』である。

　これが……俺の切り札だった。

　今日この時間、明あけ星ぼしアナの背後に出現した《悪魔》が彼女の心臓を穿うがち、彼女を殺すことで強力な《悪魔》へと進化し、人類を滅亡させることはわかっていた。

　だから、本来アナの心臓に穿うがたれるはずの一撃を、俺自身を盾たてにして防ぐことができれば、《世界崩壊係数》を再びゼロに戻せるのではないか、と考えたのだ。

　最終決戦の場にこの不毛の大地を選んだのも、出現した《悪魔》による周辺被害を極力減らすため。関係者全員をこの場に誘い出すという大立ち回りを演じたのも、全員の目の前でアナの無実を証明してより確実に彼女の安全を確保するため。

　確証なんて一つもなかった。一つでも目もく論ろ見みが外れたら何もかもが終わっていた。

　それでも──アナを救い出すには、これしか手が思い浮かばなかった。

　すべてがアナを助けるための計略で──幸いなことにすべてが上手うまくいった。

　満足のいく結果を見届けながら、無事なアナを安全な距離まで突き飛ばして……俺は大量の血液を吐く。

　俺の先入観──この繰り返しを続けるためには俺自身が死んではならない、という思い込み。

　この思い込みこそが……俺が偽いつわりの運命という袋ふくろ小路こうじに迷い込んだ理由でもあるのだが……。繰り返さない、つまり俺の死を前提とした方針であれば……こんなにも楽に片がつく。

　自分の愚おろかしさに苦笑を浮かべながら。

　今度こそ俺の意識は、二度と醒さめない深い深い闇の底へと沈んでいった──。
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　──羊水の中を揺蕩たゆたうようなえも言われぬ安心感を自覚する。




　自覚する、ということはすなわち意識があるということ。

　だが、肉体の感覚はない。視覚も聴覚も臭覚も触覚も味覚も何も感じず、ただただ意識だけがこの茫ぼう洋ようとした暗い海に沈んでいるような不思議な心持ちだった。

　──ここが死後の世界なのか。

　ただ緩かん慢まんな思考で、そんなことを思っていたら──不意にどこからともなく《声》が響いた。

【──ご苦労様です。よくあの子を守ってくれましたね】

　聞き覚えのない優しい響き。男なのか女なのかもわからない、しかし、どこか安心する声色。

　聴覚のない俺が認識できるということは、意識に直接語りかけているのだろうか。

　発声器官のない俺には問うこともできないので、大人しく言われるままに意識を傾ける。

【──あなたはもう忘れてしまったかもしれませんが、かつて一度だけ私はあなたと会ったことがあります。立派になりましたね】

　そいつはどうも。

【──私が何者か、というのは些さ末まつな問題です。それよりも今はあなたのことです。あの子を救うためにその命を投げ出した愚ぐ行こう、決して褒ほめられたものではありませんが、苦肉の策であったことも理解できますので今回は不問とします】

　怒られないのならそれに越したことはない。誰だか知らないけど。

【──しかし、あなたが死んでは、この先誰があの子を守れるというのですか。もしもまた、今回のようなことが起こったらどうするのですか】

　どうって言われても……。そのときはまた別の誰かがあいつを助けるだろう。

【──でも、因果を殺して時間を遡そ行こうできるのはあなただけです】

　それ、は……。で、でも、それは本来この世界の理ことわりに反することだろう……？　人の領分を超えすぎてる。俺には荷が重いよ。

【──御ご託たくはいいのです。私はあなたの気持ちを聞いています。あの子の側であの子を守りたいのか。それともこのまま意識が霧む散さんするまでこの虚きよ無むの世界で過ごすのか】

　……その二に択たくはずるいだろ。ンなもん誰だって前者だよ。こんなクソみたいな場所にいるよりもアナと一緒に過ごしたいわ。

【──ならば、《契約》をしましょう。あなたはここで死ぬべきではない。《契約》を結べば、あの子の命の半分をあなたに授けます。そうすれば、あなたは蘇よみがえる】

　それ絶対ヤバイ契約だろ……？　そもそも命の半分ってそんなことして大丈夫なのかよ。

【──何も問題はありません。ただし、この《契約》によってあなたは《私を解放する》という義務を負います】

　……解放？　あんたがどこの誰かもわからないのに？　その契約、卑ひ怯きようじゃね？

【──今はまだ知る必要がない、ということです。いずれ時が来れば自おのずとわかるでしょう。ただ不安であることも理解できますので、一つだけヒントを。私はあなた方の味方です】

　……全面的には信用できないけど……。でも少なくともアナの味方であることは間違いなさそうだし、何よりもこんな場所とおさらばできるって提案は魅力的だ。この先どうなるかなんてわからないけど、死んでる今より悪くなることはないだろ。いいよ、結ぶよその《契約》。

【──そう言ってくれると思っていました。では《契約成立》ということで。ちなみに都合が悪いと思うので、あの子の記憶は私のほうで適当に調整しておきますね】

　次の瞬間──俺の意識は加速上昇する。

　まるでスペースシャトルの打ち上げのような急制動。

　もちろんそんな体験をしたことはないし、そもそも肉体のない今の状態でいったい何が加速度を認識しているのかは定かではないが、とにかく酷い不快感が意識を襲う。




　そうして俺は──長い長い、刹せつ那なの眠りから覚かく醒せいした。




　　　　◆




　──……ィン……ゴーン……。




　遠くで、鐘の音が聞こえる。

　ああなるほど、俺は眠っていたのか、と緩かん慢まんで散さん漫まんな思考のままそんなことを思う。

　何だかとてつもなく長い夢を見ていたような気がする。

　具体的なことは何一つとして覚えていないが、とても不条理で、とても破は天てん荒こうで、とても理不尽で、でもとても楽しく、そしてとても悲しい──そんな夢。

　朧おぼろ気げな記憶を辿たどっていると少しずつ、意識がクリアになってきて──そうして俺は身震いがするほどの悪お寒かんを覚えて飛び起きた。

　被かぶっていた布団を跳ね飛ばすほどの勢いで身体からだを起こして──そこが思っていた学院の教室ではなく、何な故ぜか医務室のベッドの上であることに気づくと、俺はしばし考え込んでから、憑つきものが落ちたように首を傾げた。

　はて……？　なんで俺は医務室なんかで寝てるんだ……？

　どれだけ考えても直前の記憶が思い出せない。何かヒントはないだろうか、と周囲を見回したところで……ベッドサイドから俺のベッドに身体からだを預けて眠りこける明あけ星ぼしアナの姿が見えた。

　自分の両腕を枕にして眠る姿は仔こ犬いぬのように愛らしく、何な故ぜか嗜し虐ぎやく心が湧いてきたので彼女のトレードマークのアホ毛を摑つかんで引っ張ってみた。「ぴぎゃあ！」と新種の妖怪のような雄お叫たけびを上げてアナは飛び起きる。寝起きで状況が理解できていないのか、きょろきょろと辺りを見回しているが、すぐに俺が起きていることに気づくと問答無用で飛びついてきた。

「イザヤくん！　無事で良かった！」

「痛い痛い痛い！　やめて！　何な故ぜか胸の辺り穴開いたみたいに痛いからやめて！」

　抱きつかれるのは悪い気はしなかったが、それ以上に耐えがたい苦痛に襲われたので、金色の少女を無理矢理引きはがす。

　アナは照れたような申し訳なさそうな、何とも言えない表情を浮かべて謝る。

「にへへ……ごめんね……。でも、イザヤくんが起きてくれたのがホントに嬉しくて……。イザヤくん、半日以上寝てたんだよ？」

「は、半日……？」

　予想外の言葉に、慌てて窓の外へ目を向ける。狭い窓枠に切り取られた空は、いつの間にかすっかりと陽が昇り明るくなっていた。

　そうか……あの長い長い悪夢のような一日はとっくに終わっていたわけか……。

　安あん堵どと得も言われぬ達成感から、俺はため息を吐くが、すぐに違和感に気づく。

「いやいやいや、待て待ておかしい。なんで俺生きてんの？　心臓貫つらぬかれたんだけど？」

「あー……ええと……」

　身を乗り出す俺に、アナは言いにくそうに目を逸そらす。

「なんかね、不思議な力で蘇よみがえったんだよ」

「ちょっと何言ってるかわからないですね……」

「わ、わたしもよくわからないんだから仕方ないでしょ！」

　何な故ぜか顔を赤らめて、アナは拗すねたように頰ほおを膨ふくらませる。

「でもほら、とにかく今無事で生きていられてるんだからそれでいいじゃん！　例の《悪魔》もシズクちゃんたちが倒してくれたし！　前向きに考えよう！」

「……まあ、確かに不満はないけど」

　……何だか夢の中で大層な《契約》みたいなものを結ばされたような気がしないでもないが、まあ、生きていれば万ばん々ばん歳ざいではあるのだろう。しかし、心臓を破壊されてそれでも生きてるってどういうことなんだよ、と首を傾げていたところで、アナは俺の手を取り優しく握った。

「そんなことよりも……イザヤくん本当にありがとう。イザヤくんが命いのち懸がけで守ってくれたおかげで……わたしはこうして怪け我がもなく生きていられてる」

「き、気にするなよそんなこと。俺が勝手にやったことだ。恩に着せるつもりもない」

　小さな温かい手で触れられ、動揺のあまり声が上うわ擦ずる。

　アナは柔らかく微ほほ笑えみかけ、「ううん」とゆっくり首を横に振る。

「恩、感じちゃったもん。イザヤくんは、わたしのヒーローだよ。とってもカッコ良かった。わたしを助けてくれて──ありがとう」

「────っ」

　その言葉だけで、十分だった。

　これまでの長い長い苦労が、すべて報むくわれた気がした。

　無論、別に感謝してほしかったわけではない。

　俺はただ、アナに生きて、笑っていてほしかっただけなのだ。

　だから、こうして何事もなくアナが過ごしていられるのを見るだけで、泣いてしまいそうになる。

　感かん極きわまりかけたところで──突然アナは不思議そうに小首を傾げて尋ねる。

「でも、どうしてイザヤくん、わたしの内緒の事情知ってたの？」

「……へ？」

　何を言ってるんだ、と思ったがそういえば、何かさっき都合の悪い記憶がどうのって誰かが言ってたような……。都合の悪い……まさか、《リセット》絡みのこと全部忘れてるのか？

「な、なあ、アナ。悪いんだけどちょっと記憶が混乱してるんだ。おまえと出会ったところから簡単に説明してくれないか？」

「え、ええっ？　べ、別にいいけど……」

　俺の急な確認に戸惑いながらもアナは説明してくれる。仔こ猫ねこを助けたこと。ジェラートを食べたこと。公園で雑談をしていたら急に俺が彼女の手を引いて走り出して、その後大騒ぎに巻き込まれたこと──。

　どうやら本当に、俺が彼女に秘密を打ち明けたこと、そして彼女が俺に秘密を打ち明けたことは彼女の中でなかったことにされているようだった。まあ、恥ずかしげもなくアナに抱きついて泣き崩れたのがなかったことになるのは正直ありがたい。

　──俺の大切な思い出が彼女の中でなくなってしまったことは……残念な気もするけど。

　少しだけメランコリックな気持ちになっていると──不意に医務室のドアがガラリと開いた。

　驚いてドアのほうへ視線を向ける。するとそこに立っていたのは檻おり神がみだった。

　檻おり神がみは、俺が起きていることに気づくと、着古した白衣を翻ひるがえして飛びついてきた。

「良かった！　目が覚めたんだな！」

「痛い痛い痛い！　なんなん!?　みんなで俺を殺す気なの!?」

　みんな感情表現がアメリカンすぎだろ。もっと日本人的な慎つつましさを見せてよ、と思ったけどそもそも檻おり神がみはロシア系ハーフでした。

　下らないことを考える俺に、檻おり神がみは深いクマのできた目元に涙さえ浮かべながら、「すまなかった」と素直に謝罪を述べる。

「無事で良かった……しかし、どうしてあんな無茶をしたんだ……カナンも心配してたぞ」

「──そういえばカナンは？　こういう状況だと真っ先に現れそうだけど」

「カナンは、おまえの状況を聞いて半狂きよう乱らんになってな。何するかわからないから、今は薬で眠らせてある」

「…………」

　すげえな……あいつもはや猛もう獣じゆう扱あつかいじゃねえか……。

　でも心配を掛けてしまったことは間違いないので、カナンが目を覚ましたら謝っておこうと心に決める。檻おり神がみは、「ところで」と話題を変える。

「どこか痛いところはないか？　気持ち悪かったり吐き気はしないか？」

「……たぶん大丈夫だと思う。痛いのは身体からだ中痛いけど……」

　全身をまさぐってくる檻おり神がみを押し留めて俺は答える。

「それよりも……ドク、状況を教えてくれ。アナから聞いても何もわからん。何な故ぜ俺は生きてる？」

「……いいよ、伝えられる限りのことを教えよう」

　神しん妙みような顔つきに戻り、檻おり神がみは淡たん々たんと語り始める。

「……まず、大方の予想どおり──おまえは一度死んでいる」

「────」

　改めて指摘されると、なかなかに重たい言葉である。俺は頷いて先を促うながす。

「死んでいるんだが……明あけ星ぼしアナの不思議な力のおかげで生き返った」

「だから、その一番大事なとこ雑にするなよ！」

　さすがに突っ込む。さっきから何も情報が増えてねえよ。

　しかし、檻おり神がみは言いにくそうに口をへの字に曲げる。

「別に隠して誤ご魔ま化かしてるわけじゃない。実際のところ本当によくわからないんだ……」

「え、ドクでもよくわからないことなんかあるのか」

「そりゃたくさんあるよ……私は神様じゃないんだ……」

　どこか悔しそうにそう言ってから、一度深いため息を吐いて檻おり神がみは話題を変える。

「──せっかくだから、そのあたりの話からしていこうか。ちなみにこれは明あけ星ぼしアナに関する機密事項でもあるから絶対に他言無用で頼む」

　真剣な視線を向けられ、俺も思わず佇たたずまいを直して聞き入る。

「これは最重要機密事項なんだが……明あけ星ぼしアナには、ハイソフィアに類した不思議な力がある」

「ハイソフィアに類した力……？」

　妙な言い回しに首を傾げる。檻おり神がみは、「うむ」と複雑な表情で頷く。

「その力が何に起因するものなのかはわからない。だが、ハイソフィアのようでありハイソフィアではない何らかの不思議な力である、ということしか現状わかっていないんだ。そして、明あけ星ぼしアナはその力の研究のために、秘密裏に研究されていた」

「…………」

　アナから聞いた血液云うん々ぬんの話がそれなのだろう。ハイソフィアではない不思議な力、そしてそれはハイソフィア能力を活性化させる作用があるとかなんとか。例の《悪魔》が強力に進化してしまったのもそれが影響しているのだろうが……さすがに今はこのあたりの話に踏み込むわけにはいかないので、俺は大人しく檻おり神がみの説明に耳を傾ける。

「……詳しいことは説明できないが、とにかく明あけ星ぼしアナには人知を超越した不思議な力がある、という理解でいてくれ。そして、おそらくイザヤはその力の一いつ端たんにより蘇そ生せいした」

「……なるほど。不思議な力で蘇よみがえったってことね」

「そうだ。おまえを病院や他施設ではなく、この神しん智ち学院の医務室へ搬はん送そうしたのもそのあたりが理由だ。他の誰でもない、私が管理している施設じゃないと心配でな……。そしてここからが重要なんだが……明あけ星ぼしアナの不思議な力がどう影響したのかはわからないが、急激に進行が進んでいた《悪魔の腕》の侵蝕が現在止まっている。それどころか、今は完全におまえの意思で出力をコントロールできるようになっているはずだ」

　まったく予想していなかった言葉に、俺は目を丸くして、左腕へ視線を移す。

　いつものように丁寧に《聖せい骸がい布ふ》の巻かれたそれは──確かに檻おり神がみの言うようにいつもの生物的本能から来る嫌悪感みたいなものを覚えなかった。おまけに侵蝕もまた肘ひじの辺りで止まっている。余命半年とか言われたはずだが……。

　俺は一度、檻おり神がみに視線を移して確認を取ってから、恐おそる恐おそる《聖せい骸がい布ふ》を外していく。真っ白い布の下から現れたのは──いつもどおりの《悪魔の腕》。

　肘ひじから先が通常の二倍くらいに膨ふくれ上あがった、禍まが々まがしい異形のそれは──しかし、見た目以上の外的効果をもたらさない。まるでブラックホールのようなこの世ならざる質感で、当たり前のように存在している。

　本来であれば、すぐ近くにいる檻おり神がみやアナは即座に卒そつ倒とうしてしまうほど強力な《呪のろい》を発しているはずなのだが……。

　自分の身体からだの変化の意味が理解できないまま、とりあえず再び《聖せい骸がい布ふ》で覆い隠していると、檻おり神がみは淡たん々たんと説明を続ける。

「──とにかく、そんなこんなでイザヤの命を救い、あまつさえ《悪魔の腕》の侵蝕まで止めてくれた明あけ星ぼしアナに、私はいくら感謝しても足りないくらい感謝しているんだが……同時にちょっとしたトラブルが発生して上層部は大わらわだ」

「トラブル？」

「うむ。実はな……イザヤの蘇そ生せいをきっかけとして、明あけ星ぼしアナの力の大半が失われたんだ。正直、何もわからないというのが本音で恥ずかしいばかりなんだが……おそらく、イザヤの蘇そ生せいで力を使い果たしたんだろう。死んでしまった人間を蘇よみがえらせるなんて奇跡、莫ばく大だいなエネルギィを消費しないと不可能なことくらいは想像できるが……。とにかく、そんな事情で突然研究上の利用価値を失った明あけ星ぼしアナは、行き場を失った」

「…………」

　そうか……ハイソフィアを活性化させるという不思議な力があったからこそ、研究所で保護されていたのだから、その肝かん心じんの力がなくなってしまったら……不要な人材ということになってしまう。厄やつ介かいなことに、最重要機密の一いつ端たんを握っている彼女はどうなる……？　最悪口くち封ふうじなんてことに……。

　良くない可能性が次々と浮かんできてしまう。焦る俺に、檻おり神がみは結論を口にする。

「──まあ、そんな事情もあって、彼女は私が引き取ることにした」

「…………は？」

　再び予想外の言葉。アホ面ばかりで申し訳ない限りだが、本当に理解できないのだから仕方ない。すると、それまで黙って話を聞いていたアナが、満面の笑みで口を開く。

「そうなの！　行き場を失ったわたしを、檻おり神がみ先生が拾ってくれたの！　しかも、天使科に編入させてくれて寮りようにも住まわせてくれるんだって！　夢みたいだよ！」

　その言葉の意味を、俺は一瞬で理解する。

　それはつまり、もうアナは全身を切り刻まれてつらい思いをしなくて済むということだ。

　つらい毎日を、ひたすら笑い飛ばすことで乗り越えてきたアナも、これから先は、本当にただ笑って過ごしていけばいいということ。

　なんという……素晴らしい結末か。

「……そうか。良かったな、アナ」

　するとアナは心底嬉しそうに頰ほおを赤らめて、「うん」と頷いた。

「それもこれも、全部イザヤくんのおかげだよ。本当に、本当にありがとう」

「俺は……何もしてないよ。全部アナが一人で勝ち取ったもんだ。胸を張れよ」

　達成感と満足感で胸をいっぱいにしながらも、微かすかな不安が鎌かま首くびをもたげる。

　何もかもが都合良くいった最高の結末だとは思うが……妙に引っかかることもある。

　そもそも何な故ぜアナが《悪魔》に狙われていたのか。そして──何な故ぜ俺に『因果を殺して時間を遡そ行こうする』なんて大それた力が備わったのか。

　だがその正体を探るには、俺の思考は緩かん慢まん過ぎて。

　結局、面倒な思考はすべて一旦保留にして、アナとこれからも過ごせるという事実だけを素直に喜ぶことにした。

「──私はカナンの様子も見てこないといけないから今はこれくらいにしておこうか。イザヤ、とにかく今はゆっくり休め。今日は一日のんびりしてていいから」

「ああ……色々とありがとう、ドク」

「早く元気になるんだぞ。それじゃあ、私は行くが……アナ」

　急に名前で呼びかけられ、アナは、「はい！」と少し上うわ擦ずった返事をする。そんなどこかコミカルな様子に苦笑を浮かべながら、檻おり神がみは告げる。

「イザヤの様子を見てやっててくれ。何か異常があったらすぐに知らせるように」

「は、はい！　わかりました！　お任せください！」

　そして気安げに手を振りながら、檻おり神がみは医務室を去って行った。

　医務室には再び俺とアナの二人だけが残される。

　しばしの沈黙。

　少しだけ気き拙まずく、でもとても穏やかな不思議な気持ち。俺は沈黙を破るように口を開く。

「──明日からの学院生活が賑にぎやかで楽しくなりそうだな」

「にへへ……嬉しいなあ。これからどんな楽しいことが待ってるんだろうね」

「うーん……出鼻を挫くじくようでアレだけど、そんな楽しいことばかりじゃないと思うぞ。天使科ってなんだかんだ言って《悪魔》と戦わないといけないから基本命いのち懸がけだし……それに訓練もキツイのばかりだ。今さらだけど、おまえ耐えられるの？」

　言っちゃなんだが、アナは見た目ゆるふわで中身がもっとゆるふわなので、戦いには全く向かないように見えてならない。今からでも普通科に編入したほうがいいんじゃないか……？

　彼女のためを思っての問い掛けだったが、しかしアナはそれをいつもの笑顔で笑い飛ばした。

「だいじょーぶ！　どんなにつらくてもイザヤくんと一緒なら何でも楽しめるから！」

　それからアナは、どこかはにかんだように右手を差し出してくる。

「だから──改めて。これからよろしくね、イザヤくん」

　その瞬間、これまでの苦労が一瞬で脳内を駆け巡り、俺は思わず涙ぐむ。

　ああ、そうだ……。俺は……ついにこの現実を、勝ち取ったのだ……っ！

　ここで泣くわけにはいかない。だって、どんなときも笑っていないといけないから──。

　俺は──口元に笑みを浮かべながら、万ばん感かんの想おもいを込めて、その小さな手を握り返した。




「──ああ。こちらこそよろしくな、アナ」




　ここから、俺とアナの新しい日常が始まる──。
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